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お詫び：講演内容を予告時のものから若干修正させていただきました。

http://www.ecofoot.jp/


現状認識
• 「気候危機」が現実だと感じられる過酷な気象現象 （

extreme climate events）が世界各地で頻発している。「
地球沸騰化」（global boiling）2023夏。

• カナダ1200か所で大規模山火事、700が制御不能。（仏、スペイン）

• 日本 線状降水帯・集中豪雨・洪水被害

• このような背景から、日本を含む世界各国が二酸化
炭素などの温室効果ガスを減らす「脱炭素」、 「カーボ
ン・ニュートラル」政策を採用している。

– 2015年、パリ協定、国連気候変動枠組条約締約国会議 （
COP21）

– 2020年 カーボン・ニュートラル宣言（日本：2050年まで）

– 2023年 【ＧＸ推進法】脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の推
進に関する法律 2

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「気候危機」が現実だと感じられる過酷な気象現象　（extreme climate events）が世界各地で頻発している。
このような背景から、日本を含む世界各国が「カーボン・ニュートラル」、「脱炭素」に舵を切っている。
2015年、パリ協定、国連気候変動枠組条約締約国会議　（COP21）
2020年　カーボン・ニュートラル宣言（日本：2050年まで）
2023年 【ＧＸ推進法】脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の推進に関する法律　
私たち市民も、研究者も、「脱炭素」、「カーボン・ニュートラル」の案件なら、素晴らしい未来をもたらしてくれる。無条件に受け入れよう！
このような風潮が広がっている。




• 世界の潮流は、化石燃料消費を減らすのは
当然という認識。

• ⇒二酸化炭素排出が少ない代替エネルギー
を活用しよう。

• ⇒二酸化炭素吸収強化。人工的な炭素回収貯蔵（
CCS）技術が開発されつつある。

• 森林・農地管理改善で炭素吸収貯蔵力強化策も。

• ⇒ 先進国の多くの人々は、暮らし方を根本的

に改めようとは考えず、化石燃料から代替エ
ネルギーへの切り変え、炭素貯蔵などの技術
的解決に依拠している。

• SAF =持続可能な航空燃料、EV=電気自動車
、 ＰＶ=太陽光発電、陸上・洋上風力、地熱、
原子力など
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
世界の潮流は、化石燃料消費を減らすのは当然という認識。
⇒化石燃料削減分を補うために、代替エネルギーを活用しよう。代替エネルギーの環境負荷は低い。その消費を増やすのは問題ない。
⇒化石燃料使用をゼロにするのは難しい。森林吸収源を保全し、人工的な炭素回収貯蔵（CCS）技術で対応しよう。
⇒　先進国の人々は、現在の暮らし方を根本的に改めよう、とは考えず、エネルギーを化石燃料から代替エネルギーに変えることで問題解決できると考えている（思わされている）。
SAF = 持続可能な航空燃料、電気自動車、 太陽光発電、原子力など
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経済産業省資源エネルギー庁、2024年、『日本のエネルギー：エネルギーの今を知る10の質

問』 https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/pdf/energy_in_japan2023.pdf 最終アクセス：2024年3月14日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本の電源構成、2022年度と 2030年度の予測です。


https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/pdf/energy_in_japan2023.pdf
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出典：一般社団法人 日本原子力産業協会HP （ 2023年11月15日）。「IEA『2023年
版世界エネルギー見通し』（WEO 2023）を発表、低排出電源としての原子力拡大

を予測」 https://www.jaif.or.jp/information/weo2023 最終アクセス：2024年3月14日

世界の発電量（1990～2050年、電源別）

https://www.jaif.or.jp/information/weo2023


問題認識

• 代替エネルギーにも課題があるのではないか、
無条件に容認して良いものなのか。

• 具体的・個別的に精査する必要があるのでは？

• 脱炭素の取り組み（代替エネルギー利用など）
が、SDGｓの他のゴールや理念達成の妨げに
なったり可能性がある。

• SDGｓ基本理念「誰一人取り残さない」（Leave 
No One Behind）に反することにも。。。。。
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• SDGs は「持続可能な開発目標」のことで2030 年
までに達成すべき 17 の目標（ゴール）と、169 の具体
的目標値で構成される。（2015年国連総会で採択）

• 基本理念「誰一人取り残さない」（Leave No One Behind）
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• １）15生物多様性の減少を引き起こしている

技術もあるのではないか？例：鉱山開発ニッ
ケル、レアアースなど（15陸から⇒14深海へ）

• ２）先住民族、地元住民の生活環境を悪化さ
せ、 6 水質を汚染し、3 健康被害につながり

、基本理念「誰一人取り残さない」に反するこ
とにならないか？＝人権侵害を起こしていな
いか？

• ３）児童労働、鉱物資源開発が武力紛争の資
金源になっていたり。。。

• SDGｓ基本理念「誰一人取り残さない」

• （Leave No One Behind）
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SDGｓの目標や理念に反する懸念



本発表の目的
• １）以上の問題意識を踏まえ、 「脱炭素」の見えにく

い環境負荷や人権侵害など、負の側面を「見える化」
させる。

• ２）「脱炭素」の負の側面を実態を知れば知るほど、
エネルギー源の切り替え（技術的解決）だけでは
SDGｓ達成は無理ではないか。

• ３）エネルギー総消費量そのものを減らすことが必要
ではないか（特に先進国での）一人一人の行動変容
が必要である。

• ４）行動変容を促進するツールとしてのエコロジカル・
フットプリントの行動変容能力を検証する。
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代替エネルギーの事例研究

• レアアース製錬（マレーシア）の環境問題

• ニッケル鉱山採掘と製錬（フィリピンとインドネ
シア）の環境汚染、健康被害、人権侵害

• 原子力発電の公害：ウラン鉱山開発の鉱害
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レアメタル（31種類）とレアアース（17種類）
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レアアースは、31鉱種あるレアメタルの一種で、17種類の元素（希土類）の総称。
Sc スカンジウム Y イットリウム La ランタン Ce セリウム

Pr プラセオジム Nd ネオジム Pm プロメチウム Sm サマリウム

Eu ユウロビウム Gd ガドリニウム Tb テルビウム Dy ジスプロシウム

Ho ホルミウム Er エルビウム Tm ツリウム Yb イッテルビウム

Lu ルテチウム

電気自動車(EV)の
世界保有台数の推移

2020年 1,160万台

IEA et al. (2021). Global EV Outlook 2021.
https://www.iea.org/gevo2021/
アクセス日：2022年2月12日。

2030年には
1億4,500万台に
現在の10倍に！

• EVのモーター、風力

発電の発電機・強力
磁石：ネオジム、ジス
プロシウム

• EVのバッテリー：

コバルト、ニッケル、
リチウム

https://www.iea.org/gevo2021/


カーボン・ニュートラルのための代替技術への懸念

レアアースの例

各種ハイテク製品のビタミン剤

12AFP http://www.afpbb.com/articles/-/2865645?pid=8652552
2012年3月16日 アクセス： 2024年3月14日

ハイテク製品、省エ

ネ製品、不可欠。

「サーキュラーエコノミー（循環経済）」構

築急務

＝「都市鉱山」からのリサイクルが急務。

だが、需要増が急すぎて、「都市鉱山」か

らの供給が間に合わない。

http://www.afpbb.com/articles/-/2865645?pid=8652552


事例1：ライナス社（豪）レアアース製錬工場
（マレーシア）の環境影響

• レアアース鉱物の脱中国の切り札！

• オーストラリアの鉱山会社（ライナス社）が、国内のマウントウェル
ド鉱山で採掘したレアアース鉱石をマレーシアに搬送し製錬（レア
―スを抽出する）。→なぜマレーシアで製錬？

• 製錬工程で発生するトリウムなどの大量の放射性廃棄物→環境

基準が厳しい豪州では、製錬工場の稼働は困難、または高コスト
で採算性に問題。

• そこで、マレーシアで！いわゆる「公害輸出」の典型

• しかし、放射性廃棄物保管施設の不備などが、複数の研究機関
から指摘されている。住民による反対運動本格化（2011年～）（
←1978年～エイジアンレアアース社事件）

• → 改善されないまま, 2012年12月操業開始。
• 最初の3か月は年率11,000トン生産。2013年からは年率22,000

トンで操業。 13
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→　改善されないまま, 2012年12月操業開始。
最初の3か月は年率11,000トン生産。2013年からは年率22,000トンで操業。



マレー半島 The Malay Peninsula

ライナス社製錬工場
Lynas Rare Earth Plant
Gebeng Industrial Park

クアンタンKuantan 

エイジアンレアアース社事件
Ipoh and Bukit Merah
Asian Rare Earth Incident

Map created by Mr. Noboru Zama （坐間昇作成）

Sumatra, 
Indonesia

South China Sea



ライナス社レアアース製錬工場
手前は、放射性廃棄物長期保管施設か？

15
撮影： 和田喜彦 2013年11月27日



ライナス社レアアース製錬工場排水口（左上）
5km下流の河口にある漁村（右下）

16Lynas Facility Waste Water Discharge Area(left)、Fishing Village 5km down stream  
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日本の関与
• 「エネルギー・金属鉱物資源機構（JOGMEC）」を通
じ、第二フェーズの建設資金として、ライナス社に対
し約225億円の融資を実施。約25億円を出資。（双
日（株）も）。この額は、建設費総額の3割を占める。

• JOGMEC・双日（株）・ライナス社との間で、年間
8,500トン（日本国内のレアアース需要の約3割相当
）のレアアース供給を10年間行なうという契約が成
立(2011.4.)。後に契約更新。

• 40日間で契約締結。その間に環境影響評価を実施
したのか？

• 工場長との面会（2012年11月27日）、本社弁護士か
らの脅迫状3通、翌年オーストラリアでの学会では、
私に監視役（スパイ）が派遣された。東大でも圧力。
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「EV談義、きれい事やめよう」レアメタル研究第一人者 
覆る常識 岡部徹氏インタビュー 
『日本経済新聞電子版』 2024年2月1日 Polar Shift

電気自動車（EVEV）に使う希少金属（レアメタル）の需要が拡大している。二酸化炭素（CO2) 
を排出しないEV の普及は脱炭素社会で歓迎されるが、レアメタルの採掘や精錬には有害物

質の排出が伴う。レアメタルに詳しい東京大の岡部徹教授（東京大生産技術研究所所長）は「
EV がもたらす環境破壊への議論が少ない」と指摘する。
――EVに使われるレアメタルの需要が急増しています。

「走行中にCO2 を出さないEV が普及するのは好ましいことで、技術の進歩はめざましい。ただ、EV
の電池やモーターには多量のレアメタルが使われている。天然鉱物を地底から掘り出し、有用な金属だけを取り出す過程では、大量の有害物質が排
出されている。日本が輸入するのは有害物質を取り除いた『きれいなもの』だけだが、その上流に環境リスクが存在することを認識すべきだ 」
「多くの自動車メーカーがエネルギーの消費量やCO2 排出量に関心を持つようになったが、資源の採掘や精錬の工程で発生する害悪についての議
論は少ない。車を1 台造るのに、その何百倍ものごみが出ている。環境に優しいはずのEV が環境問題を起こしているという現実をわかっていても、企
業は発言しにくいのだろう」

――環境負荷を抑える方策はあるのか。

「レアメタルであればウランやトリウム、銅ならヒ素や水銀などの有害物が一緒に出てくる。これらをうまく処理する技術は日々発展しているが、精錬プ
ロセスにおける有害な廃液の処理などには相当な手間とエネルギーがかかる。そして、これらはコストとして積み上がる。環境調和型のプロセスを組め
ればいいが、現実的には、コストと環境対応はトレードオフの関係にある。コストに見合った環境対応のエネルギー技術を確立するのには、今後20~30 
年では難しいだろう」

――資源国はどのように動いていますか。

「インドネシアのように自国資源を付加価値の高い加工品にして輸出している国もある。ただ、精錬して製品化するには高い技術が必要で、同様の戦
略を全ての国が取れるわけではない。資源市場は基本的に経済原理で動いている。消費者や自動車メーカーが環境に優しいという付加価値を求めて
も、市場はコストの安い方を選択する。今のところ、多くの資源国は環境コストを意識しない成長戦略を選んでいる」

――資源ナショナリズムの高まりも生じています。

「資源によって得た富を為政者が地域の人々に分配するのが本来あるべき姿だが、そういった目標を掲げていても、実際には行われていないケース
が多い。 こういった問題は技術の進歩だけでは解決しない。社会システムと政治の変化が求められる」

（聞き手は松本晟）

岡部徹所長はEV開発に伴う環境リスクは「議論すべきだ」と指摘する

おかべ・とおる 1993年（平成5年）に京都大大学院工学研究科博士課程を修了し、2001年に東京大生産技術研究所助教授。09年に同研究所教授と
なり、19年から21年まで東大副学長を兼任した。21年から現職。02年から「レアメタル研究会」も主宰する日本におけるレアメタル研究の第一人者。

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC308CU0Q3A131C2000000/ 最終アクセス： 2024年3月14日 19

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC308CU0Q3A131C2000000/


• エシカル・コンシューマーになる：IT機器、スマートフォン、
EV、太陽光発電パネル等に使用されているレアアースに
ついて、その製造過程での環境汚染に関心をもつ。

• スマホの製造企業に質問する。
– 製品に入っているレアアースはどこで造られたのか？

– 環境配慮はなされているのか？

– 放射性廃棄物の管理は厳重に実施されているのか？

– 周辺住民は、なぜ懸念を持っているのか？

• JOGMECに問い合わせる。
– ライナス社製錬工場では、住民の反対運動があるようだが、

どうなのでしょうか？

– 環境影響評価書を開示してほしい。

• 東大生産技術研究所に問い合わせる。
– ライナス社製錬工場のレアアース：放射性廃棄物の管理は大

丈夫でしょうか。
20

市民にできることは？



事例２：ニッケル鉱山
フィリピン：リオツバ・ニッケル鉱山

インドネシア：ソロワコ・ニッケル鉱山

21

アジア太平洋資料センター(PARC)
2024年2月。 42分
『レアメタルと気候危機：「脱炭素
」の裏で』 監督：松本光（国際環境NGO 
FoE Japan） 協力：国際環境NGO FoE Japan
ニッケル生産地を取材した私たちは、多くの
ニッケルを産出しているインドネシアやフィリ
ピンで、ニッケルのために土地を奪われ、森
が破壊され、水を汚されている人びとと出会
いました。気候危機は差し迫った問題であり
、対応が急がれます。しかし、誰かを犠牲に
した対策でよいのでしょうか？ 現場からの

声を紹介するとともに「誰も取り残さない」気
候危機への対策や「ビジネスと人権」のあり
方を考えます。
最終アクセス： 2024年3月14日



インドネシア、南スラヴェシ州、
ソロワコ・ニッケル鉱山

六価クロム鉱害
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インドネシア、南スラヴェシ州、
ソロワコ・ニッケル鉱山

六価クロム鉱害
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採掘面積：7万ヘクタール＝東京ドーム1万5千個分、
東京23区より広い。
アジア太平洋資料センター(PARC) 2024年2月。

『レアメタルと気候危機：「脱炭素」の裏で』



インドネシア、南スラヴェシ州、
ソロワコ鉱山 六価クロム鉱害
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『レアメタルと気候危機：「脱炭素」の裏で』



インドネシア、南スラヴェシ州、
ソロワコ鉱山 六価クロム鉱害
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アジア太平洋資料センター(PARC) 2024年2月。

『レアメタルと気候危機：「脱炭素」の裏で』



インドネシア、南スラヴェシ州、
ソロワコ鉱山 六価クロム鉱害

26

先住民を中心に800名が工場前で抗議活動したところ、
7人が不当逮捕拘留された。アジア太平洋資料センター(PARC) 2024年2月。

『レアメタルと気候危機：「脱炭素」の裏で』



• 六価クロム 発がん性、肝臓障害、皮膚疾患

• 農家のみなさん 製錬工場から粉塵が待ってき
て農作物（コショウなど）が被害を受けたが、補
償金など微々たる金額しか支給されず。

• 先住民族の方たち：一時的に他の土地に滞在
。帰還したら先祖伝来の土地は工場に奪われ
ていた。

• 2022年3月、先住民を中心に800人が工場前
で抗議活動したところ、7人が不当逮捕・拘留。

• ニッケル需要の世界的な急増で、鉱区が拡げ
られようとしている。探査が始まり、既に水質悪
化が起きている。 27



ニッケルの需要予測

IEA, Nickel production, 2021 and projected demand in climate-driven scenarios, 2030, IEA, 
Paris https://www.iea.org/data-and-statistics/charts/nickel-production-2021-and-projected-
demand-in-climate-driven-scenarios-2030, IEA. Licence: CC BY 4.0 最終アクセス： 2024年3
月14日
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アジア太平洋資料センター(PARC) 2024年
『レアメタルと気候危機：「脱炭素」の裏で』 

監督：松本光（国際環境NGO FoE Japan）協力：国際環境NGO FoE
Japan

29

アジア太平洋資料センター
(PARC) の田中滋事務局長に
聞き取り調査を実施した。
EV需要、再生可能エネルギー需

要の高まりで、鉱山開発拡大が
進んでいること、深海にまでにも
その手が及んでいることも教えて
いただいた。

重要な情報を提供してくれるアジ
ア太平洋資料センター(PARC)の
会員数は増えているか？答えは
若干減っているとのこと。
※同志社大学図書館（マルチメディア室）に
DVD配架依頼予定。



DVD『スマホの真実―紛争鉱物と
環境破壊とのつながり』

アジア太平洋資料センター
(PARC)
2016年。 41分
『スマホの真実―紛争鉱物

と環境破壊とのつながり／
ウェイク・アップ・コール―
未来からの電話』  
The truth in a smartphone / 
[中井信介監督] .

大学図書館（マルチメディア室）に
DVD配架中。
 



事例３：原子力発電の公害：
ウラン鉱山開発の鉱害

出典：

泉留維他著『テキストブック 環境と公害』 （2007年、日本
評論社）pp. 165-172.)

和田 喜彦。2017 年。「アメリカ合衆国のウラン鉱山・製錬
所の社会環境影響: ナバホ先住民族（ディネ）居留地の過
去の負の遺産を中心に」若尾祐司，木戸衛一編著『核開発
時代の遺産: 未来責任を問う』 第八章, 昭和堂。pp. 214-
242。



ディネ（ナバホ・ネーション）
１２００箇所以上のウラン鉱山跡地

出典：Division of Economic Development, Navajo Nation. 
2004. http://navajobusiness.com/fastFacts/Overview.htm
最終アクセス：2016年9月24日。
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ナバホ・ネーション（ディネ）居留地

2016年11月29日 撮影：和田喜彦
33



ディネの首都：ウィンドウ・ロック市
の象徴

• 2016年11月29日 和田喜彦
34



ナバホ先住民居留地

出典：Shuey 2008.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ウラン鉱山跡地、1300か所
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縦坑No.1から至近距離にあるナバホ先住民の住宅。
（Teddy Nez氏の家族など２世帯）

（撮影：和田喜彦 2009年8月26日（水）
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ナバホ先住民のウラン開発による人的被害

• 1964年～1981年の間にナバホ先住民居留地内の

ウラン鉱山周辺地域で生まれた先天性異常児の発
生率は、全米平均の2～8倍。

• ナバホ族の男性のうち、1969年～1993年の間にウ

ラン鉱山で働いたことのある男性の肺がんリスクは、
他の ナバホ族の男性平均と比べ、28.6倍と推計
（Gilliland et al. 2000.）。

• ナバホ内のウラン鉱山で労働に従事したことが原因
で死亡した鉱山労働者数は、1990年までに500人
～600人、その後10年間に、追加的に同数程度の
労働者が死亡したと推定（Brugge and Goble 
2002）。



ウラン鉱山労働による被曝被害者

左：エディス・フッドさん（ウラン鉱山で
1975年から81年まで働いた。リンパの腫
瘍で治療中） 38
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縦坑No.1付近の放射性物質除去作業現場

（撮影：和田喜彦 2009年8月26日（水）



ナバホネーションでの除染活動の進捗状況

• 2016年11月末の現地調査

• ウラン鉱山跡地で除染必要箇所：523箇所。

• 除染完了までに1,000年必要となる。

原子力発電（原発）：見えないところで放射
性物質汚染が起きている。

原発において大事故がなくても、遠く離れ
たところで被曝者を生み出す構造。

巨大地震があれば、避難が困難。被曝被
害は甚大。

40



結論：化石エネルギー代替技術だ
けに頼るのは危険

• 化石エネルギー代替技術はCO2排出は少ないよう

に見えるが、他の環境負荷、人権問題を発生させる

可能性がある。

– 炭素固定貯蔵技術（CCS）も再生可能エネルギーの電気

に依存 ⇒森林・農地管理改善によるCO2固定が安心

• SDGｓ達成には、そもそも総エネルギー消費を下げ

ることが不可欠。

• 一人一人の自覚的な行動変容を促進する必要。

41



エコロジカル・フットプリントの
応用可能性

42



• 人間は、生態系の一部、人間経済も・・

• 人間も経済も生態系におおきく依存している

• 人間の需要は自然が供給できる範囲内でなければ
ならない

エコロジー経済学の考え方

0
人間経済
システム

地球生態系

人間経済
システム

地球
生態系

比較：

主流経済学の世界観

43



自然資本と自然所得

自然所得
Natural Income
(資源・生態系

サービスなど)

所得
Income

（利息・運用
益）

資本
Capital
(元本)

人工資本
Mam-
made 

Capital

製品・
サービス 

（ストック）

自然資本
Natural 

Capital （ス
トック）

(元本)
（ストック）

（フロー）
（フロー） （フロー/利息）

44

（銀行）



本来、自然所得(利息)を使い切った段階で資源

消費を止めるべき。しかし、自然資本(元本)の
取り崩しで、一時的に、資源（サービス）消費量を
維持できてしまう。

⇒ オーバーシュート（過剰利用）
= 自然資本の供給能力（バイオキャパシティ）を

超えた資源消費（生態系サービスの消費）が行な
われている状態。

 = 一時的には可能。便利、重宝ではある。
しかし、永続的・持続的ではない。
罠（trap）, 危険。
大崩壊の到来の恐れも。

過剰利用＝オーバーシュート(Overshoot)
(Catton 1982)

45

William R. Catton, Jr. 
1982. Overshoot: The 
Ecological Basis of 
Revolutionary Change.
Champaign, IL.: 
Univ. of Illinois Press.



オーバーシュート（自然資本（元本）を食い潰す過程）
自然資本は減少し、自然所得（環境収容力）も減少する）

やがて、キャタストロフィー(大崩壊)が到来する可能性がある。

大崩壊

出典：ワケナゲル＆リース。2004年。『エコロジカル・フットプリント』 p. 99。（合同出版）
46



オーバーシュートによる漁業資源崩壊

の事例

47

cf.
秋田県漁業協同組合
は、ハタハタの漁業資
源の崩壊を防ぐべく、
自主的禁漁（モラトリ
アム）を実施。
未然に崩壊を防いだ。

この事例は、漁業震源
管理の成功事例として
国連の途上国への技
術援助の教材となって
いる。



• オーバーシュートを回避し、経済活動の永続性を保障
するためには、自然資本の再生能力・廃棄物処理
サービス供給能力（自然所得）と経済活動による自然
資本のサービス利用速度（自然所得の利用）とのバラ
ンスがとれている必要がある （元本の取り崩し防止）。

• バイオキャパシティとエコロジカル・フットプリント
の比較（バランス関係）

• 従来の経済マクロ指標（例：ＧＤＰ）は、一定期間に人間経済内
の市場でやりとりされるサービス量を表すだけ。
⇒供給・需要のバランスの視点が無い。

• 自然資本の能力に照らし、人間の経済活動による需要量はバ
ランスがとれたものとなっているかを分析するツールとして生ま
れたのが、「エコロジカル・フットプリント指標。

• もともとの名称：“appropriated carrying capacity” (収奪された
環境収容力)。

48



エコロジカル・フットプリントの共同開発者
Co-Creators of Ecological Footprint

ウィリアム・リース教授、マティス・ワケナゲル（博士課程院生）
カナダ ブリティッシュ・コロンビア大学

Professor William E. Rees and Mathis Wackernagel
The University of British Columbia

School of Community and Regional Planning 
Vancouver, BC, Canada in 1990/91

2012年のブループラネット賞 共同受賞（10月31日授賞式＠東京）
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エコロジカル・フットプリントとバイオキャパシティ
Ecological Footprint & Biocapacity
（利用・需要サイド） （供給サイド）

出典: Wackernagel and Rees 1996
50



エコロジカル・フットプリントとは

生態系は資源（食料や森林資源など）を生産してくれる。また人間が排出する
廃棄物を吸収・浄化などのサービスを提供してくれている。

 ⇒エコロジカル・フットプリントとは

「私たちの経済活動が必要としている資源生産・
廃棄物処理サービス（フロー）を持続的に産み出
している生態系の面積（ストック）」

単位：gha グローバルヘクタール:
世界平均の生産性を有する仮想的な土地1ヘクタール。
（生産性が極端に低い土地・水域は除外）。

51
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この面積（エコロジカル・フットプリント）を、
生産可能な生態系面積（=供給=バイオキャパシ
ティ）と比較することで、経済活動が、生態系の能力の範
囲内で行われているか、すなわち持続可能であるかが判
断できます。

出典：GFN、伊波克典、WWFジャパン



Bioproductive segments

18%
生物生産性の高い
土地面積

11%
砂漠、氷河、不毛
地

65% 
生物生産性の低
い海面積

6%
生物生産性の
高い海面積

Bioproductive Segmentsバイオキャパシティ（供給）

Source： Global Footprint Network, York University, FoDaFo (2022) 
National Footprint and Biocapacity Accounts, 2022 Edition.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Bioproductive segments



バイオキャパシティ(月別)

Source：Global Footprint Network、伊波克典 54

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
the map (and animation) is in reality showing the NPP (Net primary productivity) of ecosystems around the world during different seasons. NPP is not exactly biocapacity but close enough, so I always use the map and show the animation when I speak about the planet capacity to produce resources useful to humans (aka biocapacity) and explain that such capacity is not homogeneous nor constant but rather changing across geographies and over time. 

NPP 純一次生産　https://www.eic.or.jp/ecoterm/?act=view&serial=2843
植物が光合成により大気中の二酸化炭素を固定し、生産する有機物の量のことをいう。純一次生産は植物が大気中の二酸化炭素を有機物として固定化する速度と考えることもできる。つまり、一単位地区（陸上、水上、あるいは海上）における植物バイオマスまたは炭素の増加量のことといってもいい。NPPは一定期間内（通常1年間）における総一次生産（植物の光合成による炭素吸収量）から呼吸による炭素放出量を差し引いたものである。このように純一次生産量を推定することは食糧確保の点からも、地球温暖化の予測の上からも重要である。



バイオキャパシティ
自然界からの“供給” 

どのくらいの自然資源がある？

エコロジカル・フットプリント
人間による“利用（需要）”

どのくらいの自然資源を使っている？

Source：Global Footprint Network、伊波克典
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１人当たりのバイオキャパシティ（供給）（世界）

生産能力
阻害地

漁場

牧草
地

森林地

耕作地

= 1.6120 (億人)76(億gha) (gha)

Source： Global Footprint Network, York University, FoDaFo (2022) 
National Footprint and Biocapacity Accounts, 2022 Edition. 56



１人当たりのエコロジカル・フットプリント（需要）
（世界）

カーボン・
フットプリント

生産能
力阻害
地

漁場

牧草地

耕作地

森林地

= 2.8211 (億人)7.6(億gha) (gha)

Source： Global Footprint Network, York University, FoDaFo (2022) 
National Footprint and Biocapacity Accounts, 2022 Edition.
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一人当たり 1.6 gha  ＜ 一人当たり 2.8 gha

58

バイオキャパシティ（供給） エコロジカル・フットプリント（需要）

120億
gha

211億
gha

世界の消費を支えるために1.７個の地球 が必要！！
データ年2018年。 出典： グローバル・フットプリント・ネットワーク(GNF)他、
国別フットプリントバイオキャパシティ勘定(NFBA)2022： Global Footprint Network,
York University, FoDaFo (2022) National Footprint and Biocapacity Accounts,
2022 Edition.Free Public Data Package ウェブで申込、即ダウンロード可



世界のエコロジカル・フットプリント

バイオキャパシティ

地球の生命を支える自然
資本の枯渇と二酸化炭素
の蓄積につながります。

1.7 個の地球

オーバーシュート

Source： Global Footprint Network, York University, FoDaFo (2022) 
National Footprint and Biocapacity Accounts, 2022 Edition. 59



ＡＣ ジャパン、ＷＷＦ

私たちの今の暮らしは資源を使いすぎています。このまま資源を

使い続ければ2030年には地球２つ分の資源が必要です。
https://www.ad-c.or.jp/campaign/search/index.php?id=683&page=136&sort=busine

https://www.ad-c.or.jp/campaign/search/index.php?id=683&page=136&sort=busine


61

「地球一個分の経済」
“One Planet Economy”
“One Planet Living”

地球1個分の扶養能力（環境収容力,
バイオキャパシティ）の範囲内で

やりくりできる経済へ



バイオキャパシティ 1.6 gha/人
global hectares per person

United States
アメリカ：

Japan 日本：

Honduras
ホンジュラス:

8.1gha

4.6gha

1.6gha

62

地球5.1個分の生活

地球2.9個分の生活

データ年2018年。 出典 グローバル・フットプリント・ネットワーク(GNF)他、
国別フットプリント・バイオキャパシティ勘定(NFBA)2022.
（Free Public Data Package, ウェブで申し込み、即ダウンロード可）

地球1個分の生活

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Portugal EF is 4.4 gha per capita.
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日本のエコロジカル・フットプリント 
（内訳）

出典：三菱総合研究所。2021年。『50周年記念研究：これからの50年で目指す未来－
100億人・100歳時代の豊かで持続可能な社会の実現』。



日本 (4.6,0.92)

エコロジカル・フットプリントと人間開発指数(2018)

人間開発指数(HDI)

１
人
当
た
りの
エ
コロ
ジ
カ
ル
・フ
ット
プ
リン
ト

世界のバイオキャパシティ

最も高い高い

持続可能な開発

ルクセンブルク

 (12.95, 0.91)

アメリカ
 (8.12, 0.93)

インド 
(1.21,0.64)

中国 
(3.8,0.75)

Source： Global Footprint Network, York University, FoDaFo (2022) 
National Footprint and Biocapacity Accounts, 2022 Edition. 64

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Orange =State of Palestine パレスチナ国
Dark gray= Sri Lanka スリランカ

 the 2 countries close to the quadrant were Costa Rica and Cuba,



『東京新聞』『中日新聞』2023年9月12日付
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2023年のアースオーバーシュートデーは、8
月2日
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アース・オーバーシュート・デイ
Earth Overshoot Day

地球全体のオーバーシュート発生日
地球が1年間かけて供給する自然所得を人類

が使いきってしまう日！（GFN, WWF）

• 2016年 8月 8日
• 2017年 8月 2日
• 2018年 8月 1日
• 2019年 ７月29日
• 2020年 8月22日 (コロナ感染拡大で)
• 2021年 ７月29日
• 2022年 7月28日
• 2023年 8月 2日
https://www.overshootday.org/newsroom/press-

release-june-2023-japanese/ 67



国別アース・オーバーシュート・ディ
2023年の日本のオーバーシュートデーは5月6日。もし世界の人々が日本の暮らしをし

たら、元旦から126日目、5月6日に自然資源を使い切ってしまいます。
あとの239日間は、将来世代から前借りする状態です。

68
https://ecofoot.jp/earth-overshoot-day-2023/



MoveTheDate

13
日

MoveTheDate

17
日

MoveTheDate

1.6
日

MoveTheDate

4
日

MoveTheDate

1.9
日

MoveTheDate

2.1
日

食品ロスを減らす

地産地消
8割にしたら

環境再生型農業

植物由来の食生
活にシフトする
牛肉半減

混牧林地
40％増やせば

間作林

69
アースオーバシュートデー公式ページ (英語）
「可能性の力（Power of Possibility）」キャンペーン
https://www.overshootday.org/power-of-possibility/

半減したら

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.overshootday.org/power-of-possibility/
日本語訳　DeepL
 
1. Food Waste 食品ロスを減らす
If we cut food waste in half worldwide, we would move Overshoot Day 13 days.
世界中で食品廃棄物を半分に減らすと、オーバーシュート デーを13 日間ずらすことになります。
 
2. Eating Local 地産地消
If we sourced 80% of our food locally, we would move the date by 1.6 days.
食品の 80% を地元で調達した場合、日付を 1.6 日ずらすことになります。
 
3. Regenerative Annual Cropping　環境再生型農業
the adoption of Regenerative Annual Cropping would move the date of Earth Overshoot Day 1.9 days by 2050.
環境再生型農業の採用により、2050 年までにアース オーバーシュート デーの日付が1.9 日ずれることになります。

Regenerative agriculture describes farming and grazing techniques that include any of the following: compost application, cover crops, crop rotation, green manures, reduced tillage, and/or organic production. These practices improve the biocapacity of agricultural lands by increasing soil carbon sequestration, restoring degraded soil biodiversity, and rebuilding topsoil.
再生農業とは、堆肥の施用、被覆作物、輪作、緑肥、耕作の削減、および/または有機生産のいずれかを含む農業および放牧技術を表します。これらの慣行は、土壌の炭素隔離を増加させ、劣化した土壌の生物多様性を回復し、表土を再構築することにより、農地のバイオキャパシティを改善します。
 
4. Shift Towards a Plant-Based Diet　植物由来の食生活にシフトする
If we replaced 50% of global meat consumption with plant-based substitutes, we would move Overshoot Day 7 days, from CO2 and land-use alone. (If we include methane emissions, the impact is even greater.)
世界の食肉消費量の 50% を植物由来の代用品に置き換えた場合、CO 2と土地利用だけでオーバーシュート デーを7 日間ずらすことになります。（メタン排出量を含めると、影響はさらに大きくなります。）
 
5. Silvopasture　混牧林(こんぼくりん）
a 40% increase in silvopasture would move Earth Overshoot Day 4 days by 2050.
が 40% 増加すると、2050 年までに地球オーバーシュート日が4 日移動します。
Silvopasture is a form of agroforestry, used since ancient times, that brings trees, livestock, and foraging into a single system. Integrating trees and pasture for livestock supports improved health and productivity for both livestock and land. シルボパスチャーは、古代から使用されているアグロフォレストリーの一形態であり、樹木、家畜、および採餌を単一のシステムにもたらします。樹木と家畜の牧草地を統合することは、家畜と土地の両方の健康と生産性の向上をサポートします。
 
6. Tree Intercropping　間作林（かんさくりん）
wide implementation of tree intercropping techniques would move the date of Earth Overshoot Day 2.1 days by 2050.
樹木の間作技術の広範な実施により、2050 年まで にアース オーバーシュート デーの日付が2.1 日ずれることになります。
Tree intercropping is an agricultural technique where trees are grown together with other crops on the same land. Some intercropping systems use nitrogen-fixing trees such as evergreens to support crop production or use as protective systems against erosion, flooding, or wind damage.
間作とは、同じ土地で他の作物と一緒に木を育てる農法です。一部の間作システムでは、常緑樹などの窒素固定樹を使用して、作物の生産をサポートしたり、侵食、洪水、または風害に対する保護システムとして使用したりします。


https://www.overshootday.org/power-of-possibility/


スイス・国民投票（2016年9月25日）：
エコロジカル・フットプリントで計測し、

“地球１個分の経済（One-Planet Economy）” 
を2050年までに確立という

目標を憲法に明記. 
• スイス緑の党が主導

• 結果：36% 賛成

• ジュネーブ州のみ過半数が賛成。
• http://www.footprintnetwork.org/en/index.php/GFN/blog/one-

planet_living_switzerlands_next_commitment 

• 女性参政権獲得も、２回の国民投票を必要とした。   
第一回1959年否決、第二回1971年⇒承認。
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エコロジカル・フットプリント診断クイズを
通じた大学生の意識・行動変容

問題提起

日本の大学生は、環境教育を受けて環境問題に関する知識を
獲得しても、多くの学生が環境行動を起こすまでに至らない、
むしろ無力感を感じ、行動を諦めてしまう学生もいるという研究
が存在する （花田 2006）。
「エコロジカル・フットプリント診断クイズ」を受診することで、学
生が行動を起こす意欲を持つだろう、という仮説を検証した。

出典：和田喜彦。2020。「インターネット上のエコロジカル・フットプリント診断クイズは日本の大
学生の環境行動を促進できるか」『縮小社会』第5号, pp.15-40. 
（Wada, Yoshihiko. 2020. “Does an on-line personal Ecological Footprint calculator 
facilitate environmentally conscious behavior of Japanese university students?” Shrinking 
Societies. No. 5. pp. 15-40.）
花田眞理子（2006）「大学生の環境意識に関する考察--〔大阪産業大学〕人間環境学部都市環
境学科の学生アンケート調査」『大阪産業大学人間環境論集』 5号, pp.1-26.
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研究方法

• 対象：2019年度「エコロジー経済１」履修生100人
• 「エコロジカル・フットプリン診断クイズ」

• 18問の質問に回答した後、「GO！をクリックすると、計算結果

が「地球何個分」という表現形式で示される。

• 第一回目：「現状」を申告

• 第二回目：「『地球一個分の暮らし』に近づけるように工夫して

申告してもらった。

• 計算結果について各自コメントを記載してもらった。

• 有効回答数は、男子73人、女子27人、合計100人。

• 実施：２０１９年６月１９日（水）～同年７月３日（水）
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「エコロジカル・フットプリント診断クイズ」
計算結果の画面

73

©NPO法人エコロジカル・フットプリント・ジャパン（2005年）助成：日立環境財団
開発責任者：泉浩二、真柴隆弘、和田喜彦
The on-line EF calculator was created by an NGO, Ecological Footprint Japan
(EFJ) with financial assistance of Hitachi Environmental Foundation in 2005. 
The main developers were Mr. Koji Izumi, Mr. Takahiro Mashiba, Yoshihiko Wada, Directors of EFJ. 
URL: http://ecofo3.naviservers.jp/virtual_html/quiz/

http://ecofo3.naviservers.jp/virtual_html/quiz/


第一回目・第二回目受診結果
の平均値（地球?個分/人）
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同志社大学学生100名
•第一回目（現状）：

1.75個分/人
•第二回目（改善後） ：

1.09個分/人
•削減率は、35.4%. 

（和田喜彦。2020。）
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男女両方

		科目コード		科目名		登録科目コード		所属学部名		所属コード		所属名		学生ID		カナ氏名		表示用氏名		英字氏名		性別		メールアドレス		履修中止		卒業見込				凡例 ハンレイ				43,579		43,642		43,649		43,656		クイズ		表示用氏名						課題合計 カダイゴウケイ		期末試験 キマツシケン		レポート		合計 ゴウケイ		成績 セイセキ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ						現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ						改善率 カイゼンリツ

																																																														現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ										地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ

		10407133-000		エコロジー経済１				神学部		1011000		学部 神学部 神学科		1101170030		モリヤマ　ダイ		森山　大		MORIYAMA DAI		M		cgbb0030@mail2.doshisha.ac.jp								遅刻 チコク				2		2		2		1		3		森山　大		1101170030		森山　大		10		68		15		93		A		1.00		2.40		1.80		1.00		2.40		1.80		0.00		男子平均値 ダンシヘイキンチ		1.74		4.20		3.13		1.06		2.56		1.91		0.389								A		46		45%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14120322		コウナイ　ケンタ		香内　　健太		KONAI KENTA		M		bem0322@mail3.doshisha.ac.jp														2				2		2		香内　　健太		14120322		香内　　健太		6		60		14		80		B		1.60		3.80		2.88		1.30		3.30		2.34		0.19		女子平均値 ジョシヘイキンチ		1.79		4.32		3.21		1.17		2.85		2.11		0.342								B		26		25%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14130462		ムラタ　シンリ		村田　　晋理		MURATA SHINRI		M		ben0462@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		村田　　晋理		14130462		村田　　晋理		12		68		15		95		A		1.10		2.60		1.98		0.70		1.80		1.26		0.36		全体平均値 ゼンタイヘイキンチ		1.75		4.23		3.15		1.09		2.64		1.97		0.354								C		19		18%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14140407		ミズノ　スグ		水野　　直		MIZUNO SUGU		M		beo0407@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		水野　　直		14140407		水野　　直		12		27		10		49		F		1.60		3.90		2.88		1.50		3.00		2.70		0.06																								D		4		4%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14140598		オワタリ　ウキヨウ		尾渡　　右京		OWATARI UKYO		M		beo0598@mail3.doshisha.ac.jp														3						3		尾渡　　右京		14140598		尾渡　　右京		6		45		15		66		D		2.20		5.40		3.96		1.10		1.98		1.98		0.50																								F		8		8%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14140663		シラトリ　ハル		白鳥　　晴		SHIRATORI HARU		M		beo0663@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		白鳥　　晴		14140663		白鳥　　晴		14		48		13		75		C		1.80		4.30		3.24		1.20				2.16		0.33																								合計 ゴウケイ		103		100%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14150388		ミツノブ　ナオト		光延　　尚研		MITSUNOBU NAOTO		M		bep0388@mail3.doshisha.ac.jp												3		2				2		2		光延　　尚研		14150388		光延　　尚研		9		40		14		63		D		1.20		3.00		2.16		0.80		1.90		1.44		0.33

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14150670		タカハシ　エイト		高橋　　永人		TAKAHASHI EITO		M		bep0670@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		2		3		高橋　　永人		14150670		高橋　　永人		11		62		15		88		B		1.20		2.80		2.16		0.80		2.00		1.44		0.33

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14150734		テラモト　ヒロキ		寺本　　博喜		TERAMOTO HIROKI		M		bep0734@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		寺本　　博喜		14150734		寺本　　博喜		15		27		15		57		F		2.50		6.10		4.50		1.10		2.70		1.98		0.56

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160007		アイバ　ヒロユキ		相庭　　寛之		AIBA HIROYUKI		M		beq0007@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		相庭　　寛之		14160007		相庭　　寛之		12		62		15		89		B		1.90		4.50		3.42		1.70		4.20		3.06		0.11

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160024		アサダ　キヨウスケ		浅田　　恭佑		ASADA KYOSUKE		M		beq0024@mail3.doshisha.ac.jp														2		3		2		3		浅田　　恭佑		14160024		浅田　　恭佑		10		47		15		72		C		1.50		3.50		2.70		0.70		1.60		1.26		0.53

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160077		フクイ　リヨウガ		福井　　凌雅		FUKUI RYOGA		M		beq0077@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		3		福井　　凌雅		14160077		福井　　凌雅		12		60		15		87		B		1.50		3.50		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160186		イノウエ　ハルキ		井上　　悠希		INOUE HARUKI		M		beq0186@mail3.doshisha.ac.jp																		3		3		井上　　悠希		14160186		井上　　悠希		6		65		14		85		B		2.40		5.80		4.32		2.40		5.80		4.32		0.00

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160207		イシノ　ハヤヒデ		石野　　駿英		ISHINO HAYAHIDE		M		beq0207@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		1		3		石野　　駿英		14160207		石野　　駿英		12		55		15		82		B		1.10		2.60		1.98		0.80		1.90		1.44		0.27

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160213		イワモト　タクロウ		岩本　　拓郎		IWAMOTO TAKURO		M		beq0213@mail3.doshisha.ac.jp												3				3		3		3		岩本　　拓郎		14160213		岩本　　拓郎		12		48		15		75		C		1.40		3.30		2.52		0.90		2.20		1.62		0.36

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160326		クロキ　ケンユウ		黒木　　賢雄		KUROKI KENYU		M		beq0326@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		黒木　　賢雄		14160326		黒木　　賢雄		15		50		14		79		C		2.20		5.50		3.96		1.00		2.40		1.80		0.55

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160363		マツモト　ユリ		松本　　悠里		MATSUMOTO YURI		F		beq0363@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		松本　　悠里		14160363		松本　　悠里		15		65		14		94		A		1.70		4.00		3.06		0.80		2.00		1.44		0.53

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160413		モリモト　リヨウタ		森本　　凌大		MORIMOTO RYOTA		M		beq0413@mail3.doshisha.ac.jp												3		2						2		森本　　凌大		14160413		森本　　凌大		7		58		15		80		B		2.00		4.90		3.60		1.20		2.90		2.16		0.40

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160469		ナラ　ミサキ		奈良　　光彩希		NARA MISAKI		F		beq0469@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		奈良　　光彩希		14160469		奈良　　光彩希		12		67		15		94		A		1.80		4.30		3.24		1.70		4.20		3.06		0.06

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160476		ニシダ　ミカ		西田　　実花		NISHIDA MIKA		F		beq0476@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		西田　　実花		14160476		西田　　実花		14		67		15		96		A		1.70		4.10		3.06		1.40		3.50		2.52		0.18

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160551		オオムラ　ナオコ		大村　　尚子		OMURA NAOKO		F		beq0551@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		大村　　尚子		14160551		大村　　尚子		15		33		15		63		D		2.20		5.50		3.96		1.00		2.40		1.80		0.55

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160578		オウ　タカヒロ		王　　　隆浩		O TAKAHIRO		M		beq0578@mail3.doshisha.ac.jp														3		3				3		王　　　隆浩		14160578		王　　　隆浩		9		70		15		94		A		4.20		10.20		7.56		1.10		2.60		1.98		0.74

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160592		サカグチ　マサキ		坂口　　将樹		SAKAGUCHI MASAKI		M		beq0592@mail3.doshisha.ac.jp														3		2		2		3		坂口　　将樹		14160592		坂口　　将樹		10		53		15		78		C		1.20		3.00		2.16		0.60		1.30		1.08		0.50

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160606		ササキ　シヨウタ		佐々木　奨太		SASAKI SHOTA		M		beq0606@mail3.doshisha.ac.jp												3				3				3		佐々木　奨太		14160606		佐々木　奨太		9		52		15		76		C		2.90		7.20		5.22		2.70		6.50		4.86		0.07

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160643		シミズ　エミリ		清水　　絵美理		SHIMIZU EMIRI		F		beq0643@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		清水　　絵美理		14160643		清水　　絵美理		15		52		15		82		B		2.80		6.80		5.04		1.70		4.10		3.06		0.39

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160756		トダ　ライジユ		戸田　　来寿		TODA RAIJU		M		beq0756@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		3		戸田　　来寿		14160756		戸田　　来寿		12		58		15		85		B		1.90		4.70		3.42		1.00		2.40		1.80		0.47

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170002		アベ　ミサキ		安部　美咲		ABE MISAKI		F		cgeb0002@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		2		安部　美咲		1104170002		安部　美咲		14		63		15		92		A		1.20		2.90		2.16		1.00		2.50		1.80		0.17

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170010		アキヨシ　ユウキ		秋吉　優樹		AKIYOSHI YUKI		M		cgeb0010@mail3.doshisha.ac.jp												3		1		2		1		3		秋吉　優樹		1104170010		秋吉　優樹		10		70		14		94		A		2.00		4.80		3.60		0.80		1.90		1.44		0.60

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170021		アラカワ　ユキヒロ		荒川　幸寛		ARAKAWA YUKIHIRO		M		cgeb0021@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		荒川　幸寛		1104170021		荒川　幸寛		15		65		15		95		A		1.40		3.40		2.52		0.70		1.60		1.26		0.50

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170051		エサキ　シュウイチロウ		江崎　修一郎		ESAKI SHUICHIRO		M		cgeb0051@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		江崎　修一郎		1104170051		江崎　修一郎		15		68		15		98		A		1.30		3.10		2.34		1.10		2.60		1.98		0.15

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170067		フカザワ　ダイチ		深澤　大智		FUKAZAWA DAICHI		M		cgeb0067@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		深澤　大智		1104170067		深澤　大智		14		46		14		74		C		2.00		5.00		3.60		1.00		2.50		1.80		0.50

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170071		フクダ　タカヒロ		福田　高大		FUKUDA TAKAHIRO		M		cgeb0071@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3				3		福田　高大		1104170071		福田　高大		11		38		14		63		D		1.40		3.30		2.52		1.40		3.40		2.52		0.00

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170081		フルヤ　リョウ		古家　諒		FURUYA RYO		M		cgeb0081@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3				3		古家　諒		1104170081		古家　諒		12		45		15		72		C		1.80		4.30		3.24		0.50		1.10		0.90		0.72

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170109		ハルナ　リサ		春名　理沙		HARUNA RISA		F		cgeb0109@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		春名　理沙		1104170109		春名　理沙		12		65		15		92		A		1.50		3.70		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170116		ハシモト　サヤカ		橋本　紗矢香		HASHIMOTO SAYAKA		F		cgeb0116@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		橋本　紗矢香		1104170116		橋本　紗矢香		15		60		14		89		B		2.50		6.10		4.50		1.20		2.80		2.16		0.52

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170128		ハヤシ　リョウスケ		林　良祐		HAYASHI RYOSUKE		M		cgeb0128@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		林　良祐		1104170128		林　良祐		14		45		15		74		C		1.20		3.00		2.16		1.00		2.40		1.80		0.17

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170131		ヘンミ　ケイゴ		逸見　圭吾		HEMMI KEIGO		M		cgeb0131@mail3.doshisha.ac.jp												2		2		2				3		逸見　圭吾		1104170131		逸見　圭吾		9		65		14		88		B		1.40		3.30		2.52		0.70		1.70		1.26		0.50

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170140		ヒラバヤシ　ナリタカ		平林　成賢		HIRABAYASHI NARITAKA		M		cgeb0140@mail3.doshisha.ac.jp														2		3				3		平林　成賢		1104170140		平林　成賢		8		68		14		90		A		3.90		9.40		7.02		0.70		1.70		1.26		0.82

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170155		ヒロセ　イオリ		廣瀬　伊織		HIROSE IORI		M		cgeb0155@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		廣瀬　伊織		1104170155		廣瀬　伊織		14		53		14		81		B		1.80		4.40		3.24		1.30		3.10		2.34		0.28

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170167		ホリキリ　アツシ		堀切　敦史		HORIKIRI ATSUSHI		M		cgeb0167@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2				3		堀切　敦史		1104170167		堀切　敦史		10		20		14		44		F		2.40		5.80		4.32		1.30		3.10		2.34		0.46

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170174		イデ　ユウカ		井手　佑香		IDE YUKA		F		cgeb0174@mail3.doshisha.ac.jp														3				2		3		井手　佑香		1104170174		井手　佑香		8		50		15		73		C		1.70		4.00		3.06		0.90		2.10		1.62		0.47

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170209		イノウエ　ユウキ		井上　湧基		INOUE YUKI		M		cgeb0209@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		井上　湧基		1104170209		井上　湧基		15		63		15		93		A		1.90		4.60		3.42		0.40		0.90		0.72		0.79

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170222		イシカワ　カエデ		石川　楓葉		ISHIKAWA KAEDE		F		cgeb0222@mail3.doshisha.ac.jp												3				2		2		3		石川　楓葉		1104170222		石川　楓葉		10		30		15		55		F		2.70		6.60		4.86		1.50		3.70		2.70		0.44

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170234		イワブチ　カナコ		岩淵　奏子		IWABUCHI KANAKO		F		cgeb0234@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		岩淵　奏子		1104170234		岩淵　奏子		15		53		14		82		B		1.40		3.40		2.52		0.60		1.50		1.08		0.57

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170260		カミカド　ダイキ		上門　大貴		KAMIKADO DAIKI		M		cgeb0260@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		上門　大貴		1104170260		上門　大貴		12		70		15		97		A		2.20		5.40		3.96		1.00		2.50		1.80		0.55

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170262		カモ　タイガ		加茂　大河		KAMO TAIGA		M		cgeb0262@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3				3		加茂　大河		1104170262		加茂　大河		12		60		14		86		B		2.00		4.90		3.60		0.90		2.30		1.62		0.55

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170278		カシワギ　ユウスケ		柏木　佑輔		KASHIWAGI YUSUKE		M		cgeb0278@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		柏木　佑輔		1104170278		柏木　佑輔		12		65		14		91		A		2.00		4.90		3.60		1.10		2.80		1.98		0.45

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170292		カワバタ　マサト		川端　雅人		KAWABATA MASATO		M		cgeb0292@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		川端　雅人		1104170292		川端　雅人		12		68		15		95		A		1.10		2.60		1.98		1.00		2.40		1.80		0.09

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170299		カワハラ　タイシ		河原　大士		KAWAHARA TAISHI		M		cgeb0299@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		河原　大士		1104170299		河原　大士		15		44		15		74		C		1.40		3.40		2.52		0.90		2.20		1.62		0.36

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170303		カワノ　サキ		河野　沙季		KAWANO SAKI		F		cgeb0303@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		2		河野　沙季		1104170303		河野　沙季		11		45		15		71		C		1.60		3.80		2.88		0.90		2.10		1.62		0.44

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170305		カワセ　ユウナ		川瀬　祐那		KAWASE YUNA		F		cgeb0305@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		川瀬　祐那		1104170305		川瀬　祐那		15		45		15		75		C		1.30		3.20		2.34		1.10		2.60		1.98		0.15

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170333		コバヤシ　アキ		小林　亜紀		KOBAYASHI AKI		F		cgeb0333@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		小林　亜紀		1104170333		小林　亜紀		14		59		15		88		B		2.10		5.00		3.78		1.00		2.40		1.80		0.52

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170344		コマツ　ヒロキ		小松　弘輝		KOMATSU HIROKI		M		cgeb0344@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		小松　弘輝		1104170344		小松　弘輝		14		70		15		99		A		0.80		2.00		1.44		0.70		1.70		1.26		0.13

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170379		クロイワ　ジョウ		黒岩　丈		KUROIWA JO		M		cgeb0379@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		黒岩　丈		1104170379		黒岩　丈		15		67		15		97		A		1.60		3.90		2.88		0.90		2.30		1.62		0.44

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170409		マルヤマ　タイセイ		丸山　大晴		MARUYAMA TAISEI		M		cgeb0409@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		3		丸山　大晴		1104170409		丸山　大晴		12		53		13		78		C		1.30		3.10		2.34		0.40		0.90		0.72		0.69

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170431		マツムラ　ワカナ		松村　若奈		MATSUMURA WAKANA		F		cgeb0431@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		松村　若奈		1104170431		松村　若奈		12		68		15		95		A		1.40		3.30		2.52		0.80		2.10		1.44		0.43

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170441		ミブチ　レンタ		實渕　蓮太		MIBUCHI RENTA		M		cgeb0441@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		3		3		實渕　蓮太		1104170441		實渕　蓮太		13		57		15		85		B		2.20		5.30		3.96		1.00		2.50		1.80		0.55

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170474		モリ　アツノリ		森　厚憲		MORI ATSUNORI		M		cgeb0474@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		森　厚憲		1104170474		森　厚憲		14		45		13		72		C		1.20		3.80		2.16		1.10		2.70		1.98		0.08

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170478		モリ　マユコ		森　万由子		MORI MAYUKO		F		cgeb0478@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		森　万由子		1104170478		森　万由子		14		67		15		96		A		1.20		3.00		2.16		1.00		2.40		1.80		0.17

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170484		モリシタ　ライト		森下　頼人		MORISHITA RAITO		M		cgeb0484@mail3.doshisha.ac.jp												1		2						3		森下　頼人		1104170484		森下　頼人		6		68		15		89		B		0.90		2.10		1.62		0.80		2.00		1.44		0.11

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170502		ナガイ　マナ		長井　愛		NAGAI MANA		F		cgeb0502@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		長井　愛		1104170502		長井　愛		14		64		14		92		A		3.10		7.60		5.58		2.60		6.30		4.68		0.16

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170508		ナガサワ　ヤマト		長澤　大和		NAGASAWA YAMATO		M		cgeb0508@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		長澤　大和		1104170508		長澤　大和		15		57		15		87		B		2.30		5.60		4.14		0.70		1.70		1.26		0.70

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170514		ナイトウ　ヒカル		内藤　光		NAITO HIKARU		M		cgeb0514@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		2		2		内藤　光		1104170514		内藤　光		12		67		15		94		A		1.60		4.00		2.88		0.40		0.90		0.72		0.75

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170536		ナカニシ　ミレイ		中西　美玲		NAKANISHI MIREI		F		cgeb0536@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		中西　美玲		1104170536		中西　美玲		15		64		15		94		A		1.80		4.30		3.24		1.20		2.80		2.16		0.33

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170541		ナカシマ　ナツ		仲島　捺		NAKASHIMA NATSU		M		cgeb0541@mail3.doshisha.ac.jp														3		3				3		仲島　捺		1104170541		仲島　捺		9		58		14		81		B		2.00		4.90		3.60		0.60		1.50		1.08		0.70

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170551		ナオキ　マサトシ		直木　優季		NAOKI MASATOSHI		M		cgeb0551@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		2				2		直木　優季		1104170551		直木　優季		10		69		14		93		A		1.50		3.50		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170571		ニシカワ　ユウト		西川　裕斗		NISHIKAWA YUTO		M		cgeb0571@mail3.doshisha.ac.jp												2		2		2		2		3		西川　裕斗		1104170571		西川　裕斗		11		64		14		89		B		2.00		4.80		3.60		1.60		3.90		2.88		0.20

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170575		ニシムラ　シュンイチ		西村　峻一		NISHIMURA SHUNICHI		M		cgeb0575@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3				3		西村　峻一		1104170575		西村　峻一		12		67		15		94		A		2.80		6.80		5.04		2.10		5.00		3.78		0.25

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170578		ニシノ　シュン		西野　駿		NISHINO SHUN		M		cgeb0578@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		西野　駿		1104170578		西野　駿		14		65		15		94		A		1.40		3.40		2.52		1.20		2.80		2.16		0.14

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170621		オク　ケイゴ		奥　景伍		OKU KEIGO		M		cgeb0621@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		2		奥　景伍		1104170621		奥　景伍		11		63		14		88		B		1.70		4.10		3.06		1.50		3.70		2.70		0.12

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170659		オオタ　ユウヤ		太田　悠哉		OTA YUYA		M		cgeb0659@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3				3		太田　悠哉		1104170659		太田　悠哉		11		68		14		93		A		1.90		4.70		3.42		1.60		3.90		2.88		0.16

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170664		オザキ　スズカ		尾崎　涼香		OZAKI SUZUKA		F		cgeb0664@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		尾崎　涼香		1104170664		尾崎　涼香		14		70		15		99		A		1.50		3.60		2.70		0.90		2.10		1.62		0.40

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170680		サカモト　ケイゴ		坂本　啓悟		SAKAMOTO KEIGO		M		cgeb0680@mail3.doshisha.ac.jp												3		3						3		坂本　啓悟		1104170680		坂本　啓悟		9		67		15		91		A		1.50		3.70		2.70		0.80		1.90		1.44		0.47

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170687		サカモト　サキ		坂本　紗希		SAKAMOTO SAKI		F		cgeb0687@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		2		2		3		坂本　紗希		1104170687		坂本　紗希		13		67		15		95		A		1.30		3.10		2.34		0.70		1.60		1.26		0.46

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170688		サカモト　サオリ		阪本　沙織		SAKAMOTO SAORI		F		cgeb0688@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		1		2		阪本　沙織		1104170688		阪本　沙織		12		70		15		97		A		3.20		7.80		5.76		3.20		7.80		5.76		0.00

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170694		サノ　リョウゴ		佐野　良伍		SANO RYOGO		M		cgeb0694@mail3.doshisha.ac.jp														2		3		1		3		佐野　良伍		1104170694		佐野　良伍		9		69		15		93		A		1.40		3.30		2.52		0.90		2.30		1.62		0.36

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170699		サトウ　ヒロアキ		佐藤　弘晃		SATO HIROAKI		M		cgeb0699@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		佐藤　弘晃		1104170699		佐藤　弘晃		12		67		14		93		A		1.00		2.50		1.80		1.00		2.50		1.80		0.00

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170706		サツカワ　ミサキ		薩川　美咲		SATSUKAWA MISAKI		F		cgeb0706@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		薩川　美咲		1104170706		薩川　美咲		15		70		15		100		A		1.20		2.90		2.16		0.70		1.60		1.26		0.42

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170728		シノハラ　ショウタ		篠原　彰太		SHINOHARA SHOTA		M		cgeb0728@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2				3		篠原　彰太		1104170728		篠原　彰太		10		67		15		92		A		1.90		4.70		3.42		1.30		3.00		2.34		0.32

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170743		スガ　トモヤ		須賀　智哉		SUGA TOMOYA		M		cgeb0743@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		須賀　智哉		1104170743		須賀　智哉		15		40		15		70		C		1.90		4.50		3.42		1.50		3.80		2.70		0.21

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170746		スガワラ　リン		菅原　鈴		SUGAWARA RIN		F		cgeb0746@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		菅原　鈴		1104170746		菅原　鈴		14		68		15		97		A		1.20		2.90		2.16		1.00		2.50		1.80		0.17

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170773		タカハシ　ミナ		高橋　美菜		TAKAHASHI MINA		F		cgeb0773@mail3.doshisha.ac.jp												3				3		3		3		高橋　美菜		1104170773		高橋　美菜		12		62		15		89		B		1.40		3.30		2.52		1.10		2.80		1.98		0.21

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170774		タカハシ　リョウ		髙橋　遼		TAKAHASHI RYO		M		cgeb0774@mail3.doshisha.ac.jp												2		2				2		2		髙橋　遼		1104170774		髙橋　遼		8		50		15		73		C		1.40		3.30		2.52		0.40		1.00		0.72		0.71

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170793		タケウチ　ソウキ		武内　颯希		TAKEUCHI SOKI		M		cgeb0793@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		武内　颯希		1104170793		武内　颯希		14		70		15		99		A		1.40		3.40		2.52		0.80		1.90		1.44		0.43

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170794		タケウチ　ユウキ		竹内　雄貴		TAKEUCHI YUKI		M		cgeb0794@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		竹内　雄貴		1104170794		竹内　雄貴		15		70		15		100		A		1.80		4.40		3.24		0.60		1.40		1.08		0.67

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170847		トウイ　シュンヤ		東井　駿弥		TOI SHUNYA		M		cgeb0847@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		東井　駿弥		1104170847		東井　駿弥		14		65		15		94		A		1.70		4.10		3.06		1.20		2.90		2.16		0.29

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170861		ツチモト　マユカ		土本　真由香		TSUCHIMOTO MAYUKA		F		cgeb0861@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		土本　真由香		1104170861		土本　真由香		14		69		15		98		A		1.20		3.00		2.16		1.20		3.00		2.16		0.00

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170866		ツジベ　ケンヤ		辻辺　賢哉		TSUJIBE KENYA		M		cgeb0866@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		辻辺　賢哉		1104170866		辻辺　賢哉		15		68		14		97		A		1.10		2.80		1.98		0.80		1.90		1.44		0.27

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170892		ウメムラ　シュウ		梅村　周		UMEMURA SHU		M		cgeb0892@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				2		2		梅村　周		1104170892		梅村　周		10		65		0		75		C		1.70		4.00		3.06		1.10		2.70		1.98		0.35

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170908		ワタベ　シュンヤ		綿邉　俊哉		WATABE SHUNYA		M		cgeb0908@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		綿邉　俊哉		1104170908		綿邉　俊哉		12		64		14		90		A		1.90		4.50		3.42		1.50		3.60		2.70		0.21

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170911		ワタナベ　カンナ		渡邉　栞南		WATANABE KANNA		F		cgeb0911@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		渡邉　栞南		1104170911		渡邉　栞南		15		57		14		86		B		2.30		5.70		4.14		0.50		1.30		0.90		0.78

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170920		ヤマダ　カイト		山田　海斗		YAMADA KAITO		M		cgeb0920@mail3.doshisha.ac.jp														2				2		2		山田　海斗		1104170920		山田　海斗		6		68		13		87		B		2.00		4.80		3.60		0.70		1.80		1.26		0.65

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170938		ヤマモト　ハルナ		山本　晴菜		YAMAMOTO HARUNA		F		cgeb0938@mail3.doshisha.ac.jp												3								3		山本　晴菜		1104170938		山本　晴菜		6						6		F		1.20		2.80		2.16		0.90		2.20		1.62		0.25

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170946		ヤマナカ　ヒデトシ		山中　秀敏		YAMANAKA HIDETOSHI		M		cgeb0946@mail3.doshisha.ac.jp																				3		山中　秀敏		1104170946		山中　秀敏		3		55		14		72		C		1.80		4.40		3.24		1.10		2.70		1.98		0.39

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170950		ヤマオカ　ユウゴ		山岡　友悟		YAMAOKA YUGO		M		cgeb0950@mail3.doshisha.ac.jp												2				2				3		山岡　友悟		1104170950		山岡　友悟		7		35		13		55		F		2.30		3.60		4.14		2.30		5.60		4.14		0.00

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170983		ヨネヤ　カイシュウ		米谷　海柊		YONEYA KAISHU		M		cgeb0983@mail3.doshisha.ac.jp												2		3		2		1		3		米谷　海柊		1104170983		米谷　海柊		11		70		15		96		A		1.20		2.90		2.16		0.90		2.30		1.62		0.25

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170988		ヨシダ　ケイゴ		吉田　圭吾		YOSHIDA KEIGO		M		cgeb0988@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		2		吉田　圭吾		1104170988		吉田　圭吾		13		68		14		95		A		1.70		4.20		3.06		1.70		4.20		3.06		0.00

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170994		ヨシカワ　タイセイ		𠮷川　大星		YOSHIKAWA TAISEI		M		cgeb0994@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		𠮷川　大星		1104170994		𠮷川　大星		14		60		14		88		B		1.40		3.50		2.52		1.10		2.70		1.98		0.21

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170998		ヨシナガ　リクオ		吉永　陸生		YOSHINAGA RIKUO		M		cgeb0998@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		2		3		吉永　陸生		1104170998		吉永　陸生		13		63		14		90		A		1.50		3.50		2.70		0.50		1.20		0.90		0.67

		10407133-000		エコロジー経済１				商学部		1051002		学部 商学部 商学科 フレックス複合コース		15152011		フカオ　ラク		深尾　　楽		FUKAO RAKU		M		bcp2011@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		2		3		深尾　　楽		15152011		深尾　　楽		11		0		0		11		F		1.60		3.90		2.88		1.20		2.90		2.16		0.25

																				女子 ジョシ		27																																								1.75		4.23		3.15		1.09		2.64		1.97		0.35

																				男子 ダンシ		73

																				合計 ゴウケイ		100

														14160720		タナカ　ヒロキ		田中　　裕貴		TANAKA HIROKI		M		beq0720@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		2		3		田中　　裕貴		14160720		田中　　裕貴		13		29		15		57		F		2.00		4.90		3.60		2.00		4.80		3.60		0.00

														1104170321		キリヤマ　マホ		桐山　真帆		KIRIYAMA MAHO		F		cgeb0321@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		2		3		3		桐山　真帆		1104170321		桐山　真帆		14		58		14		86		B		1.40		3.30		2.52		1.10		2.60		1.98		0.21

														1104170608		オカベ　サヨコ		岡邉　紗代子		OKABE SAYOKO		F		cgeb0608@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		2		3		岡邉　紗代子		1104170608		岡邉　紗代子		11		64		15		90		A		1.90		4.60		3.42		1.00		2.50		1.80		0.47
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男子

																																																																																現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ						改善率 カイゼンリツ

		科目コード		科目名		登録科目コード		所属学部名		所属コード		所属名		学生ID		カナ氏名		表示用氏名		英字氏名		性別		メールアドレス		履修中止		卒業見込				凡例 ハンレイ				43,579		43,642		43,649		43,656		クイズ		表示用氏名						課題合計 カダイゴウケイ		期末試験 キマツシケン		レポート		合計 ゴウケイ		成績 セイセキ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		改善率 カイゼンリツ						地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ

																																																														現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ								コメント		平均値 ヘイキンチ		1.74		4.20		3.13		1.06		2.56		1.91		0.389

																																																																														評価 ヒョウカ		点数 テンスウ

		10407133-000		エコロジー経済１				神学部		1011000		学部 神学部 神学科		1101170030		モリヤマ　ダイ		森山　大		MORIYAMA DAI		M		cgbb0030@mail2.doshisha.ac.jp												2		2		2		1		3		森山　大		1101170030		森山　大		10		68		15		93		A		1.00		2.40		1.80		1.00		2.40		1.80		0.00		＜現状＞寮生活なので光熱費は30人全員のデータしかなかったので、過剰利用が見えにくかった。＜改善後＞寮生活なので個人の努力では簡単に改善ができない。エネルギーについては寮全体で考えるべきだと思う。交通機関の利用、娯楽の部分を減らすべきと思ったが、既に必要最低限の水準であったので、これ以上は下げれない。 ゲンジョウリョウセイカツコウネツヒニンゼンインカジョウリヨウミカイゼンゴリョウセイカツコジンドリョクカンタンカイゼンリョウゼンタイカンガオモコウツウキカンリヨウゴラクブブンヘオモスデヒツヨウサイテイゲンスイジュンイジョウサ		a		4				A		30		41%		a+		3		4.1%		森山　大		1101170030

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14120322		コウナイ　ケンタ		香内　　健太		KONAI KENTA		M		bem0322@mail3.doshisha.ac.jp														2				2		2		香内　　健太		14120322		香内　　健太		6		60		14		80		B		1.60		3.80		2.88		1.30		3.30		2.34		0.19		＜現状＞生活スタイルを変えることは難しいと感じた。 ゲンジョウセイカツカムツカカン		d		1				B		19		26%		a		36		49.3%		香内　　健太		14120322

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14130462		ムラタ　シンリ		村田　　晋理		MURATA SHINRI		M		ben0462@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		村田　　晋理		14130462		村田　　晋理		12		68		15		95		A		1.10		2.60		1.98		0.70		1.80		1.26		0.36		<現状>趣味に多く使っていることが影響したのか、平均を上回る数値だったことに驚いた。（中略）＜改善後＞エコカーの項目で、「時々利用」から「よく利用」に変えたら、0.5ghaも下がった。環境に良いと言われながらもそれを実感しにくかったが、このように数字で示されると非常にわかりやすい。 シュミオオツカエイキョウヘイキンウワマワスウチオドロチュウリャクカイゼンゴコウモクトキドキリヨウリヨウカサカンキョウヨイジッカンスウジシメヒジョウ		b		3				C		16		22%		b		20		27.4%		村田　　晋理		14130462

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14140407		ミズノ　スグ		水野　　直		MIZUNO SUGU		M		beo0407@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		水野　　直		14140407		水野　　直		12		27		10		49		F		1.60		3.90		2.88		1.50		3.00		2.70		0.06		<現状>実家暮らしのため、自分では光熱費を気にしていなかったが、この機に見直す必要性を感じた。（中略）もっと環境に配慮したもの尾を買う心掛けをしたほうが良いと感じた。食品については、業務スーパー等で安価な商品を買うと輸入食品になってしまうので、経済的な価格面と相談しながら何を買うべきか考えたい。 ジッカクジブンコウネツヒキキミナオヒツヨウセイカンチュウリャクカンキョウハイリョオカココロガヨカンショクヒンギョウムナドアンカショウヒンカユニュウショクヒンケイザイテキカカクメンソウダンナニカカンガ		a		4				D		3		4%		c		8		11.0%		水野　　直		14140407

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14140598		オワタリ　ウキヨウ		尾渡　　右京		OWATARI UKYO		M		beo0598@mail3.doshisha.ac.jp														3						3		尾渡　　右京		14140598		尾渡　　右京		6		45		15		66		D		2.20		5.40		3.96		1.10		1.98		1.98		0.50		<現状>私は食に関する仕事に就いているため、食への意識は高いと思い込んでいた。しかし、Q12（環境に配慮した商品を選んだり、同じ商品を長く使用したり、使用後はリサイクルに出したりしていますか？）には困ってしまった。（中略）自分が本当の意味で環境問題に取り組んでいたいと認識した。 ワタシショクカンシゴトツショクイシキタカオモコカンキョウハイリョショウヒンエラオナショウヒンナガシヨウシヨウゴダコマチュウリャクジブンホントウイミカンキョウモンダイトクニンシキ		a		4				F		6		8%		d		6		8.2%		尾渡　　右京		14140598

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14140663		シラトリ　ハル		白鳥　　晴		SHIRATORI HARU		M		beo0663@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		白鳥　　晴		14140663		白鳥　　晴		14		48		13		75		C		1.80		4.30		3.24		1.20				2.16		0.33		<現状>電力や公共交通機関を利用することには意識していたが、商品、サービス、食べ物に関しては意識が無く、減らさなければならない分野だと気づいた。これらの項目が疎かになっていた理由は、価格が安い商品を選ぶことが多いからだ。少し高くても国産の食品や環境配慮型の商品を選ぶべきだと感じた。＜改善後＞日用品や食品を環境に配慮したものを選択したり、地球への思いやりと自分さえ良ければよいという心を収めることでかなりEFを削減できるものだと気づいた点が良かった。持続可能な地球の為にも日々細かい部分に意識を向けたい。 ゲンジョウデンリョクコウキョウコウツウキカンリヨウイシキショウヒンタモノカンイシキナヘブンヤキコウモクオロソリユウカカクヤスショウヒンエラオオスコタカコクサンショクヒンカンキョウハイリョガタショウヒンエラカンカイゼンゴニチヨウヒンショクヒンカンキョウハイリョセンタクチキュウオモジブンヨココロオササクゲンキテンヨジゾクカノウチキュウタメヒビコマブブンイシキム		a		4				合計 ゴウケイ		74		100%		合計 ゴウケイ		73		100%		白鳥　　晴		14140663

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14150388		ミツノブ　ナオト		光延　　尚研		MITSUNOBU NAOTO		M		bep0388@mail3.doshisha.ac.jp												3		2				2		2		光延　　尚研		14150388		光延　　尚研		9		40		14		63		D		1.20		3.00		2.16		0.80		1.90		1.44		0.33		<現状>資源を利用している自覚はなかったが、多くのエネルギーを消費しているのに気付いた。 シゲンリヨウジカクオオショウヒキヅ		b		3																光延　　尚研		14150388

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14150670		タカハシ　エイト		高橋　　永人		TAKAHASHI EITO		M		bep0670@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		2		3		高橋　　永人		14150670		高橋　　永人		11		62		15		88		B		1.20		2.80		2.16		0.80		2.00		1.44		0.33		<現状>予想していたより自分の消費活動のスケールが小さくて驚いた（地球１.２個分）。＜改善後＞生鮮食品・国産品の比率を増やし、リサイクル等で環境に配慮することにより、地球一個以下の生活（０.8個分）にすることができた。意識をするだけで地球にやさしい生活を送ることができると分かり、今後の生活に活かそうと思う。 ヨソウジブンショウヒカツドウチイオドロチキュウコブンカイゼンゴセイセンショクヒンコクサンヒンヒリツフナドカンキョウハイリョチキュウイッコイカセイカツコブンイシキチキュウセイカツオクワコンゴセイカツイオモ		a		4																高橋　　永人		14150670

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14150734		テラモト　ヒロキ		寺本　　博喜		TERAMOTO HIROKI		M		bep0734@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		寺本　　博喜		14150734		寺本　　博喜		15		27		15		57		F		2.50		6.10		4.50		1.10		2.70		1.98		0.56		＜現状＞現在の自分の生活では、日本や世界に非常に大きな負担を掛けていることが分かった。日本以外の国での消費量が少ないことで現在の世界の環境が保たれているのではいかと感じた。地球一つ分の生活はどのようなものなのかをイメージしながら裏面（改善後）に挑んでみたい。自分ができることは何なのかを考えながら生活スタイルを大きく変えることなく貢献できる方法を同時に考えながら取り組みたい。＜改善後＞食生活と移動手段を中心に変更した。結果的に地球一つ分の生活に近づけることができた。生活スタイルを大きく変えることなく良い結果に結びつけることができた。身近なことから意識して地球に貢献すべきだと感じた。 ゲンジョウゲンザイジブンセイカツニホンセカイヒジョウオオフタンカワニホンイガイクニショウヒリョウスクゲンザイセカイカンキョウタモカンチキュウヒトブンセイカツウラメンカイゼンゴイドジブンナニカンガセイカツオオカコウケンホウホウドウジカンガトクカイゼンゴショクセイカツイドウシュダンチュウシンヘンコウケッカテキチキュウヒトブンセイカツチカヨケッカムスミジカイシキチキュウコウケンカン		a		4																寺本　　博喜		14150734

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160007		アイバ　ヒロユキ		相庭　　寛之		AIBA HIROYUKI		M		beq0007@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		相庭　　寛之		14160007		相庭　　寛之		12		62		15		89		B		1.90		4.50		3.42		1.70		4.20		3.06		0.11		＜現状＞結果は地球１.９個分(3.42 gha)で、日本の平均を下回った。理由は、自宅はオール電化で、屋根に太陽光発電を設置してあり電気を買う必要性が低いことが挙げられる。しかし地球一個分（1.8 gha）からは遠いので、更なる工夫が必要だ。通学のため大阪～京都間の公共交通機関を使う。日本社会の便利さが地球を苦しめているのかもしれない。＜改善後＞食料、衣類で工夫してみた。また、コンビニは避けて、国産のものを優先的に買うことにこだわった。また、庭で野菜を育て始めた。社会人になったら植林活動への投資も考えようと思う。 ゲンジョウケッカチキュウコブンニホンヘイキンシタマワリユウジタクデンカヤネタイヨウコウハツデンセッチデンキカヒツヨウセイヒクアチキュウイッコブントオサラクフウヒツヨウツウガクオオサカキョウトカンコウキョウコウツウキカンツカニホンシャカイベンリチキュウクルカイゼンゴショクリョウイルイクフウサコクサンユウセンテキカニワヤサイソダハジシャカイジンショクリンカツドウトウシカンガオモ		a+		5																相庭　　寛之		14160007

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160024		アサダ　キヨウスケ		浅田　　恭佑		ASADA KYOSUKE		M		beq0024@mail3.doshisha.ac.jp														2		3		2		3		浅田　　恭佑		14160024		浅田　　恭佑		10		47		15		72		C		1.50		3.50		2.70		0.70		1.60		1.26		0.53		＜現状＞自分の生活が地球の何個分に相当するのかを測れたことは非常に興味深く面白い調査だと思った。＜改善後＞電力を多く消費することは地球環境に最もよくないことだと理解しました。地球のために自分にできることから始めたいと思った。 ゲンジョウジブンセイカツチキュウナンコブンソウトウハカヒジョウキョウミブカオモシロチョウサオモカイゼンゴデンリョクオオショウヒチキュウカンキョウモットリカイチキュウジブンハジオモ		a		4																浅田　　恭佑		14160024

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160077		フクイ　リヨウガ		福井　　凌雅		FUKUI RYOGA		M		beq0077@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		3		福井　　凌雅		14160077		福井　　凌雅		12		60		15		87		B		1.50		3.50		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27		＜現状＞普段から無駄使いをしているという自覚は無かったけれど、いざ結果を見てみると地球1.5個分という暮らしをしていたことが分かった。　　＜改善後＞娯楽費や服などの出費を減らすことがかなり数値が下がることが分かった。 ゲンジョウフダンムダツカジカクナケッカミチキュウコブンクワカイゼンゴゴラクヒフクシュッピヘスウチサワ		b		3																福井　　凌雅		14160077

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160186		イノウエ　ハルキ		井上　　悠希		INOUE HARUKI		M		beq0186@mail3.doshisha.ac.jp																		3		3		井上　　悠希		14160186		井上　　悠希		6		65		14		85		B		2.40		5.80		4.32		2.40		5.80		4.32		0.00		＜現状＞　節電や節水などが叫ばれている世の中で、どこかで自分は関係ないと思ってしまっていた。欲しい物や使いたいものを自分の欲のおもむくままにという姿勢ではなく、一度冷静になり、地球環境に配慮して生きていく必要があると思った。今の私の暮らしは地球2.4個分であるが、1人1人が0.1でも削減できたとしたら地球何個分の節約ができるだろうかを考えられたので、これからは自分の生活スタイルを見直そうと思う。　＜改善後＞意識が少しずつ変わってきた気がする。今まで待機電源を入れっぱなしにしていたテレビをコンセントから抜いたり、加工食品ばかりを摂らないように気を配った。こうした一つ一つの気づきの積み重ねが効果を生んでいくと思うので、これからも続けていきたいと思う。 ゲンジョウセツデンセッスイサケヨナカジブンカンケイオモホモノツカジブンヨクシセイイチドレイセイチキュウカンキョウハイリョイヒツヨウオモイマワタシクチキュウコブンヒトリヒトリサクゲンチキュウナンコブンセツヤクカンガジブンセイカツミナオオモカイゼンゴイシキスコカキイマタイキデンゲンイヌカコウショクヒントキクバヒトヒトキツカサコウカウオモツヅオモ		a+		5																井上　　悠希		14160186

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160207		イシノ　ハヤヒデ		石野　　駿英		ISHINO HAYAHIDE		M		beq0207@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		1		3		石野　　駿英		14160207		石野　　駿英		12		55		15		82		B		1.10		2.60		1.98		0.80		1.90		1.44		0.27		＜現状＞過度に物を食べたり電力を消費することは少ないと思っていたので、地球１個分よりは少なくなるだろうと予想しながら、結果を見たら少し多くて驚いた。電力をもう少し抑えられるのと、娯楽に費やしている金が明らかに多いので減らした方が地球一個分に近づくように思う。　　＜改善後＞電気の消費量と洋服や娯楽などへの出費を抑え、同じ商品を長く使用することで地球にやさしい生活ができることが分かった。他にも、自炊して、加工品に頼り切った生活をやめればもう少し数値を減らせるのかもしれないと思った。 ゲンジョウカドモノタデンリョクショウヒスクオモチキュウコブンスクヨソウケッカミスコオオオドロデンリョクスコオサゴラクツイカネアキオオヘホウチキュウイッコブンチカオモカイゼンゴデンキショウヒリョウヨウフクゴラクシュッピオサオナショウヒンナガシヨウチキュウセイカツワホカジスイカコウヒンタヨキセイカツスコスウチヘオモ		a		4																石野　　駿英		14160207

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160213		イワモト　タクロウ		岩本　　拓郎		IWAMOTO TAKURO		M		beq0213@mail3.doshisha.ac.jp												3				3		3		3		岩本　　拓郎		14160213		岩本　　拓郎		12		48		15		75		C		1.40		3.30		2.52		0.90		2.20		1.62		0.36		＜現状＞自分の暮らしが1個分だったとは思っていませんでした。もう少し工夫すべきだと思いました。　　＜改善後＞今回は移動の量を少し前回より減らしてみました。すると一個分に近づきました。 ゲンジョウジブンクコブンオモスコクフウオモカイゼンゴコンカイイドウリョウスコゼンカイヘイッコブンチカ		b		3																岩本　　拓郎		14160213

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160326		クロキ　ケンユウ		黒木　　賢雄		KUROKI KENYU		M		beq0326@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		黒木　　賢雄		14160326		黒木　　賢雄		15		50		14		79		C		2.20		5.50		3.96		1.00		2.40		1.80		0.55		＜現状＞私の結果は平均とほぼ同じで、私自身の暮らしも1/２以下にすることが求められている。私たち一人一人がどのくらい地球にダメージを与えているかをしっかり認識し、1人1人が意識して、与えるダメージを減らしていかなくてはいけないと感じた。　　＜改善後＞改善する前と比べて約半分になった。改善した点はそれほど多くないにも関わらず、このような結果になるのは驚きであった。私たちは一人で生きているわけではないので、将来の世代にも快適に住んでもらうための一人一人の努力は必要不可欠である。普段の生活から気を付けていこうと思った。 ゲンジョウワタシケッカヘイキンオナワタシジシンクイカモトワタシヒトリヒトリチキュウアタニンシキヒトリヒトリイシキアタヘカンカイゼンゴカイゼンマエクラヤクハンブンカイゼンテンオオカカケッカオドロワタシヒトリイショウライセダイカイテキスヒトリヒトリドリョクヒツヨウフカケツフダンセイカツキツオモ		a		4																黒木　　賢雄		14160326

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160413		モリモト　リヨウタ		森本　　凌大		MORIMOTO RYOTA		M		beq0413@mail3.doshisha.ac.jp												3		2						2		森本　　凌大		14160413		森本　　凌大		7		58		15		80		B		2.00		4.90		3.60		1.20		2.90		2.16		0.40		＜改善後＞改善シナリオで現状より数値を減らせて良かった。 カイゼンゲンジョウスウチヘヨ		c		2																森本　　凌大		14160413

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160578		オウ　タカヒロ		王　　　隆浩		O TAKAHIRO		M		beq0578@mail3.doshisha.ac.jp														3		3				3		王　　　隆浩		14160578		王　　　隆浩		9		70		15		94		A		4.20		10.20		7.56		1.10		2.60		1.98		0.74		＜現状＞現在では発展途上国の工業汚染が多く注目されていますが、我々先進国家に住んでいる人々も多くの犠牲をこうむることなく、生活習慣を変えることによって地球への負担を減らせると感じました。　　＜改善後＞現在の生活が豊であることから、このような日々の生活で知らないうちに多く、環境への負担をかけてしまいました。これからは気を付けて生活します。 ゲンジョウゲンザイハッテントジョウコクコウギョウオセンオオチュウモクワレワレセンシンコッカスヒトビトオオギセイセイカツシュウカンカチキュウフタンヘカンカイゼンゴゲンザイセイカツユタカヒビセイカツシオオカンキョウフタンキツセイカツ		a		4																王　　　隆浩		14160578

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160592		サカグチ　マサキ		坂口　　将樹		SAKAGUCHI MASAKI		M		beq0592@mail3.doshisha.ac.jp														3		2		2		3		坂口　　将樹		14160592		坂口　　将樹		10		53		15		78		C		1.20		3.00		2.16		0.60		1.30		1.08		0.50		＜現状＞私は車は使いませんが、それ以外のところで改善できると思いました。　　＜改善後＞基本的に地球に優しい生き方をするように改善するだけで、かなり数値が変わってきた。 ゲンジョウワタシクルマツカイガイカイゼンオモカイゼンゴキホンテキチキュウヤサイカタカイゼンスウチカ		b		3																坂口　　将樹		14160592

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160606		ササキ　シヨウタ		佐々木　奨太		SASAKI SHOTA		M		beq0606@mail3.doshisha.ac.jp												3				3				3		佐々木　奨太		14160606		佐々木　奨太		9		52		15		76		C		2.90		7.20		5.22		2.70		6.50		4.86		0.07		＜現状＞分析結果を見て驚いた。平均2.4個分に対して、私の結果は2.9個分、約３個分に匹敵する。これは正直驚いた。節約できることは多くあると思う。普段、生活するなかで、意識して、考えて行動しようと思うきっかけにしようと思った。　　＜改善後＞普段の生活では、冷凍食品やインスタント食品などを食べる割合が高い。改善前と比べ、普段の生活において環境面などに対して意識するようになった。 ゲンジョウブンセキケッカミオドロヘイキンコブンタイワタシケッカコブンヤクコブンヒッテキショウジキオドロセツヤクオオオモフダンセイカツイシキカンガコウドウオモオモカイゼンゴフダンセイカツレイトウショクヒンショクヒンタワリアイタカカイゼンマエクラフダンセイカツカンキョウメンタイイシキ		a+		5																佐々木　奨太		14160606

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160756		トダ　ライジユ		戸田　　来寿		TODA RAIJU		M		beq0756@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		3		戸田　　来寿		14160756		戸田　　来寿		12		58		15		85		B		1.90		4.70		3.42		1.00		2.40		1.80		0.47		＜現状＞私の家族ではエコカーを使用したりエアコンを控えたりと環境に気を遣っていたつもりだったが、その程度は地球環境は全く改善されないのだと思った。　　＜改善後＞何とか地球一個分になるように調整したが、食事や光熱費、娯楽費に至るまで我慢しなければならないと感じた。実質生活レベルを一段階下げるほどの調整をしたと思う。 ゲンジョウワタシカゾクシヨウヒカカンキョウキツカテイドチキュウカンキョウマッタカイゼンオモカイゼンゴナンチキュウイッコブンチョウセイショクジコウネツヒゴラクヒイタガマンカンジッシツセイカツイチダンカイサチョウセイオモ		b		3																戸田　　来寿		14160756

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170010		アキヨシ　ユウキ		秋吉　優樹		AKIYOSHI YUKI		M		cgeb0010@mail3.doshisha.ac.jp												3		1		2		1		3		秋吉　優樹		1104170010		秋吉　優樹		10		70		14		94		A		2.00		4.80		3.60		0.80		1.90		1.44		0.60		＜現状＞普段何気なく暮らしているが、その生活が地球に大きな負担をかけていることが分かった。　＜改善後＞徒歩や自転車で行ける距離ならできるだけ車は使わ、車を使う前にバスで行けないかを考える。また車に乗るのはできるだけ多くの人が乗るようにすると地球への負担は減る。 ゲンジョウフダンナニゲクセイカツチキュウオオフタンワカイゼンゴトホジテンシャイキョリクルマツカクルマツカマエイカンガクルマノオオヒトノチキュウフタンヘ		a		4																秋吉　優樹		1104170010

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170021		アラカワ　ユキヒロ		荒川　幸寛		ARAKAWA YUKIHIRO		M		cgeb0021@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		荒川　幸寛		1104170021		荒川　幸寛		15		65		15		95		A		1.40		3.40		2.52		0.70		1.60		1.26		0.50		＜現状＞食べ物：生鮮食品が少ない→加工食品が多い。乗り物：自転車しか乗らないので、比較的環境負荷が少ない。住まい：通信など電気使用量が多い。　　＜改善後＞ ゲンジョウタモノセイセンショクヒンスクカコウショクヒンオオノモノジテンシャノヒカクテキカンキョウフカスクスツウシンデンキシヨウリョウオオカイゼンゴ		c		2																荒川　幸寛		1104170021

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170051		エサキ　シュウイチロウ		江崎　修一郎		ESAKI SHUICHIRO		M		cgeb0051@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		江崎　修一郎		1104170051		江崎　修一郎		15		68		15		98		A		1.30		3.10		2.34		1.10		2.60		1.98		0.15		＜現状＞自分ではそんなに資源を使っているつもりはなかったにも関わらず、1.3個分も地球の資源を使う必要があるのかと衝撃を受けた。仮説としては、もっと自炊をしてリサイクル量を増やせば地球１個分に収まると思った。　　＜改善後＞国産のモノを買うことと、環境に配慮した商品を選び、リサイクルを行うようにすることで地球一個分に近づくことができた。こうした意識が地球を守っていくために大切だということに気づくことができた。社会的共通資本としての環境を小さな努力で守っていけるなら実践してみようと思った。 ゲンジョウジブンシゲンツカカカコブンチキュウシゲンツカヒツヨウショウゲキウカセツジスイリョウフチキュウコブンオサオモカイゼンゴコクサンカカンキョウハイリョショウヒンエラオコナチキュウイッコブンチカイシキチキュウマモタイセツキシャカイテキキョウツウシホンカンキョウチイドリョクマモジッセンオモ		a		4																江崎　修一郎		1104170051

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170067		フカザワ　ダイチ		深澤　大智		FUKAZAWA DAICHI		M		cgeb0067@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		深澤　大智		1104170067		深澤　大智		14		46		14		74		C		2.00		5.00		3.60		1.00		2.50		1.80		0.50		＜現状＞現状、私たちの生活では、あまりにもエコフットプリント数が高いなと感じました。　　＜改善後＞自分の意識が変わるだけで、全く違った結果が出るのだなと思いました。なので人びとが少しだけでも意識を持つだけで、環境にとって良いことが分かりました。 ゲンジョウゲンジョウワタシセイカツスウタカカンカイゼンゴジブンイシキカマッタチガケッカデオモヒトスコイシキモカンキョウヨワ		b		3																深澤　大智		1104170067

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170071		フクダ　タカヒロ		福田　高大		FUKUDA TAKAHIRO		M		cgeb0071@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3				3		福田　高大		1104170071		福田　高大		11		38		14		63		D		1.40		3.30		2.52		1.40		3.40		2.52		0.00		＜現状＞自分はエコな人間であることが分かった。平均値とどこで差がついたのかわからないが、今後やよりエコな生活を心がけようと思う。　　＜改善後＞ ゲンジョウジブンニンゲンワヘイキンチサコンゴセイカツココロオモカイゼンゴ		a		4																福田　高大		1104170071

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170081		フルヤ　リョウ		古家　諒		FURUYA RYO		M		cgeb0081@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3				3		古家　諒		1104170081		古家　諒		12		45		15		72		C		1.80		4.30		3.24		0.50		1.10		0.90		0.72		＜現状＞私の移動距離は長いのですが、移動手段はほとんどが自転車や電車です。車も軽自動車です。とはいえ、地球一個分では済まないことが良く分かりました。＜改善後＞第一ラウンドと比べて、圧倒的に理にかなった生活に改善することができましたが、とても現実的であるとは言えない。全人類が協力して全員が最低限の生活を受け入れることができれば、地球の寿命がかなり延びるのではないかと思いました。 ゲンジョウワタシイドウキョリナガイドウシュダンジテンシャデンシャクルマケイジドウシャチキュウイッコブンスヨワカイゼンゴダイイチクラアットウテキリセイカツカイゼンゲンジツテキイゼンジンルイキョウリョクゼンインサイテイゲンセイカツウイチキュウジュミョウノオモ		b		3																古家　諒		1104170081

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170128		ハヤシ　リョウスケ		林　良祐		HAYASHI RYOSUKE		M		cgeb0128@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		林　良祐		1104170128		林　良祐		14		45		15		74		C		1.20		3.00		2.16		1.00		2.40		1.80		0.17		＜現状＞一人暮らしにしては電気を使い過ぎている。公共の乗り物は用が無い限り使わず、基本、自転車は続けたい。　＜改善後＞驚いたことに、地球一個分になった。電気の使用量は夏と冬には増えがちなので今後気を付けたい。また車に乗るようになるとエネルギーを使うことになるので、ハイブリッド車にしたり、他の分野に気を付けたい。 ゲンジョウヒトリグデンキツカスコウキョウノモノヨウナカギツカキホンジテンシャツヅカイゼンゴデンキシヨウリョウナツフユフコンゴキツクルマノツカシャタブンヤキツ		a		4																林　良祐		1104170128

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170131		ヘンミ　ケイゴ		逸見　圭吾		HEMMI KEIGO		M		cgeb0131@mail3.doshisha.ac.jp												2		2		2				3		逸見　圭吾		1104170131		逸見　圭吾		9		65		14		88		B		1.40		3.30		2.52		0.70		1.70		1.26		0.50		＜現状＞自分のエコロジカルフットプリントは少なくて良かった。　＜改善後＞肉・魚によるコスト（肉なら飼料、魚なら船）が大きいと考え、削減してみた。ガス消費を減らし、歩くようにした。 ゲンジョウジブンスクヨカイゼンゴニクサカナニクシリョウサカナフネオオカンガサクゲンショウヒヘアル		c		2																逸見　圭吾		1104170131

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170140		ヒラバヤシ　ナリタカ		平林　成賢		HIRABAYASHI NARITAKA		M		cgeb0140@mail3.doshisha.ac.jp														2		3				3		平林　成賢		1104170140		平林　成賢		8		68		14		90		A		3.90		9.40		7.02		0.70		1.70		1.26		0.82		＜現状＞日本人の平均が2.3個分なことに驚いた。自分の場合は地球3.9個分だった。それほど使っているつもりはなかったのだが、地球資源を日本人平均より多く使っていることから節制しなければならないと感じた。＜改善後＞少しの意識改革でこれほど減少するのであれば、本格的にする必要があると感じた。食べ物や買い物、少し歩いて帰るなどはできることであるので実践していきたいと思います。 ゲンジョウニホンジンヘイキンコブンオドロジブンバアイチキュウコブンツカチキュウシゲンニホンジンヘイキンオオツカセッセイカンカイゼンゴスコイシキカイカクゲンショウホンカクテキヒツヨウカンタモノカモノスコアルカエジッセンオモ		a		4																平林　成賢		1104170140

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170155		ヒロセ　イオリ		廣瀬　伊織		HIROSE IORI		M		cgeb0155@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		廣瀬　伊織		1104170155		廣瀬　伊織		14		53		14		81		B		1.80		4.40		3.24		1.30		3.10		2.34		0.28		＜現状＞普段のせいかつを見直してみて、日本人の平均値より低かったのは良かったかなと思います。公共交通機関を頻繁に利用していることが特徴だと思います。電気、ガス消費は抑えることができるものなのでそれらを無駄使いしないように気を付けることが大切である。＜改善後＞現状を把握した上で、電気使用量、車の移動距離を減らすようにしてみました。それによりより地球一個分に使づけることができたので目標は達成できたと思う。洋服などに使うお金はどこに影響するほかも気になってきました。 ゲンジョウフダンミナオニホンジンヘイキンチヒクヨオモコウキョウコウツウキカンヒンパンリヨウトクチョウオモデンキショウヒオサムダヅカキツタイセツカイゼンゴゲンジョウハアクウエデンキシヨウリョウクルマイドウキョリヘチキュウイッコブンツカモクヒョウタッセイオモヨウフクツカカネエイキョウキ		a		4																廣瀬　伊織		1104170155

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170167		ホリキリ　アツシ		堀切　敦史		HORIKIRI ATSUSHI		M		cgeb0167@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2				3		堀切　敦史		1104170167		堀切　敦史		10		20		14		44		F		2.40		5.80		4.32		1.30		3.10		2.34		0.46		＜現状＞自分のエコロジカル・フットプリントが日本5.8個分となったが、自分では質素に生きてきたつもりだったのでとても驚いた。商品の購入量が多いのと、冷凍食品、輸入食品、加工食品が多いのは改善点だと思う。＜改善後＞ ゲンジョウジブンニホンコブンジブンシッソイオドロショウヒンコウニュウリョウオオレイトウショクヒンユニュウショクヒンカコウショクヒンオオカイゼンテンオモカイゼンゴ		b		3																堀切　敦史		1104170167

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170209		イノウエ　ユウキ		井上　湧基		INOUE YUKI		M		cgeb0209@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		井上　湧基		1104170209		井上　湧基		15		63		15		93		A		1.90		4.60		3.42		0.40		0.90		0.72		0.79		＜現状＞現在、環境に配慮した生活を全く送っていないことに気づかされた（地球1.9個分）。一人一人が見直していけば改善されるのではないだろうか。　＜改善後＞人間的な生活を送らなければエコな生活はできるが、人間の最低限度の生活をしようとするとどうしても環境を傷付けてしまうことが分かった。 ゲンジョウゲンザイカンキョウハイリョセイカツマッタオクキチキュウコブンヒトリヒトリミナオカイゼンカイゼンゴニンゲンテキセイカツオクセイカツニンゲンサイテイゲンドセイカツカンキョウキズツワ		b		3																井上　湧基		1104170209

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170260		カミカド　ダイキ		上門　大貴		KAMIKADO DAIKI		M		cgeb0260@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		上門　大貴		1104170260		上門　大貴		12		70		15		97		A		2.20		5.40		3.96		1.00		2.50		1.80		0.55		＜現状＞自分のエコロジカル・フットプリントはおよそ日本人の平均値であることが分かった。ただ、日本のような先進国で多くの人が今のような生活を続けていけば地球がいくつあっても足りないと思う。世界中の豊かな生活を送る人々が自分の暮らしがいかに地球に負荷を掛けているか理解し、地球に優しい暮らしをしなければならないだろう。　　＜改善後＞電気やガスの使用量については詳しくわからないが、ほんのすこしでもそれぞれの項目で地球に良いことをすれば、エコロジカル・フットプリントは小さくなると思った。そのことを多くの人が知り、実践すべきである。 ゲンジョウジブンニホンジンヘイキンチワニホンセンシンコクオオヒトイマセイカツツヅチキュウタオモセカイジュウユタセイカツオクヒトビトジブンクチキュウフカカリカイチキュウヤサクカイゼンゴデンキシヨウリョウクワコウモクチキュウヨチイオモオオヒトシジッセン		a		4																上門　大貴		1104170260

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170262		カモ　タイガ		加茂　大河		KAMO TAIGA		M		cgeb0262@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3				3		加茂　大河		1104170262		加茂　大河		12		60		14		86		B		2.00		4.90		3.60		0.90		2.30		1.62		0.55		＜現状＞現在は京都での一人暮らしのためあまり車を使わないが、実家に戻って車を手にした場合、使い過ぎないようにしようと思った。また、電気ガスも実家だと今より多く使うと思うので気をつけたい。＜改善後＞車に乗る時にハイブリッド車に乗ったり、リサイクルを積極的に行うことにより、思った以上に数値が減って驚いた。また、食べる際には、無駄に大食いせず、必要な分だけを食べていきたい。 ゲンジョウゲンザイキョウトヒトリククルマツカジッカモドクルマテバアイツカスオモデンキジッカイマオオツカオモキクルマノトキシャノセッキョクテキオコナオモイジョウスウチヘオドロタサイムダオオグヒツヨウブンタ		a		4																加茂　大河		1104170262

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170278		カシワギ　ユウスケ		柏木　佑輔		KASHIWAGI YUSUKE		M		cgeb0278@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		柏木　佑輔		1104170278		柏木　佑輔		12		65		14		91		A		2.00		4.90		3.60		1.10		2.80		1.98		0.45		＜現状＞当たり前のように暮らしているだけでこれほどの資源を使っているのだと痛感させられました。もう少し意識的に資源を利用しようと思います　　＜改善後＞現状より理想に近づけることはできましたが、かなり意識的に生活しないとこの結果通りにはできないと感じました。正直この様に暮らしていくのは難しいと思います。 ゲンジョウアマエクシゲンツカツウカンスコイシキテキシゲンリヨウオモカイゼンゴゲンジョウリソウチカイシキテキセイカツケッカドオカンショウジキヨウクムツカオモ		d		1																柏木　佑輔		1104170278

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170292		カワバタ　マサト		川端　雅人		KAWABATA MASATO		M		cgeb0292@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		川端　雅人		1104170292		川端　雅人		12		68		15		95		A		1.10		2.60		1.98		1.00		2.40		1.80		0.09		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																川端　雅人		1104170292

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170299		カワハラ　タイシ		河原　大士		KAWAHARA TAISHI		M		cgeb0299@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		河原　大士		1104170299		河原　大士		15		44		15		74		C		1.40		3.40		2.52		0.90		2.20		1.62		0.36		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																河原　大士		1104170299

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170344		コマツ　ヒロキ		小松　弘輝		KOMATSU HIROKI		M		cgeb0344@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		小松　弘輝		1104170344		小松　弘輝		14		70		15		99		A		0.80		2.00		1.44		0.70		1.70		1.26		0.13		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		b		3																小松　弘輝		1104170344

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170379		クロイワ　ジョウ		黒岩　丈		KUROIWA JO		M		cgeb0379@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		黒岩　丈		1104170379		黒岩　丈		15		67		15		97		A		1.60		3.90		2.88		0.90		2.30		1.62		0.44		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		c		2																黒岩　丈		1104170379

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170409		マルヤマ　タイセイ		丸山　大晴		MARUYAMA TAISEI		M		cgeb0409@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		3		丸山　大晴		1104170409		丸山　大晴		12		53		13		78		C		1.30		3.10		2.34		0.40		0.90		0.72		0.69		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		b		3																丸山　大晴		1104170409

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170441		ミブチ　レンタ		實渕　蓮太		MIBUCHI RENTA		M		cgeb0441@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		3		3		實渕　蓮太		1104170441		實渕　蓮太		13		57		15		85		B		2.20		5.30		3.96		1.00		2.50		1.80		0.55		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		c		2																實渕　蓮太		1104170441

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170474		モリ　アツノリ		森　厚憲		MORI ATSUNORI		M		cgeb0474@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		森　厚憲		1104170474		森　厚憲		14		45		13		72		C		1.20		3.80		2.16		1.10		2.70		1.98		0.08		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		d		1																森　厚憲		1104170474

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170484		モリシタ　ライト		森下　頼人		MORISHITA RAITO		M		cgeb0484@mail3.doshisha.ac.jp												1		2						3		森下　頼人		1104170484		森下　頼人		6		68		15		89		B		0.90		2.10		1.62		0.80		2.00		1.44		0.11		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		c		2																森下　頼人		1104170484

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170508		ナガサワ　ヤマト		長澤　大和		NAGASAWA YAMATO		M		cgeb0508@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		長澤　大和		1104170508		長澤　大和		15		57		15		87		B		2.30		5.60		4.14		0.70		1.70		1.26		0.70		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		c		2																長澤　大和		1104170508

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170514		ナイトウ　ヒカル		内藤　光		NAITO HIKARU		M		cgeb0514@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		2		2		内藤　光		1104170514		内藤　光		12		67		15		94		A		1.60		4.00		2.88		0.40		0.90		0.72		0.75		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		b		3																内藤　光		1104170514

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170541		ナカシマ　ナツ		仲島　捺		NAKASHIMA NATSU		M		cgeb0541@mail3.doshisha.ac.jp														3		3				3		仲島　捺		1104170541		仲島　捺		9		58		14		81		B		2.00		4.90		3.60		0.60		1.50		1.08		0.70		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																仲島　捺		1104170541

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170551		ナオキ　マサトシ		直木　優季		NAOKI MASATOSHI		M		cgeb0551@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		2				2		直木　優季		1104170551		直木　優季		10		69		14		93		A		1.50		3.50		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		d		1																直木　優季		1104170551

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170571		ニシカワ　ユウト		西川　裕斗		NISHIKAWA YUTO		M		cgeb0571@mail3.doshisha.ac.jp												2		2		2		2		3		西川　裕斗		1104170571		西川　裕斗		11		64		14		89		B		2.00		4.80		3.60		1.60		3.90		2.88		0.20		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		b		3																西川　裕斗		1104170571

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170575		ニシムラ　シュンイチ		西村　峻一		NISHIMURA SHUNICHI		M		cgeb0575@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3				3		西村　峻一		1104170575		西村　峻一		12		67		15		94		A		2.80		6.80		5.04		2.10		5.00		3.78		0.25		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																西村　峻一		1104170575

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170578		ニシノ　シュン		西野　駿		NISHINO SHUN		M		cgeb0578@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		西野　駿		1104170578		西野　駿		14		65		15		94		A		1.40		3.40		2.52		1.20		2.80		2.16		0.14		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		b		3																西野　駿		1104170578

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170621		オク　ケイゴ		奥　景伍		OKU KEIGO		M		cgeb0621@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		2		奥　景伍		1104170621		奥　景伍		11		63		14		88		B		1.70		4.10		3.06		1.50		3.70		2.70		0.12		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		b		3																奥　景伍		1104170621

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170659		オオタ　ユウヤ		太田　悠哉		OTA YUYA		M		cgeb0659@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3				3		太田　悠哉		1104170659		太田　悠哉		11		68		14		93		A		1.90		4.70		3.42		1.60		3.90		2.88		0.16		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		b		3																太田　悠哉		1104170659

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170680		サカモト　ケイゴ		坂本　啓悟		SAKAMOTO KEIGO		M		cgeb0680@mail3.doshisha.ac.jp												3		3						3		坂本　啓悟		1104170680		坂本　啓悟		9		67		15		91		A		1.50		3.70		2.70		0.80		1.90		1.44		0.47		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																坂本　啓悟		1104170680

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170694		サノ　リョウゴ		佐野　良伍		SANO RYOGO		M		cgeb0694@mail3.doshisha.ac.jp														2		3		1		3		佐野　良伍		1104170694		佐野　良伍		9		69		15		93		A		1.40		3.30		2.52		0.90		2.30		1.62		0.36		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		b		3																佐野　良伍		1104170694

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170699		サトウ　ヒロアキ		佐藤　弘晃		SATO HIROAKI		M		cgeb0699@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		佐藤　弘晃		1104170699		佐藤　弘晃		12		67		14		93		A		1.00		2.50		1.80		1.00		2.50		1.80		0.00		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																佐藤　弘晃		1104170699

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170728		シノハラ　ショウタ		篠原　彰太		SHINOHARA SHOTA		M		cgeb0728@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2				3		篠原　彰太		1104170728		篠原　彰太		10		67		15		92		A		1.90		4.70		3.42		1.30		3.00		2.34		0.32		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																篠原　彰太		1104170728

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170743		スガ　トモヤ		須賀　智哉		SUGA TOMOYA		M		cgeb0743@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		須賀　智哉		1104170743		須賀　智哉		15		40		15		70		C		1.90		4.50		3.42		1.50		3.80		2.70		0.21		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																須賀　智哉		1104170743

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170774		タカハシ　リョウ		髙橋　遼		TAKAHASHI RYO		M		cgeb0774@mail3.doshisha.ac.jp												2		2				2		2		髙橋　遼		1104170774		髙橋　遼		8		50		15		73		C		1.40		3.30		2.52		0.40		1.00		0.72		0.71		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		d		1																髙橋　遼		1104170774

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170793		タケウチ　ソウキ		武内　颯希		TAKEUCHI SOKI		M		cgeb0793@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		武内　颯希		1104170793		武内　颯希		14		70		15		99		A		1.40		3.40		2.52		0.80		1.90		1.44		0.43		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																武内　颯希		1104170793

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170794		タケウチ　ユウキ		竹内　雄貴		TAKEUCHI YUKI		M		cgeb0794@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		竹内　雄貴		1104170794		竹内　雄貴		15		70		15		100		A		1.80		4.40		3.24		0.60		1.40		1.08		0.67		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																竹内　雄貴		1104170794

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170847		トウイ　シュンヤ		東井　駿弥		TOI SHUNYA		M		cgeb0847@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		東井　駿弥		1104170847		東井　駿弥		14		65		15		94		A		1.70		4.10		3.06		1.20		2.90		2.16		0.29		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		d		1																東井　駿弥		1104170847

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170866		ツジベ　ケンヤ		辻辺　賢哉		TSUJIBE KENYA		M		cgeb0866@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		辻辺　賢哉		1104170866		辻辺　賢哉		15		68		14		97		A		1.10		2.80		1.98		0.80		1.90		1.44		0.27		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																辻辺　賢哉		1104170866

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170892		ウメムラ　シュウ		梅村　周		UMEMURA SHU		M		cgeb0892@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				2		2		梅村　周		1104170892		梅村　周		10		65		0		75		C		1.70		4.00		3.06		1.10		2.70		1.98		0.35		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		b		3																梅村　周		1104170892

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170908		ワタベ　シュンヤ		綿邉　俊哉		WATABE SHUNYA		M		cgeb0908@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		綿邉　俊哉		1104170908		綿邉　俊哉		12		64		14		90		A		1.90		4.50		3.42		1.50		3.60		2.70		0.21		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																綿邉　俊哉		1104170908

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170920		ヤマダ　カイト		山田　海斗		YAMADA KAITO		M		cgeb0920@mail3.doshisha.ac.jp														2				2		2		山田　海斗		1104170920		山田　海斗		6		68		13		87		B		2.00		4.80		3.60		0.70		1.80		1.26		0.65		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		c		2																山田　海斗		1104170920

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170946		ヤマナカ　ヒデトシ		山中　秀敏		YAMANAKA HIDETOSHI		M		cgeb0946@mail3.doshisha.ac.jp																				3		山中　秀敏		1104170946		山中　秀敏		3		55		14		72		C		1.80		4.40		3.24		1.10		2.70		1.98		0.39		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																山中　秀敏		1104170946

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170950		ヤマオカ　ユウゴ		山岡　友悟		YAMAOKA YUGO		M		cgeb0950@mail3.doshisha.ac.jp												2				2				3		山岡　友悟		1104170950		山岡　友悟		7		35		13		55		F		2.30		3.60		4.14		2.30		5.60		4.14		0.00		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																山岡　友悟		1104170950

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170983		ヨネヤ　カイシュウ		米谷　海柊		YONEYA KAISHU		M		cgeb0983@mail3.doshisha.ac.jp												2		3		2		1		3		米谷　海柊		1104170983		米谷　海柊		11		70		15		96		A		1.20		2.90		2.16		0.90		2.30		1.62		0.25		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																米谷　海柊		1104170983

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170988		ヨシダ　ケイゴ		吉田　圭吾		YOSHIDA KEIGO		M		cgeb0988@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		2		吉田　圭吾		1104170988		吉田　圭吾		13		68		14		95		A		1.70		4.20		3.06		1.70		4.20		3.06		0.00		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																吉田　圭吾		1104170988

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170994		ヨシカワ　タイセイ		𠮷川　大星		YOSHIKAWA TAISEI		M		cgeb0994@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		𠮷川　大星		1104170994		𠮷川　大星		14		60		14		88		B		1.40		3.50		2.52		1.10		2.70		1.98		0.21		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																𠮷川　大星		1104170994

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170998		ヨシナガ　リクオ		吉永　陸生		YOSHINAGA RIKUO		M		cgeb0998@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		2		3		吉永　陸生		1104170998		吉永　陸生		13		63		14		90		A		1.50		3.50		2.70		0.50		1.20		0.90		0.67		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		b		3																吉永　陸生		1104170998

		10407133-000		エコロジー経済１				商学部		1051002		学部 商学部 商学科 フレックス複合コース		15152011		フカオ　ラク		深尾　　楽		FUKAO RAKU		M		bcp2011@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		2		3		深尾　　楽		15152011		深尾　　楽		11		0		0		11		F		1.60		3.90		2.88		1.20		2.90		2.16		0.25		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																深尾　　楽		15152011

																				女子 ジョシ		0																																																										3.301369863

																				男子 ダンシ		73

																				合計 ゴウケイ		73

														14160720		タナカ　ヒロキ		田中　　裕貴		TANAKA HIROKI		M		beq0720@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		2		3		田中　　裕貴		14160720		田中　　裕貴		13		29		15		57		F																＜現状＞自分は想像以上に地球に負担をかけていると感じたので、気を付けようと考えました。　＜改善後＞ ゲンジョウジブンソウゾウイジョウチキュウフタンカンキツカンガカイゼンゴ																				田中　　裕貴		14160720
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男子

		



地球何個分と改善意欲の相関関係

y = 0.335x + 2.7133

R² = 0.038



女子

		女子 ジョシ		科目名		登録科目コード		所属学部名		所属コード		所属名		学生ID		カナ氏名		表示用氏名		英字氏名		性別		メールアドレス		履修中止		卒業見込				凡例 ハンレイ				43,579		43,642		43,649		43,656		クイズ		表示用氏名						課題合計 カダイゴウケイ		期末試験 キマツシケン		レポート		合計 ゴウケイ		成績 セイセキ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		改善率 カイゼンリツ										現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ						改善率 カイゼンリツ

																																																														現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ																地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ

		10407133-000		エコロジー経済１				神学部		1011000		学部 神学部 神学科																																																																コメント		評価 ヒョウカ		点数 テンスウ				1.79		4.32		3.21		1.17		2.85		2.11		0.342

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160363		マツモト　ユリ		松本　　悠里		MATSUMOTO YURI		F		beq0363@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		松本　　悠里		14160363		松本　　悠里		15		65		14		94		A		1.70		4.00		3.06		0.80		2.00		1.44		0.53		＜現状＞　今まで、何も考えずに生活していたことを改めて思い知った。　＜改善後＞3人暮らしでは、これくらいの生活が環境に優しいのだということを知ることができた。 ゲンジョウイマナニカンガセイカツアラタオモシカイゼンゴニンクセイカツカンキョウヤサシ		b		3				A		16		55%		a+		1		3.7%				14160363		松本　　悠里

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160469		ナラ　ミサキ		奈良　　光彩希		NARA MISAKI		F		beq0469@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		奈良　　光彩希		14160469		奈良　　光彩希		12		67		15		94		A		1.80		4.30		3.24		1.70		4.20		3.06		0.06		＜現状＞　　＜改善後＞電力消費について、コンセントを抜くなど、待機電力に目を向けることができた.		a+		5				B		7		24%		a		16		59.3%				14160469		奈良　　光彩希

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160476		ニシダ　ミカ		西田　　実花		NISHIDA MIKA		F		beq0476@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		西田　　実花		14160476		西田　　実花		14		67		15		96		A		1.70		4.10		3.06		1.40		3.50		2.52		0.18		＜現状＞　　＜改善後＞電気を少し気に掛けるだけで地球一個分の生活に近づけた。日本3.5個分という想像できないほどの大きなものが、現在私が生活するために必要とされている事実にびっくりさせられました。 ゲンジョウカイゼンゴデンキスコキカチキュウイッコブンセイカツチカニホンコブンソウゾウオオゲンザイワタシセイカツヒツヨウジジツ		b		3				C		3		10%		b		6		22.2%				14160476		西田　　実花

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160551		オオムラ　ナオコ		大村　　尚子		OMURA NAOKO		F		beq0551@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		大村　　尚子		14160551		大村　　尚子		15		33		15		63		D		2.20		5.50		3.96		1.00		2.40		1.80		0.55		＜現状＞この様に数値に換算してみると分かりやすく私たちがどれくらい環境に負担を与えているのか理解できた。少し恐怖を覚えた。＜改善後＞「塵も積もれば山となる」の様に、皆が少しずつでも意識して改善するようにする事によって大幅によくなると感じさせられた。今後も継続すていくべきである。 ゲンジョウヨウスウチカンサンワワタシカンキョウフタンアタリカイスコキョウフオボカイゼンゴチリツヤマヨウミナスコイシキカイゼンコトオオハバカンコンゴケイゾク		a		4				D		1		3%		c		3		11.1%				14160551		大村　　尚子

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160643		シミズ　エミリ		清水　　絵美理		SHIMIZU EMIRI		F		beq0643@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		清水　　絵美理		14160643		清水　　絵美理		15		52		15		82		B		2.80		6.80		5.04		1.70		4.10		3.06		0.39		＜現状＞日本人平均よりも多いという事が分かった。（中略）改善できるところは、商品と旅行であると思う。安い洋服を短い期間着ることが多いのでこれは環境にとって良いとは言えない。＜改善後＞私が改善できることを反映させてみたが、それでも地球1.7個分という結果に驚いた。 ゲンジョウニホンジンヘイキンオオコトワチュウリャクカイゼンショウヒンリョコウオモヤスヨウフクミジカキカンキオオカンキョウヨイカイゼンゴワタシカイゼンハンエイチキュウコブンケッカオドロ		b		3				F		2		7%		d		1		3.7%				14160643		清水　　絵美理

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170002		アベ　ミサキ		安部　美咲		ABE MISAKI		F		cgeb0002@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		2		安部　美咲		1104170002		安部　美咲		14		63		15		92		A		1.20		2.90		2.16		1.00		2.50		1.80		0.17		＜現状＞自分で想っていたより数値が高くて驚きました。　＜改善後＞少し減らすことができて良かったと思いました。これからも心がけようと思います。 ゲンジョウジブンオモスウチタカオドロカイゼンゴスコヘヨオモココロオモ		a		4				合計 ゴウケイ		29		100%		合計 ゴウケイ		27		100.0%				1104170002		安部　美咲

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170109		ハルナ　リサ		春名　理沙		HARUNA RISA		F		cgeb0109@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		春名　理沙		1104170109		春名　理沙		12		65		15		92		A		1.50		3.70		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27		＜現状＞日本人の平均と比較すると少ない結果となりましたが、ここに改善点を探して値を下げていくべきだと感じました。私はあまり環境に配慮してすごしていないと思うので、エコグッヅを使い、出来る限り運動を兼ねて徒歩や自転車ですごし、電気を使ったら消すなど少しずつ改善します。＜改善後＞ ゲンジョウニホンジンヘイキンヒカクスクケッカカイゼンテンサガアタイサカンワタシカンキョウハイリョオモツカデキカギウンドウカトホジテンシャデンキツカケスコカイゼンカイゼンゴ		a		4																		1104170109		春名　理沙

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170116		ハシモト　サヤカ		橋本　紗矢香		HASHIMOTO SAYAKA		F		cgeb0116@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		橋本　紗矢香		1104170116		橋本　紗矢香		15		60		14		89		B		2.50		6.10		4.50		1.20		2.80		2.16		0.52		＜現状＞食事内容や購入品、交通手段等のあらゆるものが、エコロジカル・フットプリントとして加算されることを改めて知り、自分は結構無駄だったり、過剰・余分な生活を送っている部分があると気づきました。＜改善後＞エコロジカル・フットプリントを小さくすることは地球だけでなく、私たち自身にもメリットがあると気づくことが出来ました。例えば、購入品や電気代、娯楽にかかる費用を減らすことは、地域にもプラスですし、私たちにとっては「節約」としてプラスになります。車の利用時間や食事内容の見直しも私たちに健康をもたらします。また最近では、「ミニマリスト」という人びとが増えている理由もここにあるのではないかと思いました。 ゲンジョウショクジナイヨウコウニュウヒンコウツウシュダントウカサンアラタシジブンケッコウムダカジョウヨブンセイカツオクブブンキカイゼンゴチイチキュウワタシジシンキデキタトコウニュウヒンデンキダイゴラクヒヨウヘチイキワタシセツヤククルマリヨウジカンショクジナイヨウミナオワタシケンコウサイキンヒトフリユウオモ		b		3																		1104170116		橋本　紗矢香

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170174		イデ　ユウカ		井手　佑香		IDE YUKA		F		cgeb0174@mail3.doshisha.ac.jp														3				2		3		井手　佑香		1104170174		井手　佑香		8		50		15		73		C		1.70		4.00		3.06		0.90		2.10		1.62		0.47		＜現状＞現在はモノがあふれていて、さまざまな環境問題が生じている。これらはすべて人間の行為が引き起こしたものであるが、具体的になにをしたら地球に悪いのかが分かっていない場合がある。このクイズで自分の生活がどれほど地球に影響を与えているのか知ることができたので、日常生活で意識しようと思う。　＜改善後＞自分の生活は思ったよりもエネルギーを消費していることが分かった。食品は国産にこだわり、できるだけ車を利用せず、公共交通機関を利用するとより地球に優しいと思った。地球の資源は限られているので、地球に住むすべての人々が地球について考え、それに合った行動をするのが良いと感じた。		a		4																		1104170174		井手　佑香

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170222		イシカワ　カエデ		石川　楓葉		ISHIKAWA KAEDE		F		cgeb0222@mail3.doshisha.ac.jp												3				2		2		3		石川　楓葉		1104170222		石川　楓葉		10		30		15		55		F		2.70		6.60		4.86		1.50		3.70		2.70		0.44		＜現状＞地球2.7個分とかなり高い数値となったが、原因は交通機関の利用程度だと思う。大学まで3時間近くかかること、遠征をするからである。一人一人が公共交通機関を使ったり、国産のものを選ぶなど、エコにつながる選択をすることが必要だと思う。　＜改善後＞食生活の見直しをした。地元で採れたもの、国産のものを積極的に食べるようにした。また、肉類を減らしたことも地球一個分を減らせた要因であると思う。改善シナリオで第二ラウンドを実施してみて、日常の小さな心掛けが大きく影響するのだと分かりました。 ゲンジョウチキュウコブンタカスウチゲンインコウツウキカンリヨウテイドオモダイガクジカンチカエンセイヒトリヒトリコウキョウコウツウキカンツカコクサンエラセンタクヒツヨウオモカイゼンゴショクセイカツミナオジモトトコクサンセッキョクテキタニクルイヘチキュウイッコブンヘヨウインオモカイゼンダイニジッシニチジョウチイココロガオオエイキョウワ		a		4																		1104170222		石川　楓葉

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170234		イワブチ　カナコ		岩淵　奏子		IWABUCHI KANAKO		F		cgeb0234@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		岩淵　奏子		1104170234		岩淵　奏子		15		53		14		82		B		1.40		3.40		2.52		0.60		1.50		1.08		0.57		＜現状＞自分の今の暮らしが思っていたよりも地球への負荷は少なかった。＜改善後＞極端に食事や電力量を気にしてみたが実際にこのような生活ができるかとはまた別の話だと思う。 ゲンジョウジブンイマクオモチキュウフカスクカイゼンゴキョクタンショクジデンリョクリョウキジッサイセイカツベツハナシオモ		d		1																		1104170234		岩淵　奏子

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170303		カワノ　サキ		河野　沙季		KAWANO SAKI		F		cgeb0303@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		2		河野　沙季		1104170303		河野　沙季		11		45		15		71		C		1.60		3.80		2.88		0.90		2.10		1.62		0.44		＜現状＞日常の生活をしているだけでこんなに資源が必要になるんだなと思いました。＜改善後＞前回よりも減って良かったです。 ゲンジョウニチジョウセイカツシゲンヒツヨウオモカイゼンゴゼンカイヘヨ		b		3																		1104170303		河野　沙季

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170305		カワセ　ユウナ		川瀬　祐那		KAWASE YUNA		F		cgeb0305@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		川瀬　祐那		1104170305		川瀬　祐那		15		45		15		75		C		1.30		3.20		2.34		1.10		2.60		1.98		0.15		＜現状＞この結果を見て、自分は思ったよりも環境に配慮した生活を送っているということが分かりました。乗り物をあまり利用しないことも要因の一つだと考えます。また家族で生活しているのも要因だと思いました。日本人の平均よりも少なかったのは良かったです。＜改善後＞地球一個分に近づけるために削減できそうな所を見直しました。結果的に地球1.1個分になったので良かったと思います。 ゲンジョウケッカミジブンオモカンキョウハイリョセイカツオクワノモノリヨウヨウインヒトカンガカゾクセイカツヨウインオモニホンジンヘイキンスクヨカイゼンゴチキュウイッコブンチカサクゲントコロミナオケッカテキチキュウコブンヨオモ		c		2																		1104170305		川瀬　祐那

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170333		コバヤシ　アキ		小林　亜紀		KOBAYASHI AKI		F		cgeb0333@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		小林　亜紀		1104170333		小林　亜紀		14		59		15		88		B		2.10		5.00		3.78		1.00		2.40		1.80		0.52		＜現状＞現在一人暮らしをしているので、電気、ガス、灯油の消費量に関してはあまり計算結果にい影響しなかった。一番の原因は、公共交通機関の利用、飛行機などの交通部門であることが分かった。ハイブリッド車やエコカーなどの車の利用を検討し、消費活動のスケールを2分の1以下に減らすように心がけて行きたいと思いました。＜改善後＞リサイクルや車の利用を控えることによって通知が小さくなった。また、洋服、家具などの購入を減らすことによっても数値に影響を及ぼした。普段の生活の中で、少し気を遣えば地球一個分の生活に近づくことや、省エネを心がけると数値が減ることを痛感した。これからの生活の中で、これらのことを当たり前にできるよう生活していきたい。 ゲンジョウゲンザイヒトリグデンキトウユショウヒリョウカンケイサンケッカエイキョウイチバンゲンインコウキョウコウツウキカンリヨウヒコウキコウツウブモンワシャクルマリヨウケントウショウヒカツドウブンイカヘココロイオモカイゼンゴクルマリヨウヒカツウチチイヨウフクカグコウニュウヘスウチエイキョウオヨフダンセイカツナカスコキツカチキュウイッコブンセイカツチカショウココロスウチヘツウカンセイカツナカアマエセイカツ		a		4																		1104170333		小林　亜紀

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170431		マツムラ　ワカナ		松村　若奈		MATSUMURA WAKANA		F		cgeb0431@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		松村　若奈		1104170431		松村　若奈		12		68		15		95		A		1.40		3.30		2.52		0.80		2.10		1.44		0.43		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																		1104170431		松村　若奈

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170478		モリ　マユコ		森　万由子		MORI MAYUKO		F		cgeb0478@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		森　万由子		1104170478		森　万由子		14		67		15		96		A		1.20		3.00		2.16		1.00		2.40		1.80		0.17		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																		1104170478		森　万由子

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170502		ナガイ　マナ		長井　愛		NAGAI MANA		F		cgeb0502@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		長井　愛		1104170502		長井　愛		14		64		14		92		A		3.10		7.60		5.58		2.60		6.30		4.68		0.16		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		b		3																		1104170502		長井　愛

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170536		ナカニシ　ミレイ		中西　美玲		NAKANISHI MIREI		F		cgeb0536@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		中西　美玲		1104170536		中西　美玲		15		64		15		94		A		1.80		4.30		3.24		1.20		2.80		2.16		0.33		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																		1104170536		中西　美玲

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170664		オザキ　スズカ		尾崎　涼香		OZAKI SUZUKA		F		cgeb0664@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		尾崎　涼香		1104170664		尾崎　涼香		14		70		15		99		A		1.50		3.60		2.70		0.90		2.10		1.62		0.40		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																		1104170664		尾崎　涼香

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170687		サカモト　サキ		坂本　紗希		SAKAMOTO SAKI		F		cgeb0687@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		2		2		3		坂本　紗希		1104170687		坂本　紗希		13		67		15		95		A		1.30		3.10		2.34		0.70		1.60		1.26		0.46		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																		1104170687		坂本　紗希

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170688		サカモト　サオリ		阪本　沙織		SAKAMOTO SAORI		F		cgeb0688@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		1		2		阪本　沙織		1104170688		阪本　沙織		12		70		15		97		A		3.20		7.80		5.76		3.20		7.80		5.76		0.00		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		c		2																		1104170688		阪本　沙織

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170706		サツカワ　ミサキ		薩川　美咲		SATSUKAWA MISAKI		F		cgeb0706@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		薩川　美咲		1104170706		薩川　美咲		15		70		15		100		A		1.20		2.90		2.16		0.70		1.60		1.26		0.42		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																		1104170706		薩川　美咲

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170746		スガワラ　リン		菅原　鈴		SUGAWARA RIN		F		cgeb0746@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		菅原　鈴		1104170746		菅原　鈴		14		68		15		97		A		1.20		2.90		2.16		1.00		2.50		1.80		0.17		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																		1104170746		菅原　鈴

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170773		タカハシ　ミナ		高橋　美菜		TAKAHASHI MINA		F		cgeb0773@mail3.doshisha.ac.jp												3				3		3		3		高橋　美菜		1104170773		高橋　美菜		12		62		15		89		B		1.40		3.30		2.52		1.10		2.80		1.98		0.21		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																		1104170773		高橋　美菜

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170861		ツチモト　マユカ		土本　真由香		TSUCHIMOTO MAYUKA		F		cgeb0861@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		土本　真由香		1104170861		土本　真由香		14		69		15		98		A		1.20		3.00		2.16		1.20		3.00		2.16		0.00		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		c		2																		1104170861		土本　真由香

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170911		ワタナベ　カンナ		渡邉　栞南		WATANABE KANNA		F		cgeb0911@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		渡邉　栞南		1104170911		渡邉　栞南		15		57		14		86		B		2.30		5.70		4.14		0.50		1.30		0.90		0.78		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																		1104170911		渡邉　栞南

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170938		ヤマモト　ハルナ		山本　晴菜		YAMAMOTO HARUNA		F		cgeb0938@mail3.doshisha.ac.jp												3								3		山本　晴菜		1104170938		山本　晴菜		6						6		F		1.20		2.80		2.16		0.90		2.20		1.62		0.25		＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ		a		4																		1104170938		山本　晴菜

																				女子 ジョシ		27																																																										3.481

																				男子 ダンシ		0

																				合計 ゴウケイ		27

														1104170321		キリヤマ　マホ		桐山　真帆		KIRIYAMA MAHO		F		cgeb0321@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		2		3		3		桐山　真帆		1104170321		桐山　真帆		14		58		14		86		B																＜現状＞　一人暮らしをしているので住まいや乗り物の観点ではエコなのではないかと考えました。食べ物や商品＆サービスに関して気を付けていきたいです。＜改善後＞前回で私の問題は食べ物、商品＆サービスにあることが分かったので環境に配慮した商品を買うようにしたりすることで改善されました。実家だったらどうなのだろう？と思い、実家を想定してクイズを受けてみたら地球1.8個分でした。実家での電気の消費量を気にしてみたいです。 ヒトリグスノモノカンテンカンガタモノショウヒンカンキツカイゼンゴゼンカイワタシモンダイショクモノショウヒンワカンキョウハイリョショウヒンカカイゼンジッカオモジッカソウテイウチキュウコブンジッカデンキショウヒリョウキ																						1104170321		桐山　真帆

														1104170608		オカベ　サヨコ		岡邉　紗代子		OKABE SAYOKO		F		cgeb0608@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		2		3		岡邉　紗代子		1104170608		岡邉　紗代子		11		64		15		90		A																＜現状＞　　＜改善後＞ ゲンジョウカイゼンゴ																						1104170608		岡邉　紗代子



user:
14:05

user:
13:46

user:
13:50

user:
13:47

user:
14:10

user:
13:20

user:
14:15



女子

		



女子のみ

y = -0.1963x + 3.8314

R² = 0.018



集計結果

		全体（100名）の集計結果 ゼンタイメイシュウケイケッカ														全体（100名）の集計結果 ゼンタイメイシュウケイケッカ

						男子平均値 ダンシヘイキンチ		女子平均値 ジョシヘイキンチ		全体平均値 ゼンタイヘイキンチ										男子平均値 ダンシヘイキンチ		女子平均値 ジョシヘイキンチ		全体平均値 ゼンタイヘイキンチ								男子平均値 ダンシヘイキンチ		女子平均値 ジョシヘイキンチ		全体平均値 ゼンタイヘイキンチ

		現状 ゲンジョウ		地球 チキュウ		1.74		1.78		1.75						現状 ゲンジョウ		地球 チキュウ		1.74		1.78		1.75				現状 ゲンジョウ		地球〇個分 チキュウコブン		1.74		1.79		1.75

				日本 ニホン		4.21		4.30		4.23								gha/1人 ヒトリ		3.14		3.20		3.15				改善後 カイゼンゴ		地球〇個分 チキュウコブン		1.06		1.17		1.09

				gha/1人 ヒトリ		3.14		3.20		3.15						改善後 カイゼンゴ		地球 チキュウ		1.08		1.17		1.10				改善率 カイゼンリツ				38.9%		34.2%		35.4%

		改善後 カイゼンゴ		地球 チキュウ		1.08		1.17		1.10								gha/1人 ヒトリ		1.94		2.10		1.98

				日本 ニホン		2.59		2.83		2.66						改善率 カイゼンリツ				38.3%		34.4%		35.1%								男子平均値 ダンシヘイキンチ		女子平均値 ジョシヘイキンチ		全体平均値 ゼンタイヘイキンチ

				gha/1人 ヒトリ		1.94		2.10		1.98																		現状 ゲンジョウ				3.14		3.20		3.15

		改善率 カイゼンリツ				0.383		0.344		0.351																		改善後 カイゼンゴ				1.94		2.10		1.98

																												改善率 カイゼンリツ				38.9%		34.2%		35.4%

		男子 ダンシ																男子 ダンシ				男子 ダンシ				女子 ジョシ								男女合計 ダンジョゴウケイ										男子				女子				男女合計

		成績 セイセキ						コメント分類 ブンルイ		人数 ニンスウ		％				コメント分類 ブンルイ		人数 ニンスウ		％		累計 ルイケイ		累計％ ルイケイ		人数 ニンスウ		％		累計 ルイケイ		累計％ ルイケイ		人数 ニンスウ		％		累計 ルイケイ		累計％ ルイケイ		コメント分類		累計		累計％		累計		累計％		累計		累計％

		A		30		41%		a+		3		4.1%				a+		3		4.1%		3		4.1%		1		3.7%		1		3.7%		4		3.9%		4		4.0%		a+		3		4.1%		1		3.4%		4		3.9%

		B		19		26%		a		36		48.6%				a		36		49.3%		39		53.4%		16		59.3%		17		63.0%		52		51.5%		56		56.0%		a		39		52.7%		18		62.1%		57		55.3%

		C		16		22%		b		21		28.4%				b		20		27.4%		59		80.8%		6		22.2%		23		85.2%		26		27.2%		82		82.0%		b		60		81.1%		25		86.2%		85		82.5%		12.2857142857

		D		3		4%		c		8		10.8%				c		8		11.0%		67		91.8%		3		11.1%		26		96.3%		11		10.7%		93		93.0%		c		68		91.9%		28		96.6%		96		93.2%

		F		6		8%		d		6		8.1%				d		6		8.2%		73		100.0%		1		3.7%		27		100.0%		7		6.8%		100		100.0%		d		74		100.0%		29		100.0%		103		100.0%

		合計 ゴウケイ		74		100%		合計 ゴウケイ		74		100.0%				合計 ゴウケイ		73		100.0%		73		100.0%		27		100.0%		27		100.0%		100		100.0%		100		100.0%		合計		74		100.0%		29		100.0%		103		100.0%

		女子 ジョシ														女子 ジョシ

		成績 セイセキ						コメント分類 ブンルイ		人数 ニンスウ		％				コメント分類 ブンルイ		人数 ニンスウ		％						男子 ダンシ		女子 ジョシ

		A		16		55%		a+		1		3.4%				a+		1		3.7%				コメント分類 ブンルイ		Male		Female		男女 ダンジョ

		B		7		24%		a		17		58.6%				a		16		59.3%				a+		3		1		4

		C		3		10%		b		7		24.1%				b		6		22.2%				a		36		16		52

		D		1		3%		c		3		10.3%				c		3		11.1%				b		20		6		26

		F		2		7%		d		1		3.4%				d		1		3.7%				c		8		3		11

		合計 ゴウケイ		29		100%		合計 ゴウケイ		29		100.0%				合計 ゴウケイ		27		100.0%				d		6		1		7

		男女合計 ダンジョゴウケイ														男女合計 ダンジョゴウケイ								合計 ゴウケイ		73		27		100

		成績 セイセキ						コメント分類 ブンルイ		人数 ニンスウ		％				コメント分類 ブンルイ		人数 ニンスウ		％

		A		46		55%		a+		4		3.9%				a+		4		4.0%

		B		26		24%		a		53		51.5%				a		52		52.0%

		C		19		10%		b		28		27.2%				b		26		26.0%

		D		4		3%		c		11		10.7%				c		11		11.0%

		F		8		7%		d		7		6.8%				d		7		7.0%

		合計 ゴウケイ		103		100%		合計 ゴウケイ		103		100.0%				合計 ゴウケイ		100		100.0%

																										男女合計 ダンジョゴウケイ

						男子平均値 ダンシヘイキンチ		女子平均値 ジョシヘイキンチ		全体平均値 ゼンタイヘイキンチ

		現状 ゲンジョウ		地球 チキュウ		1.74		1.79		1.75														コメント分類 ブンルイ		人数 ニンスウ

				gha/1人 ヒトリ		3.13		3.21		3.15														a+		3

		改善シナリオ カイゼン		地球 チキュウ		1.06		1.17		1.09														a		36

				gha/1人 ヒトリ		1.91		2.11		1.97														b		20

		改善率 カイゼンリツ				38.9%		34.2%		35.4%														c		8

																								d		6

																								合計 ゴウケイ		73





集計結果
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ヒストグラム

		



地球〇個分

男子平均値

女子平均値

全体平均値



回帰・相関

		



gha/人

男子平均値

女子平均値

全体平均値



男子半数

																																		現状						改善後						改善率

						課題合計		期末試験		レポート		合計		成績		地球		日本		gha/1人		地球		日本		gha/1人		改善率						地球		日本		gha/1人		地球		日本		gha/1人

																現状						改善後								コメント		平均値		0.00		0.00		0.00		0.00		0.00		0.00		0.000

																地球何個分 チキュウナンコブン																評価		意欲点 イヨクテン

		1101170030		森山　大		0		68		15		0		0		1.00		2.40		1.80		1.00		2.40		1.80		0.00		＜現状＞寮生活なので光熱費は30人全員のデータしかなかったので、過剰利用が見えにくかった。＜改善後＞寮生活なので個人の努力では簡単に改善ができない。エネルギーについては寮全体で考えるべきだと思う。交通機関の利用、娯楽の部分を減らすべきと思ったが、既に必要最低限の水準であったので、これ以上は下げれない。		a		4				A		0		0%		a+		4		0.0%

		14120322		香内　　健太		0		60		14		0		0		1.60		3.80		2.88		1.30		3.30		2.34		0.19		＜現状＞生活スタイルを変えることは難しいと感じた。		d		1				B		0		0%		a		53		0.0%

		14130462		村田　　晋理		0		68		15		0		0		1.10		2.60		1.98		0.70		1.80		1.26		0.36		<現状>環境に負荷を掛けている生活をしている実感はなかったが、趣味に多く使っていることが影響したのか、平均を上回る数値だったことに驚いた。（中略）＜改善後＞エコカーの項目で、「時々利用」から「よく利用」に変えたら、0.5ghaも下がった。環境に良いと言われながらもそれを実感しにくかったが、このように数字で示されると非常にわかりやすい。		b		3				C		0		0%		b		28		0.0%

		14140407		水野　　直		0		27		10		0		0		1.60		3.90		2.88		1.50		3.00		2.70		0.06		<現状>実家暮らしのため、自分では光熱費を気にしていなかったが、この機に見直す必要性を感じた。（中略）もっと環境に配慮したもの尾を買う心掛けをしたほうが良いと感じた。食品については、業務スーパー等で安価な商品を買うと輸入食品になってしまうので、経済的な価格面と相談しながら何を買うべきか考えたい。		a		4				D		0		0%		c		11		0.0%

		14140598		尾渡　　右京		0		45		15		0		0		2.20		5.40		3.96		1.10		1.98		1.98		0.50		<現状>私は食に関する仕事に就いているため、食への意識は高いと思い込んでいた。しかし、Q12（環境に配慮した商品を選んだり、同じ商品を長く使用したり、使用後はリサイクルに出したりしていますか？）には困ってしまった。（中略）自分が本当の意味で環境問題に取り組んでいたいと認識した。		a		4				F		0		0%		d		7		0.0%

		14140663		白鳥　　晴		0		48		13		0		0		1.80		4.30		3.24		1.20				2.16		0.33		<現状>電力や公共交通機関を利用することには意識していたが、商品、サービス、食べ物に関しては意識が無く、減らさなければならない分野だと気づいた。これらの項目が疎かになっていた理由は、価格が安い商品を選ぶことが多いからだ。少し高くても国産の食品や環境配慮型の商品を選ぶべきだと感じた。＜改善後＞日用品や食品を環境に配慮したものを選択したり、地球への思いやりと自分さえ良ければよいという心を収めることでかなりEFを削減できるものだと気づいた点が良かった。持続可能な地球の為にも日々細かい部分に意識を向けたい。		a		4				合計		0		0%		合計		103		0%

		14150388		光延　　尚研		0		40		14		0		0		1.20		3.00		2.16		0.80		1.90		1.44		0.33		<現状>資源を利用している自覚はなかったが、多くのエネルギーを消費しているのに気付いた。		b		3

		14150670		高橋　　永人		0		62		15		0		0		1.20		2.80		2.16		0.80		2.00		1.44		0.33		<現状>予想していたより自分の消費活動のスケールが小さくて驚いた（地球１.２個分）。＜改善後＞生鮮食品・国産品の比率を増やし、リサイクル等で環境に配慮することにより、地球一個以下の生活（０.8個分）にすることができた。意識をするだけで地球にやさしい生活を送ることができると分かり、今後の生活に活かそうと思う。		a		4

		14150734		寺本　　博喜		0		27		15		0		0		2.50		6.10		4.50		1.10		2.70		1.98		0.56		＜現状＞現在の自分の生活では、日本や世界に非常に大きな負担を掛けていることが分かった。日本以外の国での消費量が少ないことで現在の世界の環境が保たれているのではいかと感じた。地球一つ分の生活はどのようなものなのかをイメージしながら裏面（改善後）に挑んでみたい。自分ができることは何なのかを考えながら生活スタイルを大きく変えることなく貢献できる方法を同時に考えながら取り組みたい。＜改善後＞食生活と移動手段を中心に変更した。結果的に地球一つ分の生活に近づけることができた。生活スタイルを大きく変えることなく良い結果に結びつけることができた。身近なことから意識して地球に貢献すべきだと感じた。		a		4

		14160007		相庭　　寛之		0		62		15		0		0		1.90		4.50		3.42		1.70		4.20		3.06		0.11		＜現状＞結果は地球１.９個分(3.42 gha)で、日本の平均を下回った。理由は、自宅はオール電化で、屋根に太陽光発電を設置してあり電気を買う必要性が低いことが挙げられる。しかし地球一個分（1.8 gha）からは遠いので、更なる工夫が必要だ。通学のため大阪～京都間の公共交通機関を使う。日本社会の便利さが地球を苦しめているのかもしれない。＜改善後＞食料、衣類で工夫してみた。また、コンビニは避けて、国産のものを優先的に買うことにこだわった。また、庭で野菜を育て始めた。社会人になったら植林活動への投資も考えようと思う。		a+		5

		14160024		浅田　　恭佑		0		47		15		0		0		1.50		3.50		2.70		0.70		1.60		1.26		0.53		＜現状＞自分の生活が地球の何個分に相当するのかを測れたことは非常に興味深く面白い調査だと思った。＜改善後＞電力を多く消費することは地球環境に最もよくないことだと理解しました。地球のために自分にできることから始めたいと思った。		a		4

		14160077		福井　　凌雅		0		60		15		0		0		1.50		3.50		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27		＜現状＞普段から無駄使いをしているという自覚は無かったけれど、いざ結果を見てみると地球1.5個分という暮らしをしていたことが分かった。　　＜改善後＞娯楽費や服などの出費を減らすことがかなり数値が下がることが分かった。		b		3

		14160186		井上　　悠希		0		65		14		0		0		2.40		5.80		4.32		2.40		5.80		4.32		0.00		＜現状＞　節電や節水などが叫ばれている世の中で、どこかで自分は関係ないと思ってしまっていた。欲しい物や使いたいものを自分の欲のおもむくままにという姿勢ではなく、一度冷静になり、地球環境に配慮して生きていく必要があると思った。今の私の暮らしは地球2.4個分であるが、1人1人が0.1でも削減できたとしたら地球何個分の節約ができるだろうかを考えられたので、これからは自分の生活スタイルを見直そうと思う。　＜改善後＞意識が少しずつ変わってきた気がする。今まで待機電源を入れっぱなしにしていたテレビをコンセントから抜いたり、加工食品ばかりを摂らないように気を配った。こうした一つ一つの気づきの積み重ねが効果を生んでいくと思うので、これからも続けていきたいと思う。		a+		5

		14160207		石野　　駿英		0		55		15		0		0		1.10		2.60		1.98		0.80		1.90		1.44		0.27		＜現状＞過度に物を食べたり電力を消費することは少ないと思っていたので、地球１個分よりは少なくなるだろうと予想しながら、結果を見たら少し多くて驚いた。電力をもう少し抑えられるのと、娯楽に費やしている金が明らかに多いので減らした方が地球一個分に近づくように思う。　　＜改善後＞電気の消費量と洋服や娯楽などへの出費を抑え、同じ商品を長く使用することで地球にやさしい生活ができることが分かった。他にも、自炊して、加工品に頼り切った生活をやめればもう少し数値を減らせるのかもしれないと思った。		a		4

		14160213		岩本　　拓郎		0		48		15		0		0		1.40		3.30		2.52		0.90		2.20		1.62		0.36		＜現状＞自分の暮らしが1個分だったとは思っていませんでした。もう少し工夫すべきだと思いました。　　＜改善後＞今回は移動の量を少し前回より減らしてみました。すると一個分に近づきました。		b		3

		14160326		黒木　　賢雄		0		50		14		0		0		2.20		5.50		3.96		1.00		2.40		1.80		0.55		＜現状＞私の結果は平均とほぼ同じで、私自身の暮らしも1/２以下にすることが求められている。私たち一人一人がどのくらい地球にダメージを与えているかをしっかり認識し、1人1人が意識して、与えるダメージを減らしていかなくてはいけないと感じた。　　＜改善後＞改善する前と比べて約半分になった。改善した点はそれほど多くないにも関わらず、このような結果になるのは驚きであった。私たちは一人で生きているわけではないので、将来の世代にも快適に住んでもらうための一人一人の努力は必要不可欠である。普段の生活から気を付けていこうと思った。		a		4

		14160413		森本　　凌大		0		58		15		0		0		2.00		4.90		3.60		1.20		2.90		2.16		0.40		＜改善後＞改善シナリオで現状より数値を減らせて良かった。		c		2

		14160578		王　　　隆浩		0		70		15		0		0		4.20		10.20		7.56		1.10		2.60		1.98		0.74		＜現状＞現在では発展途上国の工業汚染が多く注目されていますが、我々先進国家に住んでいる人々も多くの犠牲をこうむることなく、生活習慣を変えることによって地球への負担を減らせると感じました。　　＜改善後＞現在の生活が豊であることから、このような日々の生活で知らないうちに多く、環境への負担をかけてしまいました。これからは気を付けて生活します。		a		4

		14160592		坂口　　将樹		0		53		15		0		0		1.20		3.00		2.16		0.60		1.30		1.08		0.50		＜現状＞私は車は使いませんが、それ以外のところで改善できると思いました。　　＜改善後＞基本的に地球に優しい生き方をするように改善するだけで、かなり数値が変わってきた。		b		3

		14160606		佐々木　奨太		0		52		15		0		0		2.90		7.20		5.22		2.70		6.50		4.86		0.07		＜現状＞分析結果を見て驚いた。平均2.4個分に対して、私の結果は2.9個分、約３個分に匹敵する。これは正直驚いた。節約できることは多くあると思う。普段、生活するなかで、意識して、考えて行動しようと思うきっかけにしようと思った。　　＜改善後＞普段の生活では、冷凍食品やインスタント食品などを食べる割合が高い。改善前と比べ、普段の生活において環境面などに対して意識するようになった。		a+		5

		14160720		田中　　裕貴		0		29		15		0		0		2.00		4.90		3.60		2.00		4.80		3.60		0.00		＜現状＞自分は想像以上に地球に負担をかけていると感じたので、気を付けようと考えました。　＜改善後＞		b		3

		14160756		戸田　　来寿		0		58		15		0		0		1.90		4.70		3.42		1.00		2.40		1.80		0.47		＜現状＞私の家族ではエコカーを使用したりエアコンを控えたりと環境に気を遣っていたつもりだったが、その程度は地球環境は全く改善されないのだと思った。　　＜改善後＞何とか地球一個分になるように調整したが、食事や光熱費、娯楽費に至るまで我慢しなければならないと感じた。実質生活レベルを一段階下げるほどの調整をしたと思う。		b		3

		1104170010		秋吉　優樹		0		70		14		0		0		2.00		4.80		3.60		0.80		1.90		1.44		0.60		＜現状＞普段何気なく暮らしているが、その生活が地球に大きな負担をかけていることが分かった。　＜改善後＞徒歩や自転車で行ける距離ならできるだけ車は使わ、車を使う前にバスで行けないかを考える。また車に乗るのはできるだけ多くの人が乗るようにすると地球への負担は減る。		a		4

		1104170021		荒川　幸寛		0		65		15		0		0		1.40		3.40		2.52		0.70		1.60		1.26		0.50		＜現状＞食べ物：生鮮食品が少ない→加工食品が多い。乗り物：自転車しか乗らないので、比較的環境負荷が少ない。住まい：通信など電気使用量が多い。　　＜改善後＞		c		2

		1104170051		江崎　修一郎		0		68		15		0		0		1.30		3.10		2.34		1.10		2.60		1.98		0.15		＜現状＞自分ではそんなに資源を使っているつもりはなかったにも関わらず、1.3個分も地球の資源を使う必要があるのかと衝撃を受けた。仮説としては、もっと自炊をしてリサイクル量を増やせば地球１個分に収まると思った。　　＜改善後＞国産のモノを買うことと、環境に配慮した商品を選び、リサイクルを行うようにすることで地球一個分に近づくことができた。こうした意識が地球を守っていくために大切だということに気づくことができた。社会的共通資本としての環境を小さな努力で守っていけるなら実践してみようと思った。		a		4

		1104170067		深澤　大智		0		46		14		0		0		2.00		5.00		3.60		1.00		2.50		1.80		0.50		＜現状＞現状、私たちの生活では、あまりにもエコフットプリント数が高いなと感じました。　　＜改善後＞自分の意識が変わるだけで、全く違った結果が出るのだなと思いました。なので人びとが少しだけでも意識を持つだけで、環境にとって良いことが分かりました。		b		3

		1104170071		福田　高大		0		38		14		0		0		1.40		3.30		2.52		1.40		3.40		2.52		0.00		＜現状＞自分はエコな人間であることが分かった。平均値とどこで差がついたのかわからないが、今後やよりエコな生活を心がけようと思う。　　＜改善後＞		a		4

		1104170081		古家　諒		0		45		15		0		0		1.80		4.30		3.24		0.50		1.10		0.90		0.72		＜現状＞私の移動距離は長いのですが、移動手段はほとんどが自転車や電車です。車も軽自動車です。とはいえ、地球一個分では済まないことが良く分かりました。＜改善後＞第一ラウンドと比べて、圧倒的に理にかなった生活に改善することができましたが、とても現実的であるとは言えない。全人類が協力して全員が最低限の生活を受け入れることができれば、地球の寿命がかなり延びるのではないかと思いました。		b		3

		1104170128		林　良祐		0		45		15		0		0		1.20		3.00		2.16		1.00		2.40		1.80		0.17		＜現状＞一人暮らしにしては電気を使い過ぎている。公共の乗り物は用が無い限り使わず、基本、自転車は続けたい。　＜改善後＞驚いたことに、地球一個分になった。電気の使用量は夏と冬には増えがちなので今後気を付けたい。また車に乗るようになるとエネルギーを使うことになるので、ハイブリッド車にしたり、他の分野に気を付けたい。		a		4

		1104170131		逸見　圭吾		0		65		14		0		0		1.40		3.30		2.52		0.70		1.70		1.26		0.50		＜現状＞自分のエコロジカルフットプリントは少なくて良かった。　＜改善後＞肉・魚によるコスト（肉なら飼料、魚なら船）が大きいと考え、削減してみた。ガス消費を減らし、歩くようにした。		c		2

		1104170140		平林　成賢		0		68		14		0		0		3.90		9.40		7.02		0.70		1.70		1.26		0.82		＜現状＞日本人の平均が2.3個分なことに驚いた。自分の場合は地球3.9個分だった。それほど使っているつもりはなかったのだが、地球資源を日本人平均より多く使っていることから節制しなければならないと感じた。＜改善後＞少しの意識改革でこれほど減少するのであれば、本格的にする必要があると感じた。食べ物や買い物、少し歩いて帰るなどはできることであるので実践していきたいと思います。		a		4

		1104170155		廣瀬　伊織		0		53		14		0		0		1.80		4.40		3.24		1.30		3.10		2.34		0.28		＜現状＞普段のせいかつを見直してみて、日本人の平均値より低かったのは良かったかなと思います。公共交通機関を頻繁に利用していることが特徴だと思います。電気、ガス消費は抑えることができるものなのでそれらを無駄使いしないように気を付けることが大切である。＜改善後＞現状を把握した上で、電気使用量、車の移動距離を減らすようにしてみました。それによりより地球一個分に使づけることができたので目標は達成できたと思う。洋服などに使うお金はどこに影響するほかも気になってきました。		a		4

		1104170167		堀切　敦史		0		20		14		0		0		2.40		5.80		4.32		1.30		3.10		2.34		0.46		＜現状＞自分のエコロジカル・フットプリントが日本5.8個分となったが、自分では質素に生きてきたつもりだったのでとても驚いた。商品の購入量が多いのと、冷凍食品、輸入食品、加工食品が多いのは改善点だと思う。＜改善後＞		b		3

		1104170209		井上　湧基		0		63		15		0		0		1.90		4.60		3.42		0.40		0.90		0.72		0.79		＜現状＞現在、環境に配慮した生活を全く送っていないことに気づかされた（地球1.9個分）。一人一人が見直していけば改善されるのではないだろうか。　＜改善後＞人間的な生活を送らなければエコな生活はできるが、人間の最低限度の生活をしようとするとどうしても環境を傷付けてしまうことが分かった。		b		3

		1104170260		上門　大貴		0		70		15		0		0		2.20		5.40		3.96		1.00		2.50		1.80		0.55		＜現状＞自分のエコロジカル・フットプリントはおよそ日本人の平均値であることが分かった。ただ、日本のような先進国で多くの人が今のような生活を続けていけば地球がいくつあっても足りないと思う。世界中の豊かな生活を送る人々が自分の暮らしがいかに地球に負荷を掛けているか理解し、地球に優しい暮らしをしなければならないだろう。　　＜改善後＞電気やガスの使用量については詳しくわからないが、ほんのすこしでもそれぞれの項目で地球に良いことをすれば、エコロジカル・フットプリントは小さくなると思った。そのことを多くの人が知り、実践すべきである。		a		4

		1104170262		加茂　大河		0		60		14		0		0		2.00		4.90		3.60		0.90		2.30		1.62		0.55		＜現状＞現在は京都での一人暮らしのためあまり車を使わないが、実家に戻って車を手にした場合、使い過ぎないようにしようと思った。また、電気ガスも実家だと今より多く使うと思うので気をつけたい。＜改善後＞車に乗る時にハイブリッド車に乗ったり、リサイクルを積極的に行うことにより、思った以上に数値が減って驚いた。また、食べる際には、無駄に大食いせず、必要な分だけを食べていきたい。		a		4

		1104170278		柏木　佑輔		0		65		14		0		0		2.00		4.90		3.60		1.10		2.80		1.98		0.45		＜現状＞当たり前のように暮らしているだけでこれほどの資源を使っているのだと痛感させられました。もう少し意識的に資源を利用しようと思います　　＜改善後＞現状より理想に近づけることはできましたが、かなり意識的に生活しないとこの結果通りにはできないと感じました。正直この様に暮らしていくのは難しいと思います。		d		1

		1104170292		川端　雅人		0		68		15		0		0		1.10		2.60		1.98		1.00		2.40		1.80		0.09		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170299		河原　大士		0		44		15		0		0		1.40		3.40		2.52		0.90		2.20		1.62		0.36		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170344		小松　弘輝		0		70		15		0		0		0.80		2.00		1.44		0.70		1.70		1.26		0.13		＜現状＞　　＜改善後＞		b		3

		1104170379		黒岩　丈		0		67		15		0		0		1.60		3.90		2.88		0.90		2.30		1.62		0.44		＜現状＞　　＜改善後＞		c		2

		1104170409		丸山　大晴		0		53		13		0		0		1.30		3.10		2.34		0.40		0.90		0.72		0.69		＜現状＞　　＜改善後＞		b		3

		1104170441		實渕　蓮太		0		57		15		0		0		2.20		5.30		3.96		1.00		2.50		1.80		0.55		＜現状＞　　＜改善後＞		c		2

		1104170474		森　厚憲		0		45		13		0		0		1.20		3.80		2.16		1.10		2.70		1.98		0.08		＜現状＞　　＜改善後＞		d		1

		1104170484		森下　頼人		0		68		15		0		0		0.90		2.10		1.62		0.80		2.00		1.44		0.11		＜現状＞　　＜改善後＞		c		2

		1104170508		長澤　大和		0		57		15		0		0		2.30		5.60		4.14		0.70		1.70		1.26		0.70		＜現状＞　　＜改善後＞		c		2

		1104170514		内藤　光		0		67		15		0		0		1.60		4.00		2.88		0.40		0.90		0.72		0.75		＜現状＞　　＜改善後＞		b		3

		1104170541		仲島　捺		0		58		14		0		0		2.00		4.90		3.60		0.60		1.50		1.08		0.70		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170551		直木　優季		0		69		14		0		0		1.50		3.50		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27		＜現状＞　　＜改善後＞		d		1

		1104170571		西川　裕斗		0		64		14		0		0		2.00		4.80		3.60		1.60		3.90		2.88		0.20		＜現状＞　　＜改善後＞		b		3

		1104170575		西村　峻一		0		67		15		0		0		2.80		6.80		5.04		2.10		5.00		3.78		0.25		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170578		西野　駿		0		65		15		0		0		1.40		3.40		2.52		1.20		2.80		2.16		0.14		＜現状＞　　＜改善後＞		b		3

		1104170621		奥　景伍		0		63		14		0		0		1.70		4.10		3.06		1.50		3.70		2.70		0.12		＜現状＞　　＜改善後＞		b		3

		1104170659		太田　悠哉		0		68		14		0		0		1.90		4.70		3.42		1.60		3.90		2.88		0.16		＜現状＞　　＜改善後＞		b		3

		1104170680		坂本　啓悟		0		67		15		0		0		1.50		3.70		2.70		0.80		1.90		1.44		0.47		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170694		佐野　良伍		0		69		15		0		0		1.40		3.30		2.52		0.90		2.30		1.62		0.36		＜現状＞　　＜改善後＞		b		3

		1104170699		佐藤　弘晃		0		67		14		0		0		1.00		2.50		1.80		1.00		2.50		1.80		0.00		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170728		篠原　彰太		0		67		15		0		0		1.90		4.70		3.42		1.30		3.00		2.34		0.32		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170743		須賀　智哉		0		40		15		0		0		1.90		4.50		3.42		1.50		3.80		2.70		0.21		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170774		髙橋　遼		0		50		15		0		0		1.40		3.30		2.52		0.40		1.00		0.72		0.71		＜現状＞　　＜改善後＞		d		1

		1104170793		武内　颯希		0		70		15		0		0		1.40		3.40		2.52		0.80		1.90		1.44		0.43		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170794		竹内　雄貴		0		70		15		0		0		1.80		4.40		3.24		0.60		1.40		1.08		0.67		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170847		東井　駿弥		0		65		15		0		0		1.70		4.10		3.06		1.20		2.90		2.16		0.29		＜現状＞　　＜改善後＞		d		1

		1104170866		辻辺　賢哉		0		68		14		0		0		1.10		2.80		1.98		0.80		1.90		1.44		0.27		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170892		梅村　周		0		65		0		0		0		1.70		4.00		3.06		1.10		2.70		1.98		0.35		＜現状＞　　＜改善後＞		b		3

		1104170908		綿邉　俊哉		0		64		14		0		0		1.90		4.50		3.42		1.50		3.60		2.70		0.21		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170920		山田　海斗		0		68		13		0		0		2.00		4.80		3.60		0.70		1.80		1.26		0.65		＜現状＞　　＜改善後＞		c		2

		1104170946		山中　秀敏		0		55		14		0		0		1.80		4.40		3.24		1.10		2.70		1.98		0.39		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170950		山岡　友悟		0		35		13		0		0		2.30		3.60		4.14		2.30		5.60		4.14		0.00		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170983		米谷　海柊		0		70		15		0		0		1.20		2.90		2.16		0.90		2.30		1.62		0.25		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170988		吉田　圭吾		0		68		14		0		0		1.70		4.20		3.06		1.70		4.20		3.06		0.00		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170994		𠮷川　大星		0		60		14		0		0		1.40		3.50		2.52		1.10		2.70		1.98		0.21		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170998		吉永　陸生		0		63		14		0		0		1.50		3.50		2.70		0.50		1.20		0.90		0.67		＜現状＞　　＜改善後＞		b		3

		15152011		深尾　　楽		0		0		0		0		0		1.60		3.90		2.88		1.20		2.90		2.16		0.25		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		14160363		松本　　悠里		0		65		14		0		0		1.70		4.00		3.06		0.80		2.00		1.44		0.53		＜現状＞　今まで、何も考えずに生活していたことを改めて思い知った。　＜改善後＞3人暮らしでは、これくらいの生活が環境に優しいのだということを知ることができた。		b		3				A		0		0%		a+		4		0.0%

		14160469		奈良　　光彩希		0		67		15		0		0		1.80		4.30		3.24		1.70		4.20		3.06		0.06		＜現状＞　　＜改善後＞電力消費について、コンセントを抜くなど、待機電力に目を向けることができた.		a+		5				B		0		0%		a		53		0.0%

		14160476		西田　　実花		0		67		15		0		0		1.70		4.10		3.06		1.40		3.50		2.52		0.18		＜現状＞　　＜改善後＞電気を少し気に掛けるだけで地球一個分の生活に近づけた。日本3.5個分という想像できないほどの大きなものが、現在私が生活するために必要とされている事実にびっくりさせられました。		b		3				C		0		0%		b		28		0.0%

		14160551		大村　　尚子		0		33		15		0		0		2.20		5.50		3.96		1.00		2.40		1.80		0.55		＜現状＞この様に数値に換算してみると分かりやすく私たちがどれくらい環境に負担を与えているのか理解できた。少し恐怖を覚えた。＜改善後＞「塵も積もれば山となる」の様に、皆が少しずつでも意識して改善するようにする事によって大幅によくなると感じさせられた。今後も継続すていくべきである。		a		4				D		0		0%		c		11		0.0%

		14160643		清水　　絵美理		0		52		15		0		0		2.80		6.80		5.04		1.70		4.10		3.06		0.39		＜現状＞改善できるところは、商品と旅行であると思う。安い洋服を短い期間着ることが多いのでこれは環境にとって良いとは言えない。＜改善後＞私が改善できることを反映させてみたが、それでも地球1.7個分という結果に驚いた。これ以上		b		3				F		0		0%		d		7		0.0%

		1104170002		安部　美咲		0		63		15		0		0		1.20		2.90		2.16		1.00		2.50		1.80		0.17		＜現状＞自分で想っていたより数値が高くて驚きました。　＜改善後＞少し減らすことができて良かったと思いました。これからも心がけようと思います。		a		4				合計		0		0%		合計		103		0.0%

		1104170109		春名　理沙		0		65		15		0		0		1.50		3.70		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27		＜現状＞日本人の平均と比較すると少ない結果となりましたが、ここに改善点を探して値を下げていくべきだと感じました。私はあまり環境に配慮してすごしていないと思うので、エコグッヅを使い、出来る限り運動を兼ねて徒歩や自転車ですごし、電気を使ったら消すなど少しずつ改善します。＜改善後＞		a		4

		1104170116		橋本　紗矢香		0		60		14		0		0		2.50		6.10		4.50		1.20		2.80		2.16		0.52		＜現状＞食事内容や購入品、交通手段等のあらゆるものが、エコロジカル・フットプリントとして加算されることを改めて知り、自分は結構無駄だったり、過剰・余分な生活を送っている部分があると気づきました。＜改善後＞エコロジカル・フットプリントを小さくすることは地球だけでなく、私たち自身にもメリットがあると気づくことが出来ました。例えば、購入品や電気代、娯楽にかかる費用を減らすことは、地域にもプラスですし、私たちにとっては「節約」としてプラスになります。車の利用時間や食事内容の見直しも私たちに健康をもたらします。また最近では、「ミニマリスト」という人びとが増えている理由もここにあるのではないかと思いました。		b		3

		1104170174		井手　佑香		0		50		15		0		0		1.70		4.00		3.06		0.90		2.10		1.62		0.47		＜現状＞現在はモノがあふれていて、さまざまな環境問題が生じている。これらはすべて人間の行為が引き起こしたものであるが、具体的になにをしたら地球に悪いのかが分かっていない場合がある。このクイズで自分の生活がどれほど地球に影響を与えているのか知ることができたので、日常生活で意識しようと思う。　＜改善後＞自分の生活は思ったよりもエネルギーを消費していることが分かった。食品は国産にこだわり、できるだけ車を利用せず、公共交通機関を利用するとより地球に優しいと思った。地球の資源は限られているので、地球に住むすべての人々が地球について考え、それに合った行動をするのが良いと感じた。		a		4

		1104170222		石川　楓葉		0		30		15		0		0		2.70		6.60		4.86		1.50		3.70		2.70		0.44		＜現状＞地球2.7個分とかなり高い数値となったが、原因は交通機関の利用程度だと思う。大学まで3時間近くかかること、遠征をするからである。一人一人が公共交通機関を使ったり、国産のものを選ぶなど、エコにつながる選択をすることが必要だと思う。　＜改善後＞食生活の見直しをした。地元で採れたもの、国産のものを積極的に食べるようにした。また、肉類を減らしたことも地球一個分を減らせた要因であると思う。改善シナリオで第二ラウンドを実施してみて、日常の小さな心掛けが大きく影響するのだと分かりました。		a		4

		1104170234		岩淵　奏子		0		53		14		0		0		1.40		3.40		2.52		0.60		1.50		1.08		0.57		＜現状＞自分の今の暮らしが思っていたよりも地球への負荷は少なかった。＜改善後＞極端に食事や電力量を気にしてみたが実際にこのような生活ができるかとはまた別の話だと思う。		d		1

		1104170303		河野　沙季		0		45		15		0		0		1.60		3.80		2.88		0.90		2.10		1.62		0.44		＜現状＞日常の生活をしているだけでこんなに資源が必要になるんだなと思いました。＜改善後＞前回よりも減って良かったです。		b		3

		1104170305		川瀬　祐那		0		45		15		0		0		1.30		3.20		2.34		1.10		2.60		1.98		0.15		＜現状＞この結果を見て、自分は思ったよりも環境に配慮した生活を送っているということが分かりました。乗り物をあまり利用しないことも要因の一つだと考えます。また家族で生活しているのも要因だと思いました。日本人の平均よりも少なかったのは良かったです。＜改善後＞地球一個分に近づけるために削減できそうな所を見直しました。結果的に地球1.1個分になったので良かったと思います。		c		2

		1104170321		桐山　真帆		0		58		14		0		0		1.40		3.30		2.52		1.10		2.60		1.98		0.21		＜現状＞　一人暮らしをしているので住まいや乗り物の観点ではエコなのではないかと考えました。食べ物や商品＆サービスに関して気を付けていきたいです。＜改善後＞前回で私の問題は食べ物、商品＆サービスにあることが分かったので環境に配慮した商品を買うようにしたりすることで改善されました。実家だったらどうなのだろう？と思い、実家を想定してクイズを受けてみたら地球1.8個分でした。実家での電気の消費量を気にしてみたいです。		b		3

		1104170333		小林　亜紀		0		59		15		0		0		2.10		5.00		3.78		1.00		2.40		1.80		0.52		＜現状＞現在一人暮らしをしているので、電気、ガス、灯油の消費量に関してはあまり計算結果にい影響しなかった。一番の原因は、公共交通機関の利用、飛行機などの交通部門であることが分かった。ハイブリッド車やエコカーなどの車の利用を検討し、消費活動のスケールを2分の1以下に減らすように心がけて行きたいと思いました。＜改善後＞リサイクルや車の利用を控えることによって通知が小さくなった。また、洋服、家具などの購入を減らすことによっても数値に影響を及ぼした。普段の生活の中で、少し気を遣えば地球一個分の生活に近づくことや、省エネを心がけると数値が減ることを痛感した。これからの生活の中で、これらのことを当たり前にできるよう生活していきたい。		a		4

		1104170431		松村　若奈		0		68		15		0		0		1.40		3.30		2.52		0.80		2.10		1.44		0.43		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170478		森　万由子		0		67		15		0		0		1.20		3.00		2.16		1.00		2.40		1.80		0.17		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170502		長井　愛		0		64		14		0		0		3.10		7.60		5.58		2.60		6.30		4.68		0.16		＜現状＞　　＜改善後＞		b		3

		1104170536		中西　美玲		0		64		15		0		0		1.80		4.30		3.24		1.20		2.80		2.16		0.33		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170608		岡邉　紗代子		0		64		15		0		0		1.90		4.60		3.42		1.00		2.50		1.80		0.47		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170664		尾崎　涼香		0		70		15		0		0		1.50		3.60		2.70		0.90		2.10		1.62		0.40		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170687		坂本　紗希		0		67		15		0		0		1.30		3.10		2.34		0.70		1.60		1.26		0.46		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170688		阪本　沙織		0		70		15		0		0		3.20		7.80		5.76		3.20		7.80		5.76		0.00		＜現状＞　　＜改善後＞		c		2

		1104170706		薩川　美咲		0		70		15		0		0		1.20		2.90		2.16		0.70		1.60		1.26		0.42		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170746		菅原　鈴		0		68		15		0		0		1.20		2.90		2.16		1.00		2.50		1.80		0.17		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170773		高橋　美菜		0		62		15		0		0		1.40		3.30		2.52		1.10		2.80		1.98		0.21		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170861		土本　真由香		0		69		15		0		0		1.20		3.00		2.16		1.20		3.00		2.16		0.00		＜現状＞　　＜改善後＞		c		2

		1104170911		渡邉　栞南		0		57		14		0		0		2.30		5.70		4.14		0.50		1.30		0.90		0.78		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4

		1104170938		山本　晴菜		0						0		0		1.20		2.80		2.16		0.90		2.20		1.62		0.25		＜現状＞　　＜改善後＞		a		4
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地球一個分と改善意欲の指数（男女の合計）
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地球何個分と改善率（男女合計）
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地球何個分と改善率（男子）

y = 0.1354x + 0.1208

R² = 0.119



半分の集計結果

		



地球何個分と改善率（女子）

y = 0.0431x + 0.2587

R² = 0.018



		地球何個分 チキュウナンコブン		意欲点 イヨクテン
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		1.50		4		標準誤差		0.9657677982

		1.50		3		観測数		103
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		2.00		2		残差		101		94.2034514381		0.93270744

		4.20		4		合計		102		95.4174757282

		1.20		3

		2.90		5				係数		標準誤差		t		P-値		下限 95%		上限 95%		下限 95.0%		上限 95.0%

		2.00		3		切片		3.0228428512		0.3017311399		10.0183323877		8.17671612722557E-17		2.4242894344		3.621396268		2.4242894344		3.621396268
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																																																																																現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ						改善率 カイゼンリツ

		科目コード		科目名		登録科目コード		所属学部名		所属コード		所属名		学生ID		カナ氏名		表示用氏名		英字氏名		性別		メールアドレス		履修中止		卒業見込				凡例 ハンレイ				43,579		43,642		43,649		43,656		クイズ		表示用氏名						課題合計 カダイゴウケイ		期末試験 キマツシケン		レポート		合計 ゴウケイ		成績 セイセキ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		改善率 カイゼンリツ						地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ

																																																														現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ								コメント		平均値 ヘイキンチ		1.87		4.53		3.36		1.10		2.61		1.98		0.412

																																																																														評価 ヒョウカ		点数 テンスウ

		10407133-000		エコロジー経済１				神学部		1011000		学部 神学部 神学科		1101170030		モリヤマ　ダイ		森山　大		MORIYAMA DAI		M		cgbb0030@mail2.doshisha.ac.jp												2		2		2		1		3		森山　大		1101170030		森山　大		10		68		15		93		A		1.00		2.40		1.80		1.00		2.40		1.80		0.00		＜現状＞寮生活なので光熱費は30人全員のデータしかなかったので、過剰利用が見えにくかった。＜改善後＞寮生活なので個人の努力では簡単に改善ができない。エネルギーについては寮全体で考えるべきだと思う。交通機関の利用、娯楽の部分を減らすべきと思ったが、既に必要最低限の水準であったので、これ以上は下げれない。 ゲンジョウリョウセイカツコウネツヒニンゼンインカジョウリヨウミカイゼンゴリョウセイカツコジンドリョクカンタンカイゼンリョウゼンタイカンガオモコウツウキカンリヨウゴラクブブンヘオモスデヒツヨウサイテイゲンスイジュンイジョウサ		a		4				A		10		27%		a+		3		8%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14120322		コウナイ　ケンタ		香内　　健太		KONAI KENTA		M		bem0322@mail3.doshisha.ac.jp														2				2		2		香内　　健太		14120322		香内　　健太		6		60		14		80		B		1.60		3.80		2.88		1.30		3.30		2.34		0.19		＜現状＞生活スタイルを変えることは難しいと感じた。 ゲンジョウセイカツカムツカカン		d-		0				B		11		30%		a		18		50%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14130462		ムラタ　シンリ		村田　　晋理		MURATA SHINRI		M		ben0462@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		村田　　晋理		14130462		村田　　晋理		12		68		15		95		A		1.10		2.60		1.98		0.70		1.80		1.26		0.36		<現状>環境に負荷を掛けている生活をしている実感はなかったが、趣味に多く使っていることが影響したのか、平均を上回る数値だったことに驚いた。（中略）＜改善後＞エコカーの項目で、「時々利用」から「よく利用」に変えたら、0.5ghaも下がった。環境に良いと言われながらもそれを実感しにくかったが、このように数字で示されると非常にわかりやすい。 カンキョウフカカセイカツジッカンシュミオオツカエイキョウヘイキンウワマワスウチオドロチュウリャクカイゼンゴコウモクトキドキリヨウリヨウカサカンキョウヨイジッカンスウジシメヒジョウ		b		3				C		9		24%		b		11		31%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14140407		ミズノ　スグ		水野　　直		MIZUNO SUGU		M		beo0407@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		水野　　直		14140407		水野　　直		12		27		10		49		F		1.60		3.90		2.88		1.50		3.00		2.70		0.06		<現状>実家暮らしのため、自分では光熱費を気にしていなかったが、この機に見直す必要性を感じた。（中略）もっと環境に配慮したもの尾を買う心掛けをしたほうが良いと感じた。食品については、業務スーパー等で安価な商品を買うと輸入食品になってしまうので、経済的な価格面と相談しながら何を買うべきか考えたい。 ジッカクジブンコウネツヒキキミナオヒツヨウセイカンチュウリャクカンキョウハイリョオカココロガヨカンショクヒンギョウムナドアンカショウヒンカユニュウショクヒンケイザイテキカカクメンソウダンナニカカンガ		a		4				D		3		8%		c		3		8%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14140598		オワタリ　ウキヨウ		尾渡　　右京		OWATARI UKYO		M		beo0598@mail3.doshisha.ac.jp														3						3		尾渡　　右京		14140598		尾渡　　右京		6		45		15		66		D		2.20		5.40		3.96		1.10		1.98		1.98		0.50		<現状>私は食に関する仕事に就いているため、食への意識は高いと思い込んでいた。しかし、Q12（環境に配慮した商品を選んだり、同じ商品を長く使用したり、使用後はリサイクルに出したりしていますか？）には困ってしまった。（中略）自分が本当の意味で環境問題に取り組んでいたいと認識した。 ワタシショクカンシゴトツショクイシキタカオモコカンキョウハイリョショウヒンエラオナショウヒンナガシヨウシヨウゴダコマチュウリャクジブンホントウイミカンキョウモンダイトクニンシキ		a		4				F		4		11%		d		1		3%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14140663		シラトリ　ハル		白鳥　　晴		SHIRATORI HARU		M		beo0663@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		白鳥　　晴		14140663		白鳥　　晴		14		48		13		75		C		1.80		4.30		3.24		1.20				2.16		0.33		<現状>電力や公共交通機関を利用することには意識していたが、商品、サービス、食べ物に関しては意識が無く、減らさなければならない分野だと気づいた。これらの項目が疎かになっていた理由は、価格が安い商品を選ぶことが多いからだ。少し高くても国産の食品や環境配慮型の商品を選ぶべきだと感じた。＜改善後＞日用品や食品を環境に配慮したものを選択したり、地球への思いやりと自分さえ良ければよいという心を収めることでかなりEFを削減できるものだと気づいた点が良かった。持続可能な地球の為にも日々細かい部分に意識を向けたい。 ゲンジョウデンリョクコウキョウコウツウキカンリヨウイシキショウヒンタモノカンイシキナヘブンヤキコウモクオロソリユウカカクヤスショウヒンエラオオスコタカコクサンショクヒンカンキョウハイリョガタショウヒンエラカンカイゼンゴニチヨウヒンショクヒンカンキョウハイリョセンタクチキュウオモジブンヨココロオササクゲンキテンヨジゾクカノウチキュウタメヒビコマブブンイシキム		a		4				合計 ゴウケイ		37		100%		合計 ゴウケイ		36		100%

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14150388		ミツノブ　ナオト		光延　　尚研		MITSUNOBU NAOTO		M		bep0388@mail3.doshisha.ac.jp												3		2				2		2		光延　　尚研		14150388		光延　　尚研		9		40		14		63		D		1.20		3.00		2.16		0.80		1.90		1.44		0.33		<現状>資源を利用している自覚はなかったが、多くのエネルギーを消費しているのに気付いた。 シゲンリヨウジカクオオショウヒキヅ		b		3

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14150670		タカハシ　エイト		高橋　　永人		TAKAHASHI EITO		M		bep0670@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		2		3		高橋　　永人		14150670		高橋　　永人		11		62		15		88		B		1.20		2.80		2.16		0.80		2.00		1.44		0.33		<現状>予想していたより自分の消費活動のスケールが小さくて驚いた（地球１.２個分）。＜改善後＞生鮮食品・国産品の比率を増やし、リサイクル等で環境に配慮することにより、地球一個以下の生活（０.8個分）にすることができた。意識をするだけで地球にやさしい生活を送ることができると分かり、今後の生活に活かそうと思う。 ヨソウジブンショウヒカツドウチイオドロチキュウコブンカイゼンゴセイセンショクヒンコクサンヒンヒリツフナドカンキョウハイリョチキュウイッコイカセイカツコブンイシキチキュウセイカツオクワコンゴセイカツイオモ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14150734		テラモト　ヒロキ		寺本　　博喜		TERAMOTO HIROKI		M		bep0734@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		寺本　　博喜		14150734		寺本　　博喜		15		27		15		57		F		2.50		6.10		4.50		1.10		2.70		1.98		0.56		＜現状＞現在の自分の生活では、日本や世界に非常に大きな負担を掛けていることが分かった。日本以外の国での消費量が少ないことで現在の世界の環境が保たれているのではいかと感じた。地球一つ分の生活はどのようなものなのかをイメージしながら裏面（改善後）に挑んでみたい。自分ができることは何なのかを考えながら生活スタイルを大きく変えることなく貢献できる方法を同時に考えながら取り組みたい。＜改善後＞食生活と移動手段を中心に変更した。結果的に地球一つ分の生活に近づけることができた。生活スタイルを大きく変えることなく良い結果に結びつけることができた。身近なことから意識して地球に貢献すべきだと感じた。 ゲンジョウゲンザイジブンセイカツニホンセカイヒジョウオオフタンカワニホンイガイクニショウヒリョウスクゲンザイセカイカンキョウタモカンチキュウヒトブンセイカツウラメンカイゼンゴイドジブンナニカンガセイカツオオカコウケンホウホウドウジカンガトクカイゼンゴショクセイカツイドウシュダンチュウシンヘンコウケッカテキチキュウヒトブンセイカツチカヨケッカムスミジカイシキチキュウコウケンカン		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160007		アイバ　ヒロユキ		相庭　　寛之		AIBA HIROYUKI		M		beq0007@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		相庭　　寛之		14160007		相庭　　寛之		12		62		15		89		B		1.90		4.50		3.42		1.70		4.20		3.06		0.11		＜現状＞結果は地球１.９個分(3.42 gha)で、日本の平均を下回った。理由は、自宅はオール電化で、屋根に太陽光発電を設置してあり電気を買う必要性が低いことが挙げられる。しかし地球一個分（1.8 gha）からは遠いので、更なる工夫が必要だ。通学のため大阪～京都間の公共交通機関を使う。日本社会の便利さが地球を苦しめているのかもしれない。＜改善後＞食料、衣類で工夫してみた。また、コンビニは避けて、国産のものを優先的に買うことにこだわった。また、庭で野菜を育て始めた。社会人になったら植林活動への投資も考えようと思う。 ゲンジョウケッカチキュウコブンニホンヘイキンシタマワリユウジタクデンカヤネタイヨウコウハツデンセッチデンキカヒツヨウセイヒクアチキュウイッコブントオサラクフウヒツヨウツウガクオオサカキョウトカンコウキョウコウツウキカンツカニホンシャカイベンリチキュウクルカイゼンゴショクリョウイルイクフウサコクサンユウセンテキカニワヤサイソダハジシャカイジンショクリンカツドウトウシカンガオモ		a+		5

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160024		アサダ　キヨウスケ		浅田　　恭佑		ASADA KYOSUKE		M		beq0024@mail3.doshisha.ac.jp														2		3		2		3		浅田　　恭佑		14160024		浅田　　恭佑		10		47		15		72		C		1.50		3.50		2.70		0.70		1.60		1.26		0.53		＜現状＞自分の生活が地球の何個分に相当するのかを測れたことは非常に興味深く面白い調査だと思った。＜改善後＞電力を多く消費することは地球環境に最もよくないことだと理解しました。地球のために自分にできることから始めたいと思った。 ゲンジョウジブンセイカツチキュウナンコブンソウトウハカヒジョウキョウミブカオモシロチョウサオモカイゼンゴデンリョクオオショウヒチキュウカンキョウモットリカイチキュウジブンハジオモ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160077		フクイ　リヨウガ		福井　　凌雅		FUKUI RYOGA		M		beq0077@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		3		福井　　凌雅		14160077		福井　　凌雅		12		60		15		87		B		1.50		3.50		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27		＜現状＞普段から無駄使いをしているという自覚は無かったけれど、いざ結果を見てみると地球1.5個分という暮らしをしていたことが分かった。　　＜改善後＞娯楽費や服などの出費を減らすことがかなり数値が下がることが分かった。 ゲンジョウフダンムダツカジカクナケッカミチキュウコブンクワカイゼンゴゴラクヒフクシュッピヘスウチサワ		b		3

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160186		イノウエ　ハルキ		井上　　悠希		INOUE HARUKI		M		beq0186@mail3.doshisha.ac.jp																		3		3		井上　　悠希		14160186		井上　　悠希		6		65		14		85		B		2.40		5.80		4.32		2.40		5.80		4.32		0.00		＜現状＞　節電や節水などが叫ばれている世の中で、どこかで自分は関係ないと思ってしまっていた。欲しい物や使いたいものを自分の欲のおもむくままにという姿勢ではなく、一度冷静になり、地球環境に配慮して生きていく必要があると思った。今の私の暮らしは地球2.4個分であるが、1人1人が0.1でも削減できたとしたら地球何個分の節約ができるだろうかを考えられたので、これからは自分の生活スタイルを見直そうと思う。　＜改善後＞意識が少しずつ変わってきた気がする。今まで待機電源を入れっぱなしにしていたテレビをコンセントから抜いたり、加工食品ばかりを摂らないように気を配った。こうした一つ一つの気づきの積み重ねが効果を生んでいくと思うので、これからも続けていきたいと思う。 ゲンジョウセツデンセッスイサケヨナカジブンカンケイオモホモノツカジブンヨクシセイイチドレイセイチキュウカンキョウハイリョイヒツヨウオモイマワタシクチキュウコブンヒトリヒトリサクゲンチキュウナンコブンセツヤクカンガジブンセイカツミナオオモカイゼンゴイシキスコカキイマタイキデンゲンイヌカコウショクヒントキクバヒトヒトキツカサコウカウオモツヅオモ		a+		5

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160207		イシノ　ハヤヒデ		石野　　駿英		ISHINO HAYAHIDE		M		beq0207@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		1		3		石野　　駿英		14160207		石野　　駿英		12		55		15		82		B		1.10		2.60		1.98		0.80		1.90		1.44		0.27		＜現状＞過度に物を食べたり電力を消費することは少ないと思っていたので、地球１個分よりは少なくなるだろうと予想しながら、結果を見たら少し多くて驚いた。電力をもう少し抑えられるのと、娯楽に費やしている金が明らかに多いので減らした方が地球一個分に近づくように思う。　　＜改善後＞電気の消費量と洋服や娯楽などへの出費を抑え、同じ商品を長く使用することで地球にやさしい生活ができることが分かった。他にも、自炊して、加工品に頼り切った生活をやめればもう少し数値を減らせるのかもしれないと思った。 ゲンジョウカドモノタデンリョクショウヒスクオモチキュウコブンスクヨソウケッカミスコオオオドロデンリョクスコオサゴラクツイカネアキオオヘホウチキュウイッコブンチカオモカイゼンゴデンキショウヒリョウヨウフクゴラクシュッピオサオナショウヒンナガシヨウチキュウセイカツワホカジスイカコウヒンタヨキセイカツスコスウチヘオモ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160213		イワモト　タクロウ		岩本　　拓郎		IWAMOTO TAKURO		M		beq0213@mail3.doshisha.ac.jp												3				3		3		3		岩本　　拓郎		14160213		岩本　　拓郎		12		48		15		75		C		1.40		3.30		2.52		0.90		2.20		1.62		0.36		＜現状＞自分の暮らしが1個分だったとは思っていませんでした。もう少し工夫すべきだと思いました。　　＜改善後＞今回は移動の量を少し前回より減らしてみました。すると一個分に近づきました。 ゲンジョウジブンクコブンオモスコクフウオモカイゼンゴコンカイイドウリョウスコゼンカイヘイッコブンチカ		b		3

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160326		クロキ　ケンユウ		黒木　　賢雄		KUROKI KENYU		M		beq0326@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		黒木　　賢雄		14160326		黒木　　賢雄		15		50		14		79		C		2.20		5.50		3.96		1.00		2.40		1.80		0.55		＜現状＞私の結果は平均とほぼ同じで、私自身の暮らしも1/２以下にすることが求められている。私たち一人一人がどのくらい地球にダメージを与えているかをしっかり認識し、1人1人が意識して、与えるダメージを減らしていかなくてはいけないと感じた。　　＜改善後＞改善する前と比べて約半分になった。改善した点はそれほど多くないにも関わらず、このような結果になるのは驚きであった。私たちは一人で生きているわけではないので、将来の世代にも快適に住んでもらうための一人一人の努力は必要不可欠である。普段の生活から気を付けていこうと思った。 ゲンジョウワタシケッカヘイキンオナワタシジシンクイカモトワタシヒトリヒトリチキュウアタニンシキヒトリヒトリイシキアタヘカンカイゼンゴカイゼンマエクラヤクハンブンカイゼンテンオオカカケッカオドロワタシヒトリイショウライセダイカイテキスヒトリヒトリドリョクヒツヨウフカケツフダンセイカツキツオモ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160413		モリモト　リヨウタ		森本　　凌大		MORIMOTO RYOTA		M		beq0413@mail3.doshisha.ac.jp												3		2						2		森本　　凌大		14160413		森本　　凌大		7		58		15		80		B		2.00		4.90		3.60		1.20		2.90		2.16		0.40		＜改善後＞改善シナリオで現状より数値を減らせて良かった。 カイゼンゲンジョウスウチヘヨ		c		2

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160578		オウ　タカヒロ		王　　　隆浩		O TAKAHIRO		M		beq0578@mail3.doshisha.ac.jp														3		3				3		王　　　隆浩		14160578		王　　　隆浩		9		70		15		94		A		4.20		10.20		7.56		1.10		2.60		1.98		0.74		＜現状＞現在では発展途上国の工業汚染が多く注目されていますが、我々先進国家に住んでいる人々も多くの犠牲をこうむることなく、生活習慣を変えることによって地球への負担を減らせると感じました。　　＜改善後＞現在の生活が豊であることから、このような日々の生活で知らないうちに多く、環境への負担をかけてしまいました。これからは気を付けて生活します。 ゲンジョウゲンザイハッテントジョウコクコウギョウオセンオオチュウモクワレワレセンシンコッカスヒトビトオオギセイセイカツシュウカンカチキュウフタンヘカンカイゼンゴゲンザイセイカツユタカヒビセイカツシオオカンキョウフタンキツセイカツ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160592		サカグチ　マサキ		坂口　　将樹		SAKAGUCHI MASAKI		M		beq0592@mail3.doshisha.ac.jp														3		2		2		3		坂口　　将樹		14160592		坂口　　将樹		10		53		15		78		C		1.20		3.00		2.16		0.60		1.30		1.08		0.50		＜現状＞私は車は使いませんが、それ以外のところで改善できると思いました。　　＜改善後＞基本的に地球に優しい生き方をするように改善するだけで、かなり数値が変わってきた。 ゲンジョウワタシクルマツカイガイカイゼンオモカイゼンゴキホンテキチキュウヤサイカタカイゼンスウチカ		b		3

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160606		ササキ　シヨウタ		佐々木　奨太		SASAKI SHOTA		M		beq0606@mail3.doshisha.ac.jp												3				3				3		佐々木　奨太		14160606		佐々木　奨太		9		52		15		76		C		2.90		7.20		5.22		2.70		6.50		4.86		0.07		＜現状＞分析結果を見て驚いた。平均2.4個分に対して、私の結果は2.9個分、約３個分に匹敵する。これは正直驚いた。節約できることは多くあると思う。普段、生活するなかで、意識して、考えて行動しようと思うきっかけにしようと思った。　　＜改善後＞普段の生活では、冷凍食品やインスタント食品などを食べる割合が高い。改善前と比べ、普段の生活において環境面などに対して意識するようになった。 ゲンジョウブンセキケッカミオドロヘイキンコブンタイワタシケッカコブンヤクコブンヒッテキショウジキオドロセツヤクオオオモフダンセイカツイシキカンガコウドウオモオモカイゼンゴフダンセイカツレイトウショクヒンショクヒンタワリアイタカカイゼンマエクラフダンセイカツカンキョウメンタイイシキ		a+		5

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160720		タナカ　ヒロキ		田中　　裕貴		TANAKA HIROKI		M		beq0720@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		2		3		田中　　裕貴		14160720		田中　　裕貴		13		29		15		57		F		2.00		4.90		3.60		2.00		4.80		3.60		0.00		＜現状＞自分は想像以上に地球に負担をかけていると感じたので、気を付けようと考えました。　＜改善後＞ ゲンジョウジブンソウゾウイジョウチキュウフタンカンキツカンガカイゼンゴ		b		3

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		14160756		トダ　ライジユ		戸田　　来寿		TODA RAIJU		M		beq0756@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		3		戸田　　来寿		14160756		戸田　　来寿		12		58		15		85		B		1.90		4.70		3.42		1.00		2.40		1.80		0.47		＜現状＞私の家族ではエコカーを使用したりエアコンを控えたりと環境に気を遣っていたつもりだったが、その程度は地球環境は全く改善されないのだと思った。　　＜改善後＞何とか地球一個分になるように調整したが、食事や光熱費、娯楽費に至るまで我慢しなければならないと感じた。実質生活レベルを一段階下げるほどの調整をしたと思う。 ゲンジョウワタシカゾクシヨウヒカカンキョウキツカテイドチキュウカンキョウマッタカイゼンオモカイゼンゴナンチキュウイッコブンチョウセイショクジコウネツヒゴラクヒイタガマンカンジッシツセイカツイチダンカイサチョウセイオモ		b		3

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170010		アキヨシ　ユウキ		秋吉　優樹		AKIYOSHI YUKI		M		cgeb0010@mail3.doshisha.ac.jp												3		1		2		1		3		秋吉　優樹		1104170010		秋吉　優樹		10		70		14		94		A		2.00		4.80		3.60		0.80		1.90		1.44		0.60		＜現状＞普段何気なく暮らしているが、その生活が地球に大きな負担をかけていることが分かった。　　＜改善後＞徒歩や自転車で行ける距離ならできるだけ車は使わ、車を使う前にバスで行けないかを考える。また車に乗るのはできるだけ多くの人が乗るようにすると地球への負担は減る。 ゲンジョウフダンナニゲクセイカツチキュウオオフタンワカイゼンゴトホジテンシャイキョリクルマツカクルマツカマエイカンガクルマノオオヒトノチキュウフタンヘ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170021		アラカワ　ユキヒロ		荒川　幸寛		ARAKAWA YUKIHIRO		M		cgeb0021@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		荒川　幸寛		1104170021		荒川　幸寛		15		65		15		95		A		1.40		3.40		2.52		0.70		1.60		1.26		0.50		＜現状＞食べ物：生鮮食品が少ない→加工食品が多い。乗り物：自転車しか乗らないので、比較的環境負荷が少ない。住まい：通信など電気使用量が多い。　　＜改善後＞ ゲンジョウタモノセイセンショクヒンスクカコウショクヒンオオノモノジテンシャノヒカクテキカンキョウフカスクスツウシンデンキシヨウリョウオオカイゼンゴ		c		2

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170051		エサキ　シュウイチロウ		江崎　修一郎		ESAKI SHUICHIRO		M		cgeb0051@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		江崎　修一郎		1104170051		江崎　修一郎		15		68		15		98		A		1.30		3.10		2.34		1.10		2.60		1.98		0.15		＜現状＞自分ではそんなに資源を使っているつもりはなかったにも関わらず、1.3個分も地球の資源を使う必要があるのかと衝撃を受けた。仮説としては、もっと自炊をしてリサイクル量を増やせば地球１個分に収まると思った。　　＜改善後＞国産のモノを買うことと、環境に配慮した商品を選び、リサイクルを行うようにすることで地球一個分に近づくことができた。こうした意識が地球を守っていくために大切だということに気づくことができた。社会的共通資本としての環境を小さな努力で守っていけるなら実践してみようと思った。 ゲンジョウジブンシゲンツカカカコブンチキュウシゲンツカヒツヨウショウゲキウカセツジスイリョウフチキュウコブンオサオモカイゼンゴコクサンカカンキョウハイリョショウヒンエラオコナチキュウイッコブンチカイシキチキュウマモタイセツキシャカイテキキョウツウシホンカンキョウチイドリョクマモジッセンオモ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170067		フカザワ　ダイチ		深澤　大智		FUKAZAWA DAICHI		M		cgeb0067@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		深澤　大智		1104170067		深澤　大智		14		46		14		74		C		2.00		5.00		3.60		1.00		2.50		1.80		0.50		＜現状＞現状、私たちの生活では、あまりにもエコフットプリント数が高いなと感じました。　　＜改善後＞自分の意識が変わるだけで、全く違った結果が出るのだなと思いました。なので人びとが少しだけでも意識を持つだけで、環境にとって良いことが分かりました。 ゲンジョウゲンジョウワタシセイカツスウタカカンカイゼンゴジブンイシキカマッタチガケッカデオモヒトスコイシキモカンキョウヨワ		b		3

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170071		フクダ　タカヒロ		福田　高大		FUKUDA TAKAHIRO		M		cgeb0071@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3				3		福田　高大		1104170071		福田　高大		11		38		14		63		D		1.40		3.30		2.52		1.40		3.40		2.52		0.00		＜現状＞自分はエコな人間であることが分かった。平均値とどこで差がついたのかわからないが、今後やよりエコな生活を心がけようと思う。　　＜改善後＞ ゲンジョウジブンニンゲンワヘイキンチサコンゴセイカツココロオモカイゼンゴ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170081		フルヤ　リョウ		古家　諒		FURUYA RYO		M		cgeb0081@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3				3		古家　諒		1104170081		古家　諒		12		45		15		72		C		1.80		4.30		3.24		0.50		1.10		0.90		0.72		＜現状＞私の移動距離は長いのですが、移動手段はほとんどが自転車や電車です。車も軽自動車です。とはいえ、地球一個分では済まないことが良く分かりました。＜改善後＞第一ラウンドと比べて、圧倒的に理にかなった生活に改善することができましたが、とても現実的であるとは言えない。全人類が協力して全員が最低限の生活を受け入れることができれば、地球の寿命がかなり延びるのではないかと思いました。 ゲンジョウワタシイドウキョリナガイドウシュダンジテンシャデンシャクルマケイジドウシャチキュウイッコブンスヨワカイゼンゴダイイチクラアットウテキリセイカツカイゼンゲンジツテキイゼンジンルイキョウリョクゼンインサイテイゲンセイカツウイチキュウジュミョウノオモ		b		3

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170128		ハヤシ　リョウスケ		林　良祐		HAYASHI RYOSUKE		M		cgeb0128@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		林　良祐		1104170128		林　良祐		14		45		15		74		C		1.20		3.00		2.16		1.00		2.40		1.80		0.17		＜現状＞一人暮らしにしては電気を使い過ぎている。公共の乗り物は用が無い限り使わず、基本、自転車は続けたい。　＜改善後＞驚いたことに、地球一個分になった。電気の使用量は夏と冬には増えがちなので今後気を付けたい。また車に乗るようになるとエネルギーを使うことになるので、ハイブリッド車にしたり、他の分野に気を付けたい。 ゲンジョウヒトリグデンキツカスコウキョウノモノヨウナカギツカキホンジテンシャツヅカイゼンゴデンキシヨウリョウナツフユフコンゴキツクルマノツカシャタブンヤキツ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170131		ヘンミ　ケイゴ		逸見　圭吾		HEMMI KEIGO		M		cgeb0131@mail3.doshisha.ac.jp												2		2		2				3		逸見　圭吾		1104170131		逸見　圭吾		9		65		14		88		B		1.40		3.30		2.52		0.70		1.70		1.26		0.50		＜現状＞自分のエコロジカルフットプリントは少なくて良かった。　＜改善後＞肉・魚によるコスト（肉なら飼料、魚なら船）が大きいと考え、削減してみた。ガス消費を減らし、歩くようにした。 ゲンジョウジブンスクヨカイゼンゴニクサカナニクシリョウサカナフネオオカンガサクゲンショウヒヘアル		c		2

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170140		ヒラバヤシ　ナリタカ		平林　成賢		HIRABAYASHI NARITAKA		M		cgeb0140@mail3.doshisha.ac.jp														2		3				3		平林　成賢		1104170140		平林　成賢		8		68		14		90		A		3.90		9.40		7.02		0.70		1.70		1.26		0.82		＜現状＞日本人の平均が2.3個分なことに驚いた。自分の場合は地球3.9個分だった。それほど使っているつもりはなかったのだが、地球資源を日本人平均より多く使っていることから節制しなければならないと感じた。＜改善後＞少しの意識改革でこれほど減少するのであれば、本格的にする必要があると感じた。食べ物や買い物、少し歩いて帰るなどはできることであるので実践していきたいと思います。 ゲンジョウニホンジンヘイキンコブンオドロジブンバアイチキュウコブンツカチキュウシゲンニホンジンヘイキンオオツカセッセイカンカイゼンゴスコイシキカイカクゲンショウホンカクテキヒツヨウカンタモノカモノスコアルカエジッセンオモ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170155		ヒロセ　イオリ		廣瀬　伊織		HIROSE IORI		M		cgeb0155@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		廣瀬　伊織		1104170155		廣瀬　伊織		14		53		14		81		B		1.80		4.40		3.24		1.30		3.10		2.34		0.28		＜現状＞普段のせいかつを見直してみて、日本人の平均値より低かったのは良かったかなと思います。公共交通機関を頻繁に利用していることが特徴だと思います。電気、ガス消費は抑えることができるものなのでそれらを無駄使いしないように気を付けることが大切である。＜改善後＞現状を把握した上で、電気使用量、車の移動距離を減らすようにしてみました。それによりより地球一個分に使づけることができたので目標は達成できたと思う。洋服などに使うお金はどこに影響するほかも気になってきました。 ゲンジョウフダンミナオニホンジンヘイキンチヒクヨオモコウキョウコウツウキカンヒンパンリヨウトクチョウオモデンキショウヒオサムダヅカキツタイセツカイゼンゴゲンジョウハアクウエデンキシヨウリョウクルマイドウキョリヘチキュウイッコブンツカモクヒョウタッセイオモヨウフクツカカネエイキョウキ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170167		ホリキリ　アツシ		堀切　敦史		HORIKIRI ATSUSHI		M		cgeb0167@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2				3		堀切　敦史		1104170167		堀切　敦史		10		20		14		44		F		2.40		5.80		4.32		1.30		3.10		2.34		0.46		＜現状＞自分のエコロジカル・フットプリントが日本5.8個分となったが、自分では質素に生きてきたつもりだったのでとても驚いた。商品の購入量が多いのと、冷凍食品、輸入食品、加工食品が多いのは改善点だと思う。＜改善後＞ ゲンジョウジブンニホンコブンジブンシッソイオドロショウヒンコウニュウリョウオオレイトウショクヒンユニュウショクヒンカコウショクヒンオオカイゼンテンオモカイゼンゴ		b		3

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170209		イノウエ　ユウキ		井上　湧基		INOUE YUKI		M		cgeb0209@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		井上　湧基		1104170209		井上　湧基		15		63		15		93		A		1.90		4.60		3.42		0.40		0.90		0.72		0.79		＜現状＞現在、環境に配慮した生活を全く送っていないことに気づかされた（地球1.9個分）。一人一人が見直していけば改善されるのではないだろうか。　＜改善後＞人間的な生活を送らなければエコな生活はできるが、人間の最低限度の生活をしようとするとどうしても環境を傷付けてしまうことが分かった。 ゲンジョウゲンザイカンキョウハイリョセイカツマッタオクキチキュウコブンヒトリヒトリミナオカイゼンカイゼンゴニンゲンテキセイカツオクセイカツニンゲンサイテイゲンドセイカツカンキョウキズツワ		b		3

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170260		カミカド　ダイキ		上門　大貴		KAMIKADO DAIKI		M		cgeb0260@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		上門　大貴		1104170260		上門　大貴		12		70		15		97		A		2.20		5.40		3.96		1.00		2.50		1.80		0.55		＜現状＞自分のエコロジカル・フットプリントはおよそ日本人の平均値であることが分かった。ただ、日本のような先進国で多くの人が今のような生活を続けていけば地球がいくつあっても足りないと思う。世界中の豊かな生活を送る人々が自分の暮らしがいかに地球に負荷を掛けているか理解し、地球に優しい暮らしをしなければならないだろう。　　＜改善後＞電気やガスの使用量については詳しくわからないが、ほんのすこしでもそれぞれの項目で地球に良いことをすれば、エコロジカル・フットプリントは小さくなると思った。そのことを多くの人が知り、実践すべきである。 ゲンジョウジブンニホンジンヘイキンチワニホンセンシンコクオオヒトイマセイカツツヅチキュウタオモセカイジュウユタセイカツオクヒトビトジブンクチキュウフカカリカイチキュウヤサクカイゼンゴデンキシヨウリョウクワコウモクチキュウヨチイオモオオヒトシジッセン		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170262		カモ　タイガ		加茂　大河		KAMO TAIGA		M		cgeb0262@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3				3		加茂　大河		1104170262		加茂　大河		12		60		14		86		B		2.00		4.90		3.60		0.90		2.30		1.62		0.55		＜現状＞現在は京都での一人暮らしのためあまり車を使わないが、実家に戻って車を手にした場合、使い過ぎないようにしようと思った。また、電気ガスも実家だと今より多く使うと思うので気をつけたい。＜改善後＞車に乗る時にハイブリッド車に乗ったり、リサイクルを積極的に行うことにより、思った以上に数値が減って驚いた。また、食べる際には、無駄に大食いせず、必要な分だけを食べていきたい。 ゲンジョウゲンザイキョウトヒトリククルマツカジッカモドクルマテバアイツカスオモデンキジッカイマオオツカオモキクルマノトキシャノセッキョクテキオコナオモイジョウスウチヘオドロタサイムダオオグヒツヨウブンタ		a		4

		10407133-000		エコロジー経済１				経済学部		1041000		学部 経済学部 経済学科		1104170278		カシワギ　ユウスケ		柏木　佑輔		KASHIWAGI YUSUKE		M		cgeb0278@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		柏木　佑輔		1104170278		柏木　佑輔		12		65		14		91		A		2.00		4.90		3.60		1.10		2.80		1.98		0.45		＜現状＞当たり前のように暮らしているだけでこれほどの資源を使っているのだと痛感させられました。もう少し意識的に資源を利用しようと思います　　＜改善後＞現状より理想に近づけることはできましたが、かなり意識的に生活しないとこの結果通りにはできないと感じました。正直この様に暮らしていくのは難しいと思います。 ゲンジョウアマエクシゲンツカツウカンスコイシキテキシゲンリヨウオモカイゼンゴゲンジョウリソウチカイシキテキセイカツケッカドオカンショウジキヨウクムツカオモ		d		1

																				女子 ジョシ		0

																				男子 ダンシ		37

																				合計 ゴウケイ		37
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																																																																				現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ						改善率 カイゼンリツ

		学生ID		カナ氏名		表示用氏名		英字氏名		性別		メールアドレス		履修中止		卒業見込				凡例 ハンレイ				43,579		43,642		43,649		43,656		クイズ		表示用氏名						課題合計 カダイゴウケイ		期末試験 キマツシケン		レポート		合計 ゴウケイ		成績 セイセキ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		改善率 カイゼンリツ						地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ

																																																		現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ								コメント		平均値 ヘイキンチ		0.38		0.00		0.00		3.43		0.00		0.00		-8.091

																																																																		評価 ヒョウカ		点数 テンスウ

		1101170030		モリヤマ　ダイ		森山　大		MORIYAMA DAI		M		cgbb0030@mail2.doshisha.ac.jp												2		2		2		1		3		森山　大		1101170030		森山　大		10		68		15		93		A		1.00		2.40		1.80		1.00		2.40		1.80		0.00		＜現状＞寮生活なので光熱費は30人全員のデータしかなかったので、過剰利用が見えにくかった。＜改善後＞寮生活なので個人の努力では簡単に改善ができない。エネルギーについては寮全体で考えるべきだと思う。交通機関の利用、娯楽の部分を減らすべきと思ったが、既に必要最低限の水準であったので、これ以上は下げれない。 ゲンジョウリョウセイカツコウネツヒニンゼンインカジョウリヨウミカイゼンゴリョウセイカツコジンドリョクカンタンカイゼンリョウゼンタイカンガオモコウツウキカンリヨウゴラクブブンヘオモスデヒツヨウサイテイゲンスイジュンイジョウサ		a		4				A		15		0%		a+		4		0%

		14120322		コウナイ　ケンタ		香内　　健太		KONAI KENTA		M		bem0322@mail3.doshisha.ac.jp														2				2		2		香内　　健太		14120322		香内　　健太		6		60		14		80		B		1.60		3.80		2.88		1.30		3.30		2.34		0.19		＜現状＞生活スタイルを変えることは難しいと感じた。 ゲンジョウセイカツカムツカカン		d-		0				B		16		0%		a		24		0%

		14130462		ムラタ　シンリ		村田　　晋理		MURATA SHINRI		M		ben0462@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		村田　　晋理		14130462		村田　　晋理		12		68		15		95		A		1.10		2.60		1.98		0.70		1.80		1.26		0.36		<現状>環境に負荷を掛けている生活をしている実感はなかったが、趣味に多く使っていることが影響したのか、平均を上回る数値だったことに驚いた。（中略）＜改善後＞エコカーの項目で、「時々利用」から「よく利用」に変えたら、0.5ghaも下がった。環境に良いと言われながらもそれを実感しにくかったが、このように数字で示されると非常にわかりやすい。 カンキョウフカカセイカツジッカンシュミオオツカエイキョウヘイキンウワマワスウチオドロチュウリャクカイゼンゴコウモクトキドキリヨウリヨウカサカンキョウヨイジッカンスウジシメヒジョウ		b		3				C		12		0%		b		17		0%

		14140407		ミズノ　スグ		水野　　直		MIZUNO SUGU		M		beo0407@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		水野　　直		14140407		水野　　直		12		27		10		49		F		1.60		3.90		2.88		1.50		3.00		2.70		0.06		<現状>実家暮らしのため、自分では光熱費を気にしていなかったが、この機に見直す必要性を感じた。（中略）もっと環境に配慮したもの尾を買う心掛けをしたほうが良いと感じた。食品については、業務スーパー等で安価な商品を買うと輸入食品になってしまうので、経済的な価格面と相談しながら何を買うべきか考えたい。 ジッカクジブンコウネツヒキキミナオヒツヨウセイカンチュウリャクカンキョウハイリョオカココロガヨカンショクヒンギョウムナドアンカショウヒンカユニュウショクヒンケイザイテキカカクメンソウダンナニカカンガ		a		4				D		4		0%		c		4		0%

		14140598		オワタリ　ウキヨウ		尾渡　　右京		OWATARI UKYO		M		beo0598@mail3.doshisha.ac.jp														3						3		尾渡　　右京		14140598		尾渡　　右京		6		45		15		66		D		2.20		5.40		3.96		1.10		1.98		1.98		0.50		<現状>私は食に関する仕事に就いているため、食への意識は高いと思い込んでいた。しかし、Q12（環境に配慮した商品を選んだり、同じ商品を長く使用したり、使用後はリサイクルに出したりしていますか？）には困ってしまった。（中略）自分が本当の意味で環境問題に取り組んでいたいと認識した。 ワタシショクカンシゴトツショクイシキタカオモコカンキョウハイリョショウヒンエラオナショウヒンナガシヨウシヨウゴダコマチュウリャクジブンホントウイミカンキョウモンダイトクニンシキ		a		4				F		5		0%		d		2		0%

		14140663		シラトリ　ハル		白鳥　　晴		SHIRATORI HARU		M		beo0663@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		白鳥　　晴		14140663		白鳥　　晴		14		48		13		75		C		1.80		4.30		3.24		1.20				2.16		0.33		<現状>電力や公共交通機関を利用することには意識していたが、商品、サービス、食べ物に関しては意識が無く、減らさなければならない分野だと気づいた。これらの項目が疎かになっていた理由は、価格が安い商品を選ぶことが多いからだ。少し高くても国産の食品や環境配慮型の商品を選ぶべきだと感じた。＜改善後＞日用品や食品を環境に配慮したものを選択したり、地球への思いやりと自分さえ良ければよいという心を収めることでかなりEFを削減できるものだと気づいた点が良かった。持続可能な地球の為にも日々細かい部分に意識を向けたい。 ゲンジョウデンリョクコウキョウコウツウキカンリヨウイシキショウヒンタモノカンイシキナヘブンヤキコウモクオロソリユウカカクヤスショウヒンエラオオスコタカコクサンショクヒンカンキョウハイリョガタショウヒンエラカンカイゼンゴニチヨウヒンショクヒンカンキョウハイリョセンタクチキュウオモジブンヨココロオササクゲンキテンヨジゾクカノウチキュウタメヒビコマブブンイシキム		a		4				合計 ゴウケイ		52		0%		合計 ゴウケイ		51		0%

		14150388		ミツノブ　ナオト		光延　　尚研		MITSUNOBU NAOTO		M		bep0388@mail3.doshisha.ac.jp												3		2				2		2		光延　　尚研		14150388		光延　　尚研		9		40		14		63		D		1.20		3.00		2.16		0.80		1.90		1.44		0.33		<現状>資源を利用している自覚はなかったが、多くのエネルギーを消費しているのに気付いた。 シゲンリヨウジカクオオショウヒキヅ		b		3

		14150670		タカハシ　エイト		高橋　　永人		TAKAHASHI EITO		M		bep0670@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		2		3		高橋　　永人		14150670		高橋　　永人		11		62		15		88		B		1.20		2.80		2.16		0.80		2.00		1.44		0.33		<現状>予想していたより自分の消費活動のスケールが小さくて驚いた（地球１.２個分）。＜改善後＞生鮮食品・国産品の比率を増やし、リサイクル等で環境に配慮することにより、地球一個以下の生活（０.8個分）にすることができた。意識をするだけで地球にやさしい生活を送ることができると分かり、今後の生活に活かそうと思う。 ヨソウジブンショウヒカツドウチイオドロチキュウコブンカイゼンゴセイセンショクヒンコクサンヒンヒリツフナドカンキョウハイリョチキュウイッコイカセイカツコブンイシキチキュウセイカツオクワコンゴセイカツイオモ		a		4

		14150734		テラモト　ヒロキ		寺本　　博喜		TERAMOTO HIROKI		M		bep0734@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		寺本　　博喜		14150734		寺本　　博喜		15		27		15		57		F		2.50		6.10		4.50		1.10		2.70		1.98		0.56		＜現状＞現在の自分の生活では、日本や世界に非常に大きな負担を掛けていることが分かった。日本以外の国での消費量が少ないことで現在の世界の環境が保たれているのではいかと感じた。地球一つ分の生活はどのようなものなのかをイメージしながら裏面（改善後）に挑んでみたい。自分ができることは何なのかを考えながら生活スタイルを大きく変えることなく貢献できる方法を同時に考えながら取り組みたい。＜改善後＞食生活と移動手段を中心に変更した。結果的に地球一つ分の生活に近づけることができた。生活スタイルを大きく変えることなく良い結果に結びつけることができた。身近なことから意識して地球に貢献すべきだと感じた。 ゲンジョウゲンザイジブンセイカツニホンセカイヒジョウオオフタンカワニホンイガイクニショウヒリョウスクゲンザイセカイカンキョウタモカンチキュウヒトブンセイカツウラメンカイゼンゴイドジブンナニカンガセイカツオオカコウケンホウホウドウジカンガトクカイゼンゴショクセイカツイドウシュダンチュウシンヘンコウケッカテキチキュウヒトブンセイカツチカヨケッカムスミジカイシキチキュウコウケンカン		a		4

		14160007		アイバ　ヒロユキ		相庭　　寛之		AIBA HIROYUKI		M		beq0007@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		相庭　　寛之		14160007		相庭　　寛之		12		62		15		89		B		1.90		4.50		3.42		1.70		4.20		3.06		0.11		＜現状＞結果は地球１.９個分(3.42 gha)で、日本の平均を下回った。理由は、自宅はオール電化で、屋根に太陽光発電を設置してあり電気を買う必要性が低いことが挙げられる。しかし地球一個分（1.8 gha）からは遠いので、更なる工夫が必要だ。通学のため大阪～京都間の公共交通機関を使う。日本社会の便利さが地球を苦しめているのかもしれない。＜改善後＞食料、衣類で工夫してみた。また、コンビニは避けて、国産のものを優先的に買うことにこだわった。また、庭で野菜を育て始めた。社会人になったら植林活動への投資も考えようと思う。 ゲンジョウケッカチキュウコブンニホンヘイキンシタマワリユウジタクデンカヤネタイヨウコウハツデンセッチデンキカヒツヨウセイヒクアチキュウイッコブントオサラクフウヒツヨウツウガクオオサカキョウトカンコウキョウコウツウキカンツカニホンシャカイベンリチキュウクルカイゼンゴショクリョウイルイクフウサコクサンユウセンテキカニワヤサイソダハジシャカイジンショクリンカツドウトウシカンガオモ		a+		5

		14160024		アサダ　キヨウスケ		浅田　　恭佑		ASADA KYOSUKE		M		beq0024@mail3.doshisha.ac.jp														2		3		2		3		浅田　　恭佑		14160024		浅田　　恭佑		10		47		15		72		C		1.50		3.50		2.70		0.70		1.60		1.26		0.53		＜現状＞自分の生活が地球の何個分に相当するのかを測れたことは非常に興味深く面白い調査だと思った。＜改善後＞電力を多く消費することは地球環境に最もよくないことだと理解しました。地球のために自分にできることから始めたいと思った。 ゲンジョウジブンセイカツチキュウナンコブンソウトウハカヒジョウキョウミブカオモシロチョウサオモカイゼンゴデンリョクオオショウヒチキュウカンキョウモットリカイチキュウジブンハジオモ		a		4

		14160077		フクイ　リヨウガ		福井　　凌雅		FUKUI RYOGA		M		beq0077@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		3		福井　　凌雅		14160077		福井　　凌雅		12		60		15		87		B		1.50		3.50		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27		＜現状＞普段から無駄使いをしているという自覚は無かったけれど、いざ結果を見てみると地球1.5個分という暮らしをしていたことが分かった。　　＜改善後＞娯楽費や服などの出費を減らすことがかなり数値が下がることが分かった。 ゲンジョウフダンムダツカジカクナケッカミチキュウコブンクワカイゼンゴゴラクヒフクシュッピヘスウチサワ		b		3

		14160186		イノウエ　ハルキ		井上　　悠希		INOUE HARUKI		M		beq0186@mail3.doshisha.ac.jp																		3		3		井上　　悠希		14160186		井上　　悠希		6		65		14		85		B		2.40		5.80		4.32		2.40		5.80		4.32		0.00		＜現状＞　節電や節水などが叫ばれている世の中で、どこかで自分は関係ないと思ってしまっていた。欲しい物や使いたいものを自分の欲のおもむくままにという姿勢ではなく、一度冷静になり、地球環境に配慮して生きていく必要があると思った。今の私の暮らしは地球2.4個分であるが、1人1人が0.1でも削減できたとしたら地球何個分の節約ができるだろうかを考えられたので、これからは自分の生活スタイルを見直そうと思う。　＜改善後＞意識が少しずつ変わってきた気がする。今まで待機電源を入れっぱなしにしていたテレビをコンセントから抜いたり、加工食品ばかりを摂らないように気を配った。こうした一つ一つの気づきの積み重ねが効果を生んでいくと思うので、これからも続けていきたいと思う。 ゲンジョウセツデンセッスイサケヨナカジブンカンケイオモホモノツカジブンヨクシセイイチドレイセイチキュウカンキョウハイリョイヒツヨウオモイマワタシクチキュウコブンヒトリヒトリサクゲンチキュウナンコブンセツヤクカンガジブンセイカツミナオオモカイゼンゴイシキスコカキイマタイキデンゲンイヌカコウショクヒントキクバヒトヒトキツカサコウカウオモツヅオモ		a+		5

		14160207		イシノ　ハヤヒデ		石野　　駿英		ISHINO HAYAHIDE		M		beq0207@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		1		3		石野　　駿英		14160207		石野　　駿英		12		55		15		82		B		1.10		2.60		1.98		0.80		1.90		1.44		0.27		＜現状＞過度に物を食べたり電力を消費することは少ないと思っていたので、地球１個分よりは少なくなるだろうと予想しながら、結果を見たら少し多くて驚いた。電力をもう少し抑えられるのと、娯楽に費やしている金が明らかに多いので減らした方が地球一個分に近づくように思う。　　＜改善後＞電気の消費量と洋服や娯楽などへの出費を抑え、同じ商品を長く使用することで地球にやさしい生活ができることが分かった。他にも、自炊して、加工品に頼り切った生活をやめればもう少し数値を減らせるのかもしれないと思った。 ゲンジョウカドモノタデンリョクショウヒスクオモチキュウコブンスクヨソウケッカミスコオオオドロデンリョクスコオサゴラクツイカネアキオオヘホウチキュウイッコブンチカオモカイゼンゴデンキショウヒリョウヨウフクゴラクシュッピオサオナショウヒンナガシヨウチキュウセイカツワホカジスイカコウヒンタヨキセイカツスコスウチヘオモ		a		4

		14160213		イワモト　タクロウ		岩本　　拓郎		IWAMOTO TAKURO		M		beq0213@mail3.doshisha.ac.jp												3				3		3		3		岩本　　拓郎		14160213		岩本　　拓郎		12		48		15		75		C		1.40		3.30		2.52		0.90		2.20		1.62		0.36		＜現状＞自分の暮らしが1個分だったとは思っていませんでした。もう少し工夫すべきだと思いました。　　＜改善後＞今回は移動の量を少し前回より減らしてみました。すると一個分に近づきました。 ゲンジョウジブンクコブンオモスコクフウオモカイゼンゴコンカイイドウリョウスコゼンカイヘイッコブンチカ		b		3

		14160326		クロキ　ケンユウ		黒木　　賢雄		KUROKI KENYU		M		beq0326@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		黒木　　賢雄		14160326		黒木　　賢雄		15		50		14		79		C		2.20		5.50		3.96		1.00		2.40		1.80		0.55		＜現状＞私の結果は平均とほぼ同じで、私自身の暮らしも1/２以下にすることが求められている。私たち一人一人がどのくらい地球にダメージを与えているかをしっかり認識し、1人1人が意識して、与えるダメージを減らしていかなくてはいけないと感じた。　　＜改善後＞改善する前と比べて約半分になった。改善した点はそれほど多くないにも関わらず、このような結果になるのは驚きであった。私たちは一人で生きているわけではないので、将来の世代にも快適に住んでもらうための一人一人の努力は必要不可欠である。普段の生活から気を付けていこうと思った。 ゲンジョウワタシケッカヘイキンオナワタシジシンクイカモトワタシヒトリヒトリチキュウアタニンシキヒトリヒトリイシキアタヘカンカイゼンゴカイゼンマエクラヤクハンブンカイゼンテンオオカカケッカオドロワタシヒトリイショウライセダイカイテキスヒトリヒトリドリョクヒツヨウフカケツフダンセイカツキツオモ		a		4

		14160413		モリモト　リヨウタ		森本　　凌大		MORIMOTO RYOTA		M		beq0413@mail3.doshisha.ac.jp												3		2						2		森本　　凌大		14160413		森本　　凌大		7		58		15		80		B		2.00		4.90		3.60		1.20		2.90		2.16		0.40		＜改善後＞改善シナリオで現状より数値を減らせて良かった。 カイゼンゲンジョウスウチヘヨ		c		2

		14160578		オウ　タカヒロ		王　　　隆浩		O TAKAHIRO		M		beq0578@mail3.doshisha.ac.jp														3		3				3		王　　　隆浩		14160578		王　　　隆浩		9		70		15		94		A		4.20		10.20		7.56		1.10		2.60		1.98		0.74		＜現状＞現在では発展途上国の工業汚染が多く注目されていますが、我々先進国家に住んでいる人々も多くの犠牲をこうむることなく、生活習慣を変えることによって地球への負担を減らせると感じました。　　＜改善後＞現在の生活が豊であることから、このような日々の生活で知らないうちに多く、環境への負担をかけてしまいました。これからは気を付けて生活します。 ゲンジョウゲンザイハッテントジョウコクコウギョウオセンオオチュウモクワレワレセンシンコッカスヒトビトオオギセイセイカツシュウカンカチキュウフタンヘカンカイゼンゴゲンザイセイカツユタカヒビセイカツシオオカンキョウフタンキツセイカツ		a		4

		14160592		サカグチ　マサキ		坂口　　将樹		SAKAGUCHI MASAKI		M		beq0592@mail3.doshisha.ac.jp														3		2		2		3		坂口　　将樹		14160592		坂口　　将樹		10		53		15		78		C		1.20		3.00		2.16		0.60		1.30		1.08		0.50		＜現状＞私は車は使いませんが、それ以外のところで改善できると思いました。　　＜改善後＞基本的に地球に優しい生き方をするように改善するだけで、かなり数値が変わってきた。 ゲンジョウワタシクルマツカイガイカイゼンオモカイゼンゴキホンテキチキュウヤサイカタカイゼンスウチカ		b		3

		14160606		ササキ　シヨウタ		佐々木　奨太		SASAKI SHOTA		M		beq0606@mail3.doshisha.ac.jp												3				3				3		佐々木　奨太		14160606		佐々木　奨太		9		52		15		76		C		2.90		7.20		5.22		2.70		6.50		4.86		0.07		＜現状＞分析結果を見て驚いた。平均2.4個分に対して、私の結果は2.9個分、約３個分に匹敵する。これは正直驚いた。節約できることは多くあると思う。普段、生活するなかで、意識して、考えて行動しようと思うきっかけにしようと思った。　　＜改善後＞普段の生活では、冷凍食品やインスタント食品などを食べる割合が高い。改善前と比べ、普段の生活において環境面などに対して意識するようになった。 ゲンジョウブンセキケッカミオドロヘイキンコブンタイワタシケッカコブンヤクコブンヒッテキショウジキオドロセツヤクオオオモフダンセイカツイシキカンガコウドウオモオモカイゼンゴフダンセイカツレイトウショクヒンショクヒンタワリアイタカカイゼンマエクラフダンセイカツカンキョウメンタイイシキ		a+		5

		14160720		タナカ　ヒロキ		田中　　裕貴		TANAKA HIROKI		M		beq0720@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		2		3		田中　　裕貴		14160720		田中　　裕貴		13		29		15		57		F		2.00		4.90		3.60		2.00		4.80		3.60		0.00		＜現状＞自分は想像以上に地球に負担をかけていると感じたので、気を付けようと考えました。　＜改善後＞ ゲンジョウジブンソウゾウイジョウチキュウフタンカンキツカンガカイゼンゴ		b		3

		14160756		トダ　ライジユ		戸田　　来寿		TODA RAIJU		M		beq0756@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2		2		3		戸田　　来寿		14160756		戸田　　来寿		12		58		15		85		B		1.90		4.70		3.42		1.00		2.40		1.80		0.47		＜現状＞私の家族ではエコカーを使用したりエアコンを控えたりと環境に気を遣っていたつもりだったが、その程度は地球環境は全く改善されないのだと思った。　　＜改善後＞何とか地球一個分になるように調整したが、食事や光熱費、娯楽費に至るまで我慢しなければならないと感じた。実質生活レベルを一段階下げるほどの調整をしたと思う。 ゲンジョウワタシカゾクシヨウヒカカンキョウキツカテイドチキュウカンキョウマッタカイゼンオモカイゼンゴナンチキュウイッコブンチョウセイショクジコウネツヒゴラクヒイタガマンカンジッシツセイカツイチダンカイサチョウセイオモ		b		3

		1104170010		アキヨシ　ユウキ		秋吉　優樹		AKIYOSHI YUKI		M		cgeb0010@mail3.doshisha.ac.jp												3		1		2		1		3		秋吉　優樹		1104170010		秋吉　優樹		10		70		14		94		A		2.00		4.80		3.60		0.80		1.90		1.44		0.60		＜現状＞普段何気なく暮らしているが、その生活が地球に大きな負担をかけていることが分かった。　　＜改善後＞徒歩や自転車で行ける距離ならできるだけ車は使わ、車を使う前にバスで行けないかを考える。また車に乗るのはできるだけ多くの人が乗るようにすると地球への負担は減る。 ゲンジョウフダンナニゲクセイカツチキュウオオフタンワカイゼンゴトホジテンシャイキョリクルマツカクルマツカマエイカンガクルマノオオヒトノチキュウフタンヘ		a		4

		1104170021		アラカワ　ユキヒロ		荒川　幸寛		ARAKAWA YUKIHIRO		M		cgeb0021@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		荒川　幸寛		1104170021		荒川　幸寛		15		65		15		95		A		1.40		3.40		2.52		0.70		1.60		1.26		0.50		＜現状＞食べ物：生鮮食品が少ない→加工食品が多い。乗り物：自転車しか乗らないので、比較的環境負荷が少ない。住まい：通信など電気使用量が多い。　　＜改善後＞ ゲンジョウタモノセイセンショクヒンスクカコウショクヒンオオノモノジテンシャノヒカクテキカンキョウフカスクスツウシンデンキシヨウリョウオオカイゼンゴ		c		2

		1104170051		エサキ　シュウイチロウ		江崎　修一郎		ESAKI SHUICHIRO		M		cgeb0051@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		江崎　修一郎		1104170051		江崎　修一郎		15		68		15		98		A		1.30		3.10		2.34		1.10		2.60		1.98		0.15		＜現状＞自分ではそんなに資源を使っているつもりはなかったにも関わらず、1.3個分も地球の資源を使う必要があるのかと衝撃を受けた。仮説としては、もっと自炊をしてリサイクル量を増やせば地球１個分に収まると思った。　　＜改善後＞国産のモノを買うことと、環境に配慮した商品を選び、リサイクルを行うようにすることで地球一個分に近づくことができた。こうした意識が地球を守っていくために大切だということに気づくことができた。社会的共通資本としての環境を小さな努力で守っていけるなら実践してみようと思った。 ゲンジョウジブンシゲンツカカカコブンチキュウシゲンツカヒツヨウショウゲキウカセツジスイリョウフチキュウコブンオサオモカイゼンゴコクサンカカンキョウハイリョショウヒンエラオコナチキュウイッコブンチカイシキチキュウマモタイセツキシャカイテキキョウツウシホンカンキョウチイドリョクマモジッセンオモ		a		4

		1104170067		フカザワ　ダイチ		深澤　大智		FUKAZAWA DAICHI		M		cgeb0067@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		深澤　大智		1104170067		深澤　大智		14		46		14		74		C		2.00		5.00		3.60		1.00		2.50		1.80		0.50		＜現状＞現状、私たちの生活では、あまりにもエコフットプリント数が高いなと感じました。　　＜改善後＞自分の意識が変わるだけで、全く違った結果が出るのだなと思いました。なので人びとが少しだけでも意識を持つだけで、環境にとって良いことが分かりました。 ゲンジョウゲンジョウワタシセイカツスウタカカンカイゼンゴジブンイシキカマッタチガケッカデオモヒトスコイシキモカンキョウヨワ		b		3

		1104170071		フクダ　タカヒロ		福田　高大		FUKUDA TAKAHIRO		M		cgeb0071@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3				3		福田　高大		1104170071		福田　高大		11		38		14		63		D		1.40		3.30		2.52		1.40		3.40		2.52		0.00		＜現状＞自分はエコな人間であることが分かった。平均値とどこで差がついたのかわからないが、今後やよりエコな生活を心がけようと思う。　　＜改善後＞ ゲンジョウジブンニンゲンワヘイキンチサコンゴセイカツココロオモカイゼンゴ		a		4

		1104170081		フルヤ　リョウ		古家　諒		FURUYA RYO		M		cgeb0081@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3				3		古家　諒		1104170081		古家　諒		12		45		15		72		C		1.80		4.30		3.24		0.50		1.10		0.90		0.72		＜現状＞私の移動距離は長いのですが、移動手段はほとんどが自転車や電車です。車も軽自動車です。とはいえ、地球一個分では済まないことが良く分かりました。＜改善後＞第一ラウンドと比べて、圧倒的に理にかなった生活に改善することができましたが、とても現実的であるとは言えない。全人類が協力して全員が最低限の生活を受け入れることができれば、地球の寿命がかなり延びるのではないかと思いました。 ゲンジョウワタシイドウキョリナガイドウシュダンジテンシャデンシャクルマケイジドウシャチキュウイッコブンスヨワカイゼンゴダイイチクラアットウテキリセイカツカイゼンゲンジツテキイゼンジンルイキョウリョクゼンインサイテイゲンセイカツウイチキュウジュミョウノオモ		b		3

		1104170128		ハヤシ　リョウスケ		林　良祐		HAYASHI RYOSUKE		M		cgeb0128@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		林　良祐		1104170128		林　良祐		14		45		15		74		C		1.20		3.00		2.16		1.00		2.40		1.80		0.17		＜現状＞一人暮らしにしては電気を使い過ぎている。公共の乗り物は用が無い限り使わず、基本、自転車は続けたい。　＜改善後＞驚いたことに、地球一個分になった。電気の使用量は夏と冬には増えがちなので今後気を付けたい。また車に乗るようになるとエネルギーを使うことになるので、ハイブリッド車にしたり、他の分野に気を付けたい。 ゲンジョウヒトリグデンキツカスコウキョウノモノヨウナカギツカキホンジテンシャツヅカイゼンゴデンキシヨウリョウナツフユフコンゴキツクルマノツカシャタブンヤキツ		a		4

		1104170131		ヘンミ　ケイゴ		逸見　圭吾		HEMMI KEIGO		M		cgeb0131@mail3.doshisha.ac.jp												2		2		2				3		逸見　圭吾		1104170131		逸見　圭吾		9		65		14		88		B		1.40		3.30		2.52		0.70		1.70		1.26		0.50		＜現状＞自分のエコロジカルフットプリントは少なくて良かった。　＜改善後＞肉・魚によるコスト（肉なら飼料、魚なら船）が大きいと考え、削減してみた。ガス消費を減らし、歩くようにした。 ゲンジョウジブンスクヨカイゼンゴニクサカナニクシリョウサカナフネオオカンガサクゲンショウヒヘアル		c		2

		1104170140		ヒラバヤシ　ナリタカ		平林　成賢		HIRABAYASHI NARITAKA		M		cgeb0140@mail3.doshisha.ac.jp														2		3				3		平林　成賢		1104170140		平林　成賢		8		68		14		90		A		3.90		9.40		7.02		0.70		1.70		1.26		0.82		＜現状＞日本人の平均が2.3個分なことに驚いた。自分の場合は地球3.9個分だった。それほど使っているつもりはなかったのだが、地球資源を日本人平均より多く使っていることから節制しなければならないと感じた。＜改善後＞少しの意識改革でこれほど減少するのであれば、本格的にする必要があると感じた。食べ物や買い物、少し歩いて帰るなどはできることであるので実践していきたいと思います。 ゲンジョウニホンジンヘイキンコブンオドロジブンバアイチキュウコブンツカチキュウシゲンニホンジンヘイキンオオツカセッセイカンカイゼンゴスコイシキカイカクゲンショウホンカクテキヒツヨウカンタモノカモノスコアルカエジッセンオモ		a		4

		1104170155		ヒロセ　イオリ		廣瀬　伊織		HIROSE IORI		M		cgeb0155@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		廣瀬　伊織		1104170155		廣瀬　伊織		14		53		14		81		B		1.80		4.40		3.24		1.30		3.10		2.34		0.28		＜現状＞普段のせいかつを見直してみて、日本人の平均値より低かったのは良かったかなと思います。公共交通機関を頻繁に利用していることが特徴だと思います。電気、ガス消費は抑えることができるものなのでそれらを無駄使いしないように気を付けることが大切である。＜改善後＞現状を把握した上で、電気使用量、車の移動距離を減らすようにしてみました。それによりより地球一個分に使づけることができたので目標は達成できたと思う。洋服などに使うお金はどこに影響するほかも気になってきました。 ゲンジョウフダンミナオニホンジンヘイキンチヒクヨオモコウキョウコウツウキカンヒンパンリヨウトクチョウオモデンキショウヒオサムダヅカキツタイセツカイゼンゴゲンジョウハアクウエデンキシヨウリョウクルマイドウキョリヘチキュウイッコブンツカモクヒョウタッセイオモヨウフクツカカネエイキョウキ		a		4

		1104170167		ホリキリ　アツシ		堀切　敦史		HORIKIRI ATSUSHI		M		cgeb0167@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		2				3		堀切　敦史		1104170167		堀切　敦史		10		20		14		44		F		2.40		5.80		4.32		1.30		3.10		2.34		0.46		＜現状＞自分のエコロジカル・フットプリントが日本5.8個分となったが、自分では質素に生きてきたつもりだったのでとても驚いた。商品の購入量が多いのと、冷凍食品、輸入食品、加工食品が多いのは改善点だと思う。＜改善後＞ ゲンジョウジブンニホンコブンジブンシッソイオドロショウヒンコウニュウリョウオオレイトウショクヒンユニュウショクヒンカコウショクヒンオオカイゼンテンオモカイゼンゴ		b		3

		1104170209		イノウエ　ユウキ		井上　湧基		INOUE YUKI		M		cgeb0209@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		井上　湧基		1104170209		井上　湧基		15		63		15		93		A		1.90		4.60		3.42		0.40		0.90		0.72		0.79		＜現状＞現在、環境に配慮した生活を全く送っていないことに気づかされた（地球1.9個分）。一人一人が見直していけば改善されるのではないだろうか。　＜改善後＞人間的な生活を送らなければエコな生活はできるが、人間の最低限度の生活をしようとするとどうしても環境を傷付けてしまうことが分かった。 ゲンジョウゲンザイカンキョウハイリョセイカツマッタオクキチキュウコブンヒトリヒトリミナオカイゼンカイゼンゴニンゲンテキセイカツオクセイカツニンゲンサイテイゲンドセイカツカンキョウキズツワ		b		3

		1104170260		カミカド　ダイキ		上門　大貴		KAMIKADO DAIKI		M		cgeb0260@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		上門　大貴		1104170260		上門　大貴		12		70		15		97		A		2.20		5.40		3.96		1.00		2.50		1.80		0.55		＜現状＞自分のエコロジカル・フットプリントはおよそ日本人の平均値であることが分かった。ただ、日本のような先進国で多くの人が今のような生活を続けていけば地球がいくつあっても足りないと思う。世界中の豊かな生活を送る人々が自分の暮らしがいかに地球に負荷を掛けているか理解し、地球に優しい暮らしをしなければならないだろう。　　＜改善後＞電気やガスの使用量については詳しくわからないが、ほんのすこしでもそれぞれの項目で地球に良いことをすれば、エコロジカル・フットプリントは小さくなると思った。そのことを多くの人が知り、実践すべきである。 ゲンジョウジブンニホンジンヘイキンチワニホンセンシンコクオオヒトイマセイカツツヅチキュウタオモセカイジュウユタセイカツオクヒトビトジブンクチキュウフカカリカイチキュウヤサクカイゼンゴデンキシヨウリョウクワコウモクチキュウヨチイオモオオヒトシジッセン		a		4

		1104170262		カモ　タイガ		加茂　大河		KAMO TAIGA		M		cgeb0262@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3				3		加茂　大河		1104170262		加茂　大河		12		60		14		86		B		2.00		4.90		3.60		0.90		2.30		1.62		0.55		＜現状＞現在は京都での一人暮らしのためあまり車を使わないが、実家に戻って車を手にした場合、使い過ぎないようにしようと思った。また、電気ガスも実家だと今より多く使うと思うので気をつけたい。＜改善後＞車に乗る時にハイブリッド車に乗ったり、リサイクルを積極的に行うことにより、思った以上に数値が減って驚いた。また、食べる際には、無駄に大食いせず、必要な分だけを食べていきたい。 ゲンジョウゲンザイキョウトヒトリククルマツカジッカモドクルマテバアイツカスオモデンキジッカイマオオツカオモキクルマノトキシャノセッキョクテキオコナオモイジョウスウチヘオドロタサイムダオオグヒツヨウブンタ		a		4

		1104170278		カシワギ　ユウスケ		柏木　佑輔		KASHIWAGI YUSUKE		M		cgeb0278@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		3		柏木　佑輔		1104170278		柏木　佑輔		12		65		14		91		A		2.00		4.90		3.60		1.10		2.80		1.98		0.45		＜現状＞当たり前のように暮らしているだけでこれほどの資源を使っているのだと痛感させられました。もう少し意識的に資源を利用しようと思います　　＜改善後＞現状より理想に近づけることはできましたが、かなり意識的に生活しないとこの結果通りにはできないと感じました。正直この様に暮らしていくのは難しいと思います。 ゲンジョウアマエクシゲンツカツウカンスコイシキテキシゲンリヨウオモカイゼンゴゲンジョウリソウチカイシキテキセイカツケッカドオカンショウジキヨウクムツカオモ		d		1

																																																																コメント		評価 ヒョウカ		点数 テンスウ				1.84		4.45		3.31		1.13		2.74		2.04		0.384

		14160363		マツモト　ユリ		松本　　悠里		MATSUMOTO YURI		F		beq0363@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		松本　　悠里		14160363		松本　　悠里		15		65		14		94		A		1.70		4.00		3.06		0.80		2.00		1.44		0.53		＜現状＞　今まで、何も考えずに生活していたことを改めて思い知った。　＜改善後＞3人暮らしでは、これくらいの生活が環境に優しいのだということを知ることができた。 ゲンジョウイマナニカンガセイカツアラタオモシカイゼンゴニンクセイカツカンキョウヤサシ		b		3				A		15		300%		a+		4		200%

		14160469		ナラ　ミサキ		奈良　　光彩希		NARA MISAKI		F		beq0469@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		奈良　　光彩希		14160469		奈良　　光彩希		12		67		15		94		A		1.80		4.30		3.24		1.70		4.20		3.06		0.06		＜現状＞　　＜改善後＞電力消費について、コンセントを抜くなど、待機電力に目を向けることができた.		a+		5				B		16		320%		a		24		1200%

		14160476		ニシダ　ミカ		西田　　実花		NISHIDA MIKA		F		beq0476@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		西田　　実花		14160476		西田　　実花		14		67		15		96		A		1.70		4.10		3.06		1.40		3.50		2.52		0.18		＜現状＞　　＜改善後＞電気を少し気に掛けるだけで地球一個分の生活に近づけた。日本3.5個分という想像できないほどの大きなものが、現在私が生活するために必要とされている事実にびっくりさせられました。 ゲンジョウカイゼンゴデンキスコキカチキュウイッコブンセイカツチカニホンコブンソウゾウオオゲンザイワタシセイカツヒツヨウジジツ		b		3				C		12		240%		b		17		850%

		14160551		オオムラ　ナオコ		大村　　尚子		OMURA NAOKO		F		beq0551@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		大村　　尚子		14160551		大村　　尚子		15		33		15		63		D		2.20		5.50		3.96		1.00		2.40		1.80		0.55		＜現状＞この様に数値に換算してみると分かりやすく私たちがどれくらい環境に負担を与えているのか理解できた。少し恐怖を覚えた。＜改善後＞「塵も積もれば山となる」の様に、皆が少しずつでも意識して改善するようにする事によって大幅によくなると感じさせられた。今後も継続すていくべきである。 ゲンジョウヨウスウチカンサンワワタシカンキョウフタンアタリカイスコキョウフオボカイゼンゴチリツヤマヨウミナスコイシキカイゼンコトオオハバカンコンゴケイゾク		a		4				D		4		80%		c		4		200%

		14160643		シミズ　エミリ		清水　　絵美理		SHIMIZU EMIRI		F		beq0643@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		清水　　絵美理		14160643		清水　　絵美理		15		52		15		82		B		2.80		6.80		5.04		1.70		4.10		3.06		0.39		＜現状＞改善できるところは、商品と旅行であると思う。安い洋服を短い期間着ることが多いのでこれは環境にとって良いとは言えない。＜改善後＞私が改善できることを反映させてみたが、それでも地球1.7個分という結果に驚いた。これ以上 ゲンジョウカイゼンショウヒンリョコウオモヤスヨウフクミジカキカンキオオカンキョウヨイカイゼンゴワタシカイゼンハンエイチキュウコブンケッカオドロイジョウ		b		3				F		5		100%		d		2		100%

		1104170002		アベ　ミサキ		安部　美咲		ABE MISAKI		F		cgeb0002@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		2		安部　美咲		1104170002		安部　美咲		14		63		15		92		A		1.20		2.90		2.16		1.00		2.50		1.80		0.17		＜現状＞自分で想っていたより数値が高くて驚きました。　＜改善後＞少し減らすことができて良かったと思いました。これからも心がけようと思います。 ゲンジョウジブンオモスウチタカオドロカイゼンゴスコヘヨオモココロオモ		a		4				合計 ゴウケイ		52		1040%		合計 ゴウケイ		51		2550%

		1104170109		ハルナ　リサ		春名　理沙		HARUNA RISA		F		cgeb0109@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		春名　理沙		1104170109		春名　理沙		12		65		15		92		A		1.50		3.70		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27		＜現状＞日本人の平均と比較すると少ない結果となりましたが、ここに改善点を探して値を下げていくべきだと感じました。私はあまり環境に配慮してすごしていないと思うので、エコグッヅを使い、出来る限り運動を兼ねて徒歩や自転車ですごし、電気を使ったら消すなど少しずつ改善します。＜改善後＞ ゲンジョウニホンジンヘイキンヒカクスクケッカカイゼンテンサガアタイサカンワタシカンキョウハイリョオモツカデキカギウンドウカトホジテンシャデンキツカケスコカイゼンカイゼンゴ		a		4

		1104170116		ハシモト　サヤカ		橋本　紗矢香		HASHIMOTO SAYAKA		F		cgeb0116@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		橋本　紗矢香		1104170116		橋本　紗矢香		15		60		14		89		B		2.50		6.10		4.50		1.20		2.80		2.16		0.52		＜現状＞食事内容や購入品、交通手段等のあらゆるものが、エコロジカル・フットプリントとして加算されることを改めて知り、自分は結構無駄だったり、過剰・余分な生活を送っている部分があると気づきました。＜改善後＞エコロジカル・フットプリントを小さくすることは地球だけでなく、私たち自身にもメリットがあると気づくことが出来ました。例えば、購入品や電気代、娯楽にかかる費用を減らすことは、地域にもプラスですし、私たちにとっては「節約」としてプラスになります。車の利用時間や食事内容の見直しも私たちに健康をもたらします。また最近では、「ミニマリスト」という人びとが増えている理由もここにあるのではないかと思いました。 ゲンジョウショクジナイヨウコウニュウヒンコウツウシュダントウカサンアラタシジブンケッコウムダカジョウヨブンセイカツオクブブンキカイゼンゴチイチキュウワタシジシンキデキタトコウニュウヒンデンキダイゴラクヒヨウヘチイキワタシセツヤククルマリヨウジカンショクジナイヨウミナオワタシケンコウサイキンヒトフリユウオモ		b		3

		1104170174		イデ　ユウカ		井手　佑香		IDE YUKA		F		cgeb0174@mail3.doshisha.ac.jp														3				2		3		井手　佑香		1104170174		井手　佑香		8		50		15		73		C		1.70		4.00		3.06		0.90		2.10		1.62		0.47		＜現状＞現在はモノがあふれていて、さまざまな環境問題が生じている。これらはすべて人間の行為が引き起こしたものであるが、具体的になにをしたら地球に悪いのかが分かっていない場合がある。このクイズで自分の生活がどれほど地球に影響を与えているのか知ることができたので、日常生活で意識しようと思う。　＜改善後＞自分の生活は思ったよりもエネルギーを消費していることが分かった。食品は国産にこだわり、できるだけ車を利用せず、公共交通機関を利用するとより地球に優しいと思った。地球の資源は限られているので、地球に住むすべての人々が地球について考え、それに合った行動をするのが良いと感じた。		a		4

		1104170222		イシカワ　カエデ		石川　楓葉		ISHIKAWA KAEDE		F		cgeb0222@mail3.doshisha.ac.jp												3				2		2		3		石川　楓葉		1104170222		石川　楓葉		10		30		15		55		F		2.70		6.60		4.86		1.50		3.70		2.70		0.44		＜現状＞地球2.7個分とかなり高い数値となったが、原因は交通機関の利用程度だと思う。大学まで3時間近くかかること、遠征をするからである。一人一人が公共交通機関を使ったり、国産のものを選ぶなど、エコにつながる選択をすることが必要だと思う。　＜改善後＞食生活の見直しをした。地元で採れたもの、国産のものを積極的に食べるようにした。また、肉類を減らしたことも地球一個分を減らせた要因であると思う。改善シナリオで第二ラウンドを実施してみて、日常の小さな心掛けが大きく影響するのだと分かりました。 ゲンジョウチキュウコブンタカスウチゲンインコウツウキカンリヨウテイドオモダイガクジカンチカエンセイヒトリヒトリコウキョウコウツウキカンツカコクサンエラセンタクヒツヨウオモカイゼンゴショクセイカツミナオジモトトコクサンセッキョクテキタニクルイヘチキュウイッコブンヘヨウインオモカイゼンダイニジッシニチジョウチイココロガオオエイキョウワ		a		4

		1104170234		イワブチ　カナコ		岩淵　奏子		IWABUCHI KANAKO		F		cgeb0234@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		岩淵　奏子		1104170234		岩淵　奏子		15		53		14		82		B		1.40		3.40		2.52		0.60		1.50		1.08		0.57		＜現状＞自分の今の暮らしが思っていたよりも地球への負荷は少なかった。＜改善後＞極端に食事や電力量を気にしてみたが実際にこのような生活ができるかとはまた別の話だと思う。 ゲンジョウジブンイマクオモチキュウフカスクカイゼンゴキョクタンショクジデンリョクリョウキジッサイセイカツベツハナシオモ		d		1

		1104170303		カワノ　サキ		河野　沙季		KAWANO SAKI		F		cgeb0303@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		2		河野　沙季		1104170303		河野　沙季		11		45		15		71		C		1.60		3.80		2.88		0.90		2.10		1.62		0.44		＜現状＞日常の生活をしているだけでこんなに資源が必要になるんだなと思いました。＜改善後＞前回よりも減って良かったです。 ゲンジョウニチジョウセイカツシゲンヒツヨウオモカイゼンゴゼンカイヘヨ		b		3

		1104170305		カワセ　ユウナ		川瀬　祐那		KAWASE YUNA		F		cgeb0305@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		川瀬　祐那		1104170305		川瀬　祐那		15		45		15		75		C		1.30		3.20		2.34		1.10		2.60		1.98		0.15		＜現状＞この結果を見て、自分は思ったよりも環境に配慮した生活を送っているということが分かりました。乗り物をあまり利用しないことも要因の一つだと考えます。また家族で生活しているのも要因だと思いました。日本人の平均よりも少なかったのは良かったです。＜改善後＞地球一個分に近づけるために削減できそうな所を見直しました。結果的に地球1.1個分になったので良かったと思います。 ゲンジョウケッカミジブンオモカンキョウハイリョセイカツオクワノモノリヨウヨウインヒトカンガカゾクセイカツヨウインオモニホンジンヘイキンスクヨカイゼンゴチキュウイッコブンチカサクゲントコロミナオケッカテキチキュウコブンヨオモ		c		2

		1104170321		キリヤマ　マホ		桐山　真帆		KIRIYAMA MAHO		F		cgeb0321@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		2		3		3		桐山　真帆		1104170321		桐山　真帆		14		58		14		86		B		1.40		3.30		2.52		1.10		2.60		1.98		0.21		＜現状＞　一人暮らしをしているので住まいや乗り物の観点ではエコなのではないかと考えました。食べ物や商品＆サービスに関して気を付けていきたいです。＜改善後＞前回で私の問題は食べ物、商品＆サービスにあることが分かったので環境に配慮した商品を買うようにしたりすることで改善されました。実家だったらどうなのだろう？と思い、実家を想定してクイズを受けてみたら地球1.8個分でした。実家での電気の消費量を気にしてみたいです。 ヒトリグスノモノカンテンカンガタモノショウヒンカンキツカイゼンゴゼンカイワタシモンダイショクモノショウヒンワカンキョウハイリョショウヒンカカイゼンジッカオモジッカソウテイウチキュウコブンジッカデンキショウヒリョウキ		b		3

		1104170333		コバヤシ　アキ		小林　亜紀		KOBAYASHI AKI		F		cgeb0333@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		小林　亜紀		1104170333		小林　亜紀		14		59		15		88		B		2.10		5.00		3.78		1.00		2.40		1.80		0.52		＜現状＞現在一人暮らしをしているので、電気、ガス、灯油の消費量に関してはあまり計算結果にい影響しなかった。一番の原因は、公共交通機関の利用、飛行機などの交通部門であることが分かった。ハイブリッド車やエコカーなどの車の利用を検討し、消費活動のスケールを2分の1以下に減らすように心がけて行きたいと思いました。＜改善後＞リサイクルや車の利用を控えることによって通知が小さくなった。また、洋服、家具などの購入を減らすことによっても数値に影響を及ぼした。普段の生活の中で、少し気を遣えば地球一個分の生活に近づくことや、省エネを心がけると数値が減ることを痛感した。これからの生活の中で、これらのことを当たり前にできるよう生活していきたい。 ゲンジョウゲンザイヒトリグデンキトウユショウヒリョウカンケイサンケッカエイキョウイチバンゲンインコウキョウコウツウキカンリヨウヒコウキコウツウブモンワシャクルマリヨウケントウショウヒカツドウブンイカヘココロイオモカイゼンゴクルマリヨウヒカツウチチイヨウフクカグコウニュウヘスウチエイキョウオヨフダンセイカツナカスコキツカチキュウイッコブンセイカツチカショウココロスウチヘツウカンセイカツナカアマエセイカツ		a		4
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		学生ID		カナ氏名		表示用氏名		英字氏名		性別		メールアドレス		履修中止		卒業見込				凡例 ハンレイ				43,579		43,642		43,649		43,656		クイズ		表示用氏名						課題合計 カダイゴウケイ		期末試験 キマツシケン		レポート		合計 ゴウケイ		成績 セイセキ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		改善率 カイゼンリツ										現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ						改善率 カイゼンリツ

																																																		現状 ゲンジョウ						改善後 カイゼンゴ																地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ		地球 チキュウ		日本 ニホン		gha/1人 ヒトリ

																																																																コメント		評価 ヒョウカ		点数 テンスウ				1.84		4.45		3.31		1.13		2.74		2.04		0.384

		14160363		マツモト　ユリ		松本　　悠里		MATSUMOTO YURI		F		beq0363@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		松本　　悠里		14160363		松本　　悠里		15		65		14		94		A		1.70		4.00		3.06		0.80		2.00		1.44		0.53		＜現状＞　今まで、何も考えずに生活していたことを改めて思い知った。　＜改善後＞3人暮らしでは、これくらいの生活が環境に優しいのだということを知ることができた。 ゲンジョウイマナニカンガセイカツアラタオモシカイゼンゴニンクセイカツカンキョウヤサシ		b		3				A		5		33%		a+		1		7%

		14160469		ナラ　ミサキ		奈良　　光彩希		NARA MISAKI		F		beq0469@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		奈良　　光彩希		14160469		奈良　　光彩希		12		67		15		94		A		1.80		4.30		3.24		1.70		4.20		3.06		0.06		＜現状＞　　＜改善後＞電力消費について、コンセントを抜くなど、待機電力に目を向けることができた.		a+		5				B		5		33%		a		8		57%

		14160476		ニシダ　ミカ		西田　　実花		NISHIDA MIKA		F		beq0476@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		2		3		西田　　実花		14160476		西田　　実花		14		67		15		96		A		1.70		4.10		3.06		1.40		3.50		2.52		0.18		＜現状＞　　＜改善後＞電気を少し気に掛けるだけで地球一個分の生活に近づけた。日本3.5個分という想像できないほどの大きなものが、現在私が生活するために必要とされている事実にびっくりさせられました。 ゲンジョウカイゼンゴデンキスコキカチキュウイッコブンセイカツチカニホンコブンソウゾウオオゲンザイワタシセイカツヒツヨウジジツ		b		3				C		3		20%		b		4		29%

		14160551		オオムラ　ナオコ		大村　　尚子		OMURA NAOKO		F		beq0551@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		大村　　尚子		14160551		大村　　尚子		15		33		15		63		D		2.20		5.50		3.96		1.00		2.40		1.80		0.55		＜現状＞この様に数値に換算してみると分かりやすく私たちがどれくらい環境に負担を与えているのか理解できた。少し恐怖を覚えた。＜改善後＞「塵も積もれば山となる」の様に、皆が少しずつでも意識して改善するようにする事によって大幅によくなると感じさせられた。今後も継続すていくべきである。 ゲンジョウヨウスウチカンサンワワタシカンキョウフタンアタリカイスコキョウフオボカイゼンゴチリツヤマヨウミナスコイシキカイゼンコトオオハバカンコンゴケイゾク		a		4				D		1		7%		c		1		7%

		14160643		シミズ　エミリ		清水　　絵美理		SHIMIZU EMIRI		F		beq0643@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		清水　　絵美理		14160643		清水　　絵美理		15		52		15		82		B		2.80		6.80		5.04		1.70		4.10		3.06		0.39		＜現状＞改善できるところは、商品と旅行であると思う。安い洋服を短い期間着ることが多いのでこれは環境にとって良いとは言えない。＜改善後＞私が改善できることを反映させてみたが、それでも地球1.7個分という結果に驚いた。これ以上 ゲンジョウカイゼンショウヒンリョコウオモヤスヨウフクミジカキカンキオオカンキョウヨイカイゼンゴワタシカイゼンハンエイチキュウコブンケッカオドロイジョウ		a		4				F		1		7%		d		0		0%

		1104170002		アベ　ミサキ		安部　美咲		ABE MISAKI		F		cgeb0002@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		2		安部　美咲		1104170002		安部　美咲		14		63		15		92		A		1.20		2.90		2.16		1.00		2.50		1.80		0.17		＜現状＞自分で想っていたより数値が高くて驚きました。　＜改善後＞少し減らすことができて良かったと思いました。これからも心がけようと思います。 ゲンジョウジブンオモスウチタカオドロカイゼンゴスコヘヨオモココロオモ		a		4				合計 ゴウケイ		15		100%		合計 ゴウケイ		14		100%

		1104170109		ハルナ　リサ		春名　理沙		HARUNA RISA		F		cgeb0109@mail3.doshisha.ac.jp														3		3		3		3		春名　理沙		1104170109		春名　理沙		12		65		15		92		A		1.50		3.70		2.70		1.10		2.60		1.98		0.27		＜現状＞日本人の平均と比較すると少ない結果となりましたが、ここに改善点を探して値を下げていくべきだと感じました。私はあまり環境に配慮してすごしていないと思うので、エコグッヅを使い、出来る限り運動を兼ねて徒歩や自転車ですごし、電気を使ったら消すなど少しずつ改善します。＜改善後＞ ゲンジョウニホンジンヘイキンヒカクスクケッカカイゼンテンサガアタイサカンワタシカンキョウハイリョオモツカデキカギウンドウカトホジテンシャデンキツカケスコカイゼンカイゼンゴ		a		4

		1104170116		ハシモト　サヤカ		橋本　紗矢香		HASHIMOTO SAYAKA		F		cgeb0116@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		橋本　紗矢香		1104170116		橋本　紗矢香		15		60		14		89		B		2.50		6.10		4.50		1.20		2.80		2.16		0.52		＜現状＞食事内容や購入品、交通手段等のあらゆるものが、エコロジカル・フットプリントとして加算されることを改めて知り、自分は結構無駄だったり、過剰・余分な生活を送っている部分があると気づきました。＜改善後＞エコロジカル・フットプリントを小さくすることは地球だけでなく、私たち自身にもメリットがあると気づくことが出来ました。例えば、購入品や電気代、娯楽にかかる費用を減らすことは、地域にもプラスですし、私たちにとっては「節約」としてプラスになります。車の利用時間や食事内容の見直しも私たちに健康をもたらします。また最近では、「ミニマリスト」という人びとが増えている理由もここにあるのではないかと思いました。 ゲンジョウショクジナイヨウコウニュウヒンコウツウシュダントウカサンアラタシジブンケッコウムダカジョウヨブンセイカツオクブブンキカイゼンゴチイチキュウワタシジシンキデキタトコウニュウヒンデンキダイゴラクヒヨウヘチイキワタシセツヤククルマリヨウジカンショクジナイヨウミナオワタシケンコウサイキンヒトフリユウオモ		a		4

		1104170174		イデ　ユウカ		井手　佑香		IDE YUKA		F		cgeb0174@mail3.doshisha.ac.jp														3				2		3		井手　佑香		1104170174		井手　佑香		8		50		15		73		C		1.70		4.00		3.06		0.90		2.10		1.62		0.47		＜現状＞現在はモノがあふれていて、さまざまな環境問題が生じている。これらはすべて人間の行為が引き起こしたものであるが、具体的になにをしたら地球に悪いのかが分かっていない場合がある。このクイズで自分の生活がどれほど地球に影響を与えているのか知ることができたので、日常生活で意識しようと思う。　＜改善後＞自分の生活は思ったよりもエネルギーを消費していることが分かった。食品は国産にこだわり、できるだけ車を利用せず、公共交通機関を利用するとより地球に優しいと思った。地球の資源は限られているので、地球に住むすべての人々が地球について考え、それに合った行動をするのが良いと感じた。		a		4

		1104170222		イシカワ　カエデ		石川　楓葉		ISHIKAWA KAEDE		F		cgeb0222@mail3.doshisha.ac.jp												3				2		2		3		石川　楓葉		1104170222		石川　楓葉		10		30		15		55		F		2.70		6.60		4.86		1.50		3.70		2.70		0.44		＜現状＞地球2.7個分とかなり高い数値となったが、原因は交通機関の利用程度だと思う。大学まで3時間近くかかること、遠征をするからである。一人一人が公共交通機関を使ったり、国産のものを選ぶなど、エコにつながる選択をすることが必要だと思う。　＜改善後＞食生活の見直しをした。地元で採れたもの、国産のものを積極的に食べるようにした。また、肉類を減らしたことも地球一個分を減らせた要因であると思う。改善シナリオで第二ラウンドを実施してみて、日常の小さな心掛けが大きく影響するのだと分かりました。 ゲンジョウチキュウコブンタカスウチゲンインコウツウキカンリヨウテイドオモダイガクジカンチカエンセイヒトリヒトリコウキョウコウツウキカンツカコクサンエラセンタクヒツヨウオモカイゼンゴショクセイカツミナオジモトトコクサンセッキョクテキタニクルイヘチキュウイッコブンヘヨウインオモカイゼンダイニジッシニチジョウチイココロガオオエイキョウワ		a		4

		1104170234		イワブチ　カナコ		岩淵　奏子		IWABUCHI KANAKO		F		cgeb0234@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		岩淵　奏子		1104170234		岩淵　奏子		15		53		14		82		B		1.40		3.40		2.52		0.60		1.50		1.08		0.57		＜現状＞自分の今の暮らしが思っていたよりも地球への負荷は少なかった。＜改善後＞極端に食事や電力量を気にしてみたが実際にこのような生活ができるかとはまた別の話だと思う。 ゲンジョウジブンイマクオモチキュウフカスクカイゼンゴキョクタンショクジデンリョクリョウキジッサイセイカツベツハナシオモ		d-		0

		1104170303		カワノ　サキ		河野　沙季		KAWANO SAKI		F		cgeb0303@mail3.doshisha.ac.jp												3		3				3		2		河野　沙季		1104170303		河野　沙季		11		45		15		71		C		1.60		3.80		2.88		0.90		2.10		1.62		0.44		＜現状＞日常の生活をしているだけでこんなに資源が必要になるんだなと思いました。＜改善後＞前回よりも減って良かったです。 ゲンジョウニチジョウセイカツシゲンヒツヨウオモカイゼンゴゼンカイヘヨ		b		3

		1104170305		カワセ　ユウナ		川瀬　祐那		KAWASE YUNA		F		cgeb0305@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		3		3		3		川瀬　祐那		1104170305		川瀬　祐那		15		45		15		75		C		1.30		3.20		2.34		1.10		2.60		1.98		0.15		＜現状＞この結果を見て、自分は思ったよりも環境に配慮した生活を送っているということが分かりました。乗り物をあまり利用しないことも要因の一つだと考えます。また家族で生活しているのも要因だと思いました。日本人の平均よりも少なかったのは良かったです。＜改善後＞地球一個分に近づけるために削減できそうな所を見直しました。結果的に地球1.1個分になったので良かったと思います。 ゲンジョウケッカミジブンオモカンキョウハイリョセイカツオクワノモノリヨウヨウインヒトカンガカゾクセイカツヨウインオモニホンジンヘイキンスクヨカイゼンゴチキュウイッコブンチカサクゲントコロミナオケッカテキチキュウコブンヨオモ		c		2

		1104170321		キリヤマ　マホ		桐山　真帆		KIRIYAMA MAHO		F		cgeb0321@mail3.doshisha.ac.jp												3		3		2		3		3		桐山　真帆		1104170321		桐山　真帆		14		58		14		86		B		1.40		3.30		2.52		1.10		2.60		1.98		0.21		＜現状＞　一人暮らしをしているので住まいや乗り物の観点ではエコなのではないかと考えました。食べ物や商品＆サービスに関して気を付けていきたいです。＜改善後＞前回で私の問題は食べ物、商品＆サービスにあることが分かったので環境に配慮した商品を買うようにしたりすることで改善されました。実家だったらどうなのだろう？と思い、実家を想定してクイズを受けてみたら地球1.8個分でした。実家での電気の消費量を気にしてみたいです。 ヒトリグスノモノカンテンカンガタモノショウヒンカンキツカイゼンゴゼンカイワタシモンダイショクモノショウヒンワカンキョウハイリョショウヒンカカイゼンジッカオモジッカソウテイウチキュウコブンジッカデンキショウヒリョウキ		b		3

		1104170333		コバヤシ　アキ		小林　亜紀		KOBAYASHI AKI		F		cgeb0333@mail3.doshisha.ac.jp												3		2		3		3		3		小林　亜紀		1104170333		小林　亜紀		14		59		15		88		B		2.10		5.00		3.78		1.00		2.40		1.80		0.52		＜現状＞現在一人暮らしをしているので、電気、ガス、灯油の消費量に関してはあまり計算結果にい影響しなかった。一番の原因は、公共交通機関の利用、飛行機などの交通部門であることが分かった。ハイブリッド車やエコカーなどの車の利用を検討し、消費活動のスケールを2分の1以下に減らすように心がけて行きたいと思いました。＜改善後＞リサイクルや車の利用を控えることによって通知が小さくなった。また、洋服、家具などの購入を減らすことによっても数値に影響を及ぼした。普段の生活の中で、少し気を遣えば地球一個分の生活に近づくことや、省エネを心がけると数値が減ることを痛感した。これからの生活の中で、これらのことを当たり前にできるよう生活していきたい。 ゲンジョウゲンザイヒトリグデンキトウユショウヒリョウカンケイサンケッカエイキョウイチバンゲンインコウキョウコウツウキカンリヨウヒコウキコウツウブモンワシャクルマリヨウケントウショウヒカツドウブンイカヘココロイオモカイゼンゴクルマリヨウヒカツウチチイヨウフクカグコウニュウヘスウチエイキョウオヨフダンセイカツナカスコキツカチキュウイッコブンセイカツチカショウココロスウチヘツウカンセイカツナカアマエセイカツ		a		4
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		男女半部の集計結果 ダンジョハンブシュウケイケッカ

		クイズ		現状						改善後						改善率

				地球		日本		gha/1人		地球		日本		gha/1人

		全体平均値		1.75		4.23		3.15		1.10		2.66		1.98		0.372

		男子平均値		1.87		4.53		3.36		1.10		2.61		1.98		0.412

		女子平均値		1.78		4.30		3.20		1.17		2.83		2.10		0.344

						男子半分平均値 ダンシハンブンヘイキンチ		女子半分平均値 ジョシハンブンヘイキンチ		全体の半分平均値 ゼンタイハンブンヘイキンチ

		現状 ゲンジョウ		地球何個分 チキュウナンコブン		1.74		1.78		1.75

				日本何個文 ニホンナンコブン		4.21		4.30		4.23

				gha/1人 ヒトリ		3.14		3.20		3.15

		改善シナリオ カイゼン		地球何個分 チキュウナンコブン		1.08		1.17		1.67

				日本何個文 ニホンナンコブン		2.59		2.83		1.67

				gha/1人 ヒトリ		1.94		2.10		1.76

		改善率 カイゼンリツ				0.383		0.344		0.372







コメント内容の分析
記
号

コメント欄に示された
診断クイズ受診後の変化

％ 累計
％

a+ 実際に環境に良い行動を始めた。（例：自宅の庭で野
菜を栽培し始めた。）

4 ％ 4 ％

a
エコロジカル・フットプリント削減のための具体的な行動
を頭に描けており、かつ削減のために行動したいという
意思が明確に表明されていた。

52 ％ 56 ％

b
自分の生活が地球生態系に大きな負荷を与えているこ
と、自分の生活と地球の生態系と間に存在する強い
「つながり」への「気づき」があった。

26 ％ 82 ％

c 客観的な事実として分析のみ行っている。自分の行動
などには言及せず。

11 ％

d 無力感を感じたり、後ろ向きなコメント 7 ％
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結論:以上より、診断クイズは約半数の学生の環境行動を誘発し得ることが示唆された。
EFにより行動変容への意欲を持つことが出来た要因：
⇒今まで環境に良い生活をしようと言われてきたが、どれだけ節約すれば良いか
分からなかった。今の生活は「地球〇個分」必要と数値化されたことで、「１個分」
まで減らそうと具体的に考えられました。

現状を「見える化」すること：行動変容のきっかけとなった。

（和田喜彦。2020。）



同志社大学での実践例：
節約できる環境負荷を

エコロジカル フットプリントで
計算してみたら。

同志社大学初マイボトル・リフィル用給水スポット設
置（2022-10-28）

マイボトルのエコロジカル・フットプリントは、

PETボトルの約10分の１
春学期と秋学期、同志社大学の学生・院生と教員職員全員が（29,049
人）が毎日マイボトルを持参し給水サーバーを利用したら

1年間に東京ドーム25個分のエコロジカ

ル・フットプリントが削減！（114ヘクタール）

全国の大学で実施すれば東京ドーム2700
個分の削減。
• ステンレス製水筒（真空構造）、アルミ製水筒（１層構造）を 100 回使用した場合の 1 回 使用あたりの CO2排出量はそれぞれ 13.90g、

10.68g 。 ペットボトルの CO2排出量は、 119g （環境省 2011 、PET ボトル協議会が実施した「PET ボト ルの LCI 分析調査報告書」
の「耐熱用 500ml 業界平均値（回収率 62.3％）」の評価結果に よる ）

• 千葉県のスギ ヒノキ マツ クヌギ マテバシイ その他広葉樹、樹齢46年～50年のCO2吸収量平均値を採用。
• https://www.pref.chiba.lg.jp/shinrin/documents/sisan.pdf 最終閲覧2022-11-15 76

https://www.pref.chiba.lg.jp/shinrin/documents/sisan.pdf


提案２：生協食堂から排出される食品廃棄物をコンポ
スト化することによる環境負荷削減効果を
エコロジカル・フットプリントで「見える化」

77

同志社生協で1年間に排出される食品廃棄物の量：17.84トン（2019年度値）

→もし、全てを生ゴミをコンポスト（堆肥化）したら、
削減可能なエコロジカル・フットプリント

9.2ヘクタール/年 東京ドーム2個分の森林面積を節約

→全国の大学で実施すれば東京ドーム224個分の削減。

出典：同志社生協・内部資料（2020年度）、 ：㈱吉永商会・森功介氏、菱沼・干場et al.論文(2006)、
Global Footprint Network



結論
• 化石エネルギー代替技術は、他の環境負荷、人権

問題を発生させる可能性がある。

• 対策としては、サプライチェーンがエシカルかどうか

を市民社会が、厳しく監視し、ボイコット運動などで

圧力を掛ける必要（CtoB、CtoG）

• SDGｓ達成には、総エネルギー消費を下げることが

不可欠。一人一人の自覚的な行動変容を促進する

必要。エコロジカル・フットプリントは効果的であろう

。
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